

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　伝説の魔ま術じゆつ師しと奴ど隷れいの少女






　ただただ、退たい屈くつだった。

　魔術を究きわめる究極の魔術師、星せい辰しんの支配者、三界戦争の英えい雄ゆう。シンプルなものだと、神というものもあったか。

　これらは全すべて、様々な時代の誰だれかが私を呼んだ名前である。

　魔術を用いて不老不死となり幾いく星せい霜そう。その最中に自らの力ちから試だめしとして、それは色々な事をした。

　時には荒あれた大地を緑溢あふれる地に変え、時には邪じや竜りゆうと恐おそれられる巨きよ大だいな魔物を倒たおし、時には宝物を収めた無限の塔とうを打ち建てた。

　私のしてきた事を人の尺度に合わせて考えれば、この大おお仰ぎような異名の数々も、さほど行き過ぎているわけでもないのだろう。

　だが私の本当の名が老いて逝ゆく人々と共に忘れられていった事と同じく、千の名前も大した意味を持たない。

　邪竜を倒しても、魔王と呼ばれるものを封ふう印いんしても、星さえ操あやつってみせても、なんと無意味なことか。

　私はそれを今、痛感させられている。それも、たった一人の弟で子しの手によって。

「テオさん、出来ました！」

　私の目の前で、まだ十五歳の少女が、幼さを残した顔で朗ほがらかに笑う。

　翳かざした手には高密度の魔力を球状に安定させた魔術が生成されていた。

　おそらく、それなりに下地のある魔術師が数年を修練に費ついやしても、これほどの魔力をこうまで安定させることは難しいだろう。

　成功した魔術を見せたくて、私に褒ほめられる事を予感して天真爛らん漫まんに笑えみを浮うかべるこの少女こそが、私が千と数百年の人生で取ったただ一人の弟で子しだった。

　ああ、なんと恐ろしいことだろうか、我が弟子アリエッタ＝ペルティア。

　そこらの魔術師が見たらすくみ上がるような魔術を手に、幼く笑う少女。

　私はこの少女が恐ろしい。

「よく出来たなアリエッタ。努力の賜たま物ものだ」

「……！　はいっ！　ありがとうございます、テオさん！」

　ああ、なんと。

　我が弟子のなんと可愛かわいらしいことか──！

　千年以上の人生で最大の衝しよう撃げき、最高の危機。

　気まぐれに取った弟子があまりにも愛くるしすぎた。

　修練の成果を試す際に外界へと降りる以外に人と接することをせず、たまに降りても自分のことに集中し、ロクに会話をしてこなかったせいだろう。自分を慕したい、褒められようと必死に修練に打ち込む姿は可愛らしくて仕方がない。

　大した才能もない普ふ通つうの少女が、私に認められたい一心で次々と高度な魔術を覚えていくそのさまは、万ばん能のうゆえの退屈でくすんでいた私の脳のう髄ずいに虹にじ色いろの電撃を走らせる。

　高度とは言っても、私からすれば児じ戯ぎのようなものだが、アリエッタにはまだ少し難しい。それをなんとか上手うまい具合に教えようという試みそのものが刺し激げき的だったし、一つ覚えるたびに嬉うれしそうに笑うアリエッタを見ていると私まで嬉しくなってきてしまう。

　まずい。これは本当にまずかった。

　千の異名も、それに連なる偉い業ぎようもこの少女の前では何一つ役に立たない。

　それらを誇ほこったことはないが、ある程度は自分を語られる存在の通りと思っていたのもまた事実。

　弟子が一喜一いち憂ゆうを見せる都度、私までも笑ったり気分を落としてしまうというのは、なんとも情けないことで数年前の私が見たら何と言うだろう。

「テオさん？　なにか、考え事をしていらっしゃるのですか？」

「……気にするな。それよりも、反復を続けろ。感覚を掴つかんでいるうちに確かなものにするといい」

　自分自身に対するイメージと、弟子への愛情のせめぎあい。どうやらそれが顔に出ていたらしい。

　誤ご魔ま化かすような私の言いつけにも、アリエッタは快く返事をして、言われた通りに修練を再開する。

　本当に、素す直なおで良い子だ。『師ではない』私の言葉も、それが上達のためだと言うのならばすんなりと受け入れる度量もよい。

　こういったところが師としての親心のようなものを擽くすぐるのだ。このせいで、ついつい指導にも力が入ってしまう。

　──魔術で姿を変えて弟子の通う学校に潜せん入にゆうなどしてしまうくらいには。

　姿を変えるとは言っても若返っているだけなのだが、通常人間が若返ることはない。変装にはこれで十分だろう。

　名実ともに最大最高の魔術師である私が学校に通うなど、いくら若い姿でいても冗じよう談だん甚はなはだしいのだが──

「大方コツは掴んだようだな。今日はそのあたりにしておくと良い。魔力の使いすぎは翌日に響ひびく」

「わかりました。ありがとうございます、テオさん！」

　しかしそれも、普ふ段だん見ないアリエッタの一面を見られることに比べるとどうでも良くなってしまう。

　彼女は私のことを『先生』と呼ぶが、今の私は魔術学校の学生テオドール＝フラム。友に向けた『テオさん』という愛あい称しようは、この学校という場所ならではのものだ。

　この新しん鮮せんさがたまらなくよい。千と数百年、魔術の研けん鑽さんのみに打ち込んできた私にとって、愛称で呼ばれるという経験はごく貴重なものだった。

　魔術を究めるべく歩みを続けた数百年。初めは楽しかったが、すぐにやることはなくなった。

　それからの千年以上は退屈で仕方のない時間を過ごしていたのだが──最近は、毎日が新しい刺激だらけで楽しくて仕方がない。

　それというのも全てこのアリエッタという少女を弟子に取ったところからだ。

　もしもあの時、気まぐれに弟子を取ろうと思わなかったら、どうなっていたことか。

　ふと、視線を遠いところへとやり、私は過去を回想した──




　　　　◆




　ただただ、退屈だった。無機質な部屋にて息を吐はく。

　魔術を究める事を志したのは、いつ頃ごろの話だったか。

　目標としていた魔術の極きわみとやらにはとっくに到とう達たつし、既すでに千年以上が経過しようとしている。

　まだ魔術を究める前の私ならばきっと魔の道に終わりはないと、今の私の言葉を笑ったろう。

　だが今の私にとっては不老不死も、死者の蘇そ生せいも、星の創生も、次元の破は壊かいさえも──思い付く限りのことは、全てが容た易やすい些さ事じに過ぎない。

　思う限りの事を思うがままに行える。それが今の私が到達した魔術の極みという境地であった。

　だからこそ、この世は退屈であった。

　望むことを望むがままにできる世界というのは、読み古した本に等しい。

　興が乗って本を読み返すことで新しい発見をする段階はとうに過ぎ、私がこの世界で何かを起こす、ということはこうすればこうなるという事象の再確かく認にんに過ぎないことだった。

　最初のうちは研鑽した魔術を扱あつかうことに愉ゆ悦えつを感じ、世界各地で様々な実験を行ったが、今ではもう結果が見えていることをしようとは思わない。

　また一つ、ため息が漏もれた。

　何かわずかでも愉快なことがあれば、この苦痛を一時でも忘れられるものを。

　魔術というのは、私が考えているよりもずっと深いものだと思っていたというのにこれでは──不老不死の法など施ほどこさねばよかった。

　その気になれば『不老不死を殺す』ことも可能ではある。だがそれもまた結果がわかっていることの確認に過ぎない。それを行うには──まだ何かこの世界には面おも白しろいことの一つでもあるのではないかと、希望を捨てられずにいる。

　ああせめて、僅わずかなりともやり甲が斐いのあることでも見つからないだろうか。

　まったく、困難を感じられる者が羨うらやましい──と。

　そこまで考えて、気がついた。

　私自身が困難を得られないというのならば、誰か他の者に代だい替たいさせればよいのではないか。

　他の誰かが魔術の極みへと至る様を、手を貸しながら見守る。こうすれば、対象の者を通じて困難を味わうことが出来るのではないか？

　私が魔術を施せば、今日にでも新しい世界の支配者を作ることは可能だ。だが私は飽あくまでも手を貸すことに終始し、障害を取り除くのではなくそれを乗り越こえる手助けをする──

　要するに、弟子を取るのだ。もどかしさを味わいつつ、どこまで上り詰つめるかを愉たのしむ、なかなか良い考えなのでは無かろうか。

　私という最高の師がつきっきりで修練を行えば、あるいは私に比ひ肩けんする魔術師が育つかもしれない。中ちゆう途と半はん端ぱな結果に終わっても、その力を持って弟子が何をするか、というのには少しばかり興味がある。

　その力でより良い世を作るか、力による支配を行うか。前者ならば放ほうっておいても良いし、後者ならば世界が取り返しがつかなくなる前に私自身が事を収めればよい。

　なるほど、考えるほどに様々な楽しみ方がありそうだ。

　私は全知ではないがほぼ全能である。考えうる限りのことは私が独力で行うことが出来るゆえに、他人を頼たよるという発想は埒らち外がいであった。

　ふと顎あごをなぞる。なかなかの妙みよう案あんだという確信がそうさせた。

　そうと決まれば、早さつ速そく行くか。

　善は急げ、という。私にすればたかが数百年の浅あさ瀬せではあるが、魔術の極みを志そうなどという人間にせっかちでないものはいないだろう。まだまだ奥がある、時間が足りない──などと、不老不死になっている人間がここにいる。

　精神を集中させ、遠く遠くにある街を視みる。時折、こうして外界を確認していた。飽いた飽いたと日々を暮らす私も、同族である人間が絶ぜつ滅めつしたとあっては幾いくばくかの寂さびしさを感じるので、滅ほろんだりせぬようにと最低限気は使っているのだ。

　遠見の術を使えば、そこにはこの間視たよりもより発展した石造りの街が視えた。

　次いで、手を翳す。すると渦うず巻まく闇やみの門が発生する。

　これは『ゲート』と呼んでいる、ある地点と地点を直接繋つなげる術だ。馬車でも何ヶ月とかかる距きよ離りを、一いつ瞬しゆんで移動することが出来る。

　さて行くかと呟つぶやいて、私は闇の門に身体からだを埋うずめた。




　　　　◆




　人ひと気けのない路地に発生させたゲートから身体を覗のぞかせる。見られていない事を確認してから、路地より大通りへと場所を移す。

　人のいる場所を訪おとずれたのは、何十年ぶりか。詳くわしくは数えていないが、平和であったことは確認している。

　遠見の術で俯ふ瞰かんして見下ろす光景と、人の目線で見る街は、思っていたよりも姿が違ちがった。

　前に来たよりも平均して少しだけ高くなった建造物は、植物が長い年月をかけて生長する様を思わせる。

　人の数は多い。そこら中の活気が、ざわめきとなって少しだけ煩わずらわしい──が、久々に見るとなかなかどうして悪くはない。

　人ひと混ごみに紛まぎれ、街を歩く。私の纏まとう黒いローブはそれなりに目を引くらしく、時折視線を向けられるが、せいぜいが『変わった者がいる』程度の認識のようだ。それだけ多様な存在がいる社会なのだろう。

　これが昔、神界を巻き込んで魔ま界かいと戦争をしている頃だったら、人々の視線もより攻こう撃げき的なものになっていたかもしれない。あの当時は『違う』ということそのものが罪だったのだから。

　それに比べると、大分よい世界になったものだ。

　これだけ危機感のない人々が溢あふれていれば、適当な者を見み繕つくろって攫さらってもよいのだが──肝かん心じんの弟で子しに意欲がないのは問題だ。攫って無理やり魔術を教え込んでも、効率は悪いだろう。

　と、なれば。

　平和な世でも残る悪習を利用するのも手か。

　私が足を止めたのは、奴ど隷れい商が構える店の前であった。

　奴隷を買う。これならば、無む駄だに事を荒あららげることはない。意欲のほうは、魔術の修練さえしていれば普ふ通つうの人間と同じように──と、言うのは人里離はなれた私の住処すみかを考えれば語ご弊へいがあるが、ともあれ虐しいたげられることは無いという身分を交こう換かん条件にする。

　それでも学ぶ姿勢がないのならば、適当な場所で放してもいい。

　この国における奴隷とは、犯罪者あるいは何らかの理由で身寄りがなくなった者達が売られたか、生活が困難な者が自分を売ることでなるモノ。

　保証された衣食住と、誰だれかの『下』でないという身分は、彼らにとっても悪いものではないはずだ。

　両開きの立派なドアを押し開き、中へと入る。

　人相の悪い太った男が、私の姿を睨ねめつけた。

「これは、いらっしゃいませ。奴隷をお求めですか？　それでしたら光の曜日の競せりにまた訪れていただきたく存じますが──」

　物もの腰ごしは柔やわらかく、表情は笑っているが目は笑っていなかった。

　なるほど、店が開くのは特定の日だけなのか──と一つ知る物事を咀そ嚼しやくする。

　それにしても奴隷の売り買いが行われる『光の曜日』とは。なんとも皮肉の利きいたジョークだ。

「文字が読み書きできる者の中で、最も若い者が欲ほしい」

　が、私は構わずに続けた。煩わしさを嫌きらってわざわざここへ足を運んだのだ。

　もとより敵意を持っていた奴隷商の眉まゆがわずかに歪ゆがむ。

　が──

「……！　すぐに連れてまいります。文字の読み書きが出来る中で、一番若い者ですね」

　すぐさま、今度は満面の笑えみで態度を翻ひるがえす。

　私が袖そでの内より金きん塊かいを取り出し、机の上に置いたからだ。

　所しよ詮せん商人、カネというものの価値は高く置かざるを得ない。当然誇ほこりを持って売買を行っている者もいるだろうが、他の人から搾さく取しゆすることを生なり業わいとしている者達だ。金よりも価値を高く置くモノは──せいぜい、自分の命くらいなものだろう。

　とはいえ、それは悪いことではない。奴隷の売買そのものはともかく、商人が金を重んじるのは当然のことだ。自分の命が最も尊いというのも、多くの者にとって綺き麗れい事ごとでは誤ご魔ま化かせない事実だろう。

　そんな事を考えていると、奴隷商の男が帰ってきた。そばには、一人の少女を伴ともなっている。

「お待たせいたしました。こちらが今手前どもの出せる、最も若く文字の読み書きを可能とする者ですが──」

　言葉とともに手で背を押し、少女が男の前へと出される。

　私に一言で言わせれば──中の下。魔力は平均よりやや下で、こんな場所にいることを考えれば高度な魔術の知識も持っていないだろう、ごく普通の少女といったところだった。

　しかし、奴隷商は妙みように勿もつ体たいぶった様子だ。

　その理由も、想像はつくが。

　続く言葉を引き伸のばした奴隷商を一いち瞥べつすると。奴隷商は表情を変えぬままに続けた。

「実はこの少女、さる没ぼつ落らくした貴族の娘むすめでしてな。それに、この見た目でしょう？　没落した貴族の娘を自分達の色に染め上げたいというお方は多い。需じゆ要ように応こたえるべく、この娘はまだ綺麗な身体でいます。そういうわけでして、手前どもとしては、次の競りでは目玉になると思っているのですよ」

　その値を釣つり上げようとしているのだ。

　貴族の娘。その肩かた書がきはなるほど、奴隷を『そういう目的』で買おうとする者達には、価値のあるものなのだろう。『綺麗な身体』というのはそういう意味だ。

　だが外見もある程度は保たれるように努力しているようだ。ストレスか栄養か、健康状態の悪あく影えい響きようは出ているものの、なるほど肌はだは白く、新雪のような髪かみは美しく、顔も悪くはない。

　加えて重要なのは若い、つまりより多い時間があるということ、文字を教える手間を省くというだけだったが──その目は、少しばかり気に入った。

　斯か様ような身分に身を落としても、決して泣き言は言わない──そう考えているもこの世の本当の悪意を知らない、脆もろさ。汚よごれでくすんだ姫ひめの像。その材質は、硝子ガラスだ。

　彼女を求めるような者の手に渡わたれば、あっという間に砕くだけてしまうようなか細い誇り。だがそれ故ゆえに磨みがけば光る、とでも言うべきだろうか。脆くも気高い、そんな心根を表す瞳ひとみ。

「気に入った。この娘をもらう」

　私の声に、少女がびくりと身を震ふるわせる。

　やはりそうだ。捨て鉢ばちになったようで、強がっているだけ。とはいえ無理もないだろう。この年とし頃ごろの少女に、奴隷として生きていかねばならないという現実は重い。

　それに、運命の日が早まった上に購こう入にゆう者が得体のしれないローブに身を包んだ男では、同情の余地はある。
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「気に入っていただけたようで何より。ですが、今しがた言ったとおり、この娘はとっておきでして──」

　しかし奴隷商はこの期ごに及およんで回りくどく話を続けようとする。

　わざわざこの場に連れてきたのだ、売る気が無いわけはない。

　なんとも、無意味なやり取りだ。

「私はまどろっこしい話は好かん。いくつ欲しいか、貴様で決めろ」

　そう告げて、私は再びローブの内から金塊を取り出し、机の上へと置いていく。

　それが一つ、二つ、三つ──ごとり、ごとりと音を立てると、奴隷商だけではなく、少女の顔色も変わってきた。

　金は造れない。故に金の価値は安定している──というのがこの世界での常識だが、私にそんな常識は関係ない。

　ならば「かね」に糸目を付ける必要もない。

「じゅ、十分でございます！　どうぞそちらは仕し舞まってくださいませ」

　五つ目を積もうとしたところで、奴隷商は慌あわてて静止の声を発した。

　ここまで積めば見み栄ばえが良くなったのだが。しかし私は言われた通りに金を仕舞う。いけ好かない男だが、その嗅きゆう覚かくが気に入った。

　まともではないものをまともではないと感じる感性。そこへと深入りしない注意深さ。人間性はともかく、賢さかしい行動は嫌いではない。

「へへ……では、こちらが手て錠じようの鍵かぎになります」

　卑ひ屈くつな笑みを浮うかべる奴隷商から鍵を受け取り、少女を一瞥する。

　少女はまた身を震わせて、漏もれ出る声を押し留とどめていた。

　臆おく病びようだ。少しやりづらいが、いずれ慣れるだろう。

　私は再び『ゲート』を発動し、自宅への門を繋げる。

　一昔前、この魔術をはじめとした空間魔術は高等魔術と扱あつかわれていたが、現代でもまだ『ゲート』は高等な魔術であるようだ。

「旦だん那な様は──いいや、深くは聞きません。再会はしないことを願っております」

「利口だな」

　恐おそる恐る踏ふみ込もうとして、その足を引いた商人を見ぬまま返す。

　代わりにもう一度少女を見ると、少女は今にも泣き出しそうな顔をしていた。

　目だけはきつく結ばれているのは、彼女なりの矜きよう持じなのだろう。

　僅わずかな逡しゆん巡じゆんのあと、少女は私の元へと近寄った。

　門をくぐればそこは人里離れた私の屋や敷しきだ。

　しばしの間、彼女は人の世界から隔かく絶ぜつされて生きていくことになるのだが──

「誰か、別れを告げる者はいるか」

「……いません」

「そうか」

　もとより、こんな場所にいる身だ。それがいれば、奴隷になどなっていないだろう。

　ゲートに身体からだ半分を埋うずめ、少女の手を引く。

　目は強く瞑つぶっていたが、抵てい抗こう感はなかった。

　そう身構えることもあるまいに。臆病な少女に微笑ほほえましさを感じる。

　いくら人の社会では高等魔術とされていても所詮はただの移動魔術。痛みも痒かゆさもあるはずもない。

　少女の腕うでを放すと、少女はようやく目を開いた。そこは既すでに、私の屋敷だ。

　腕の感覚が消えたことで、少女はそっと目を開く。

　すると先さき程ほどまでとはがらりと変わった光景に、目を見開いてあちこちを見回し始めた。

「えっ、あ、ここは？」

「私の屋敷だ。念の為ため言っておくが、ここを出たとて人の里は遥はるか遠くだ。自死を目的とするのでないならば、脱だつ走そうなど考えぬように」

　釘くぎを刺さす言葉に、ごくりとつばを飲む。

　言いながらに、私は少女の手て枷かせを外していた。

「な、何を……？」

「枷を外しただけだ。それは、私の目的にはそぐわない」

　今日は身の振ふり方を簡単に説明するだけのつもりだが、少女を買ったのは魔ま術じゆつ師しとして修しゆ行ぎようを受けさせるのが目的だ。

　手枷をはめたままする訓練もやろうと思えばあるが、それは今ではないし、そうするとしても魔力なりで適当な枷を作るほうが都合がいい。

　だが少女は私の言葉に何か勘かん違ちがいをしたようで、唇くちびるを結ぶ。見てわかる、恐きよう怖ふの表情だ。私にすれば随ずい分ぶんと見慣れたもので、すぐにわかる。

「では今後の身の振り方を説明する。必要があれば補足はするが、私は無駄を嫌う。二度同じ事を説明するのは避さけたいのでよく聞いておけ」

「……っ。はい」

　まあ奴隷として買われたのだ。年若い少女が恐怖するのは無理もない。

　とはいえ、それは修練の邪じや魔まになりかねない。一つ息を吐はいて、私は説明を始める。

「まず──お前を買った目的についてだが、お前には奴ど隷れいとしての仕事は期待していない」

「はい……え？」

「お前を買ったのは、弟で子しが欲しくなったからだ。故に、魔術の修行を行う事がここでのお前の仕事と言っていい。お前を鍛きたえてどうこうというつもりもない。得た力は好きに使うが良い」

　私の言葉に疑問の声を上げると、少女は目をぐるぐるさせながら私の言葉を必死に噛かみ砕こうとしていた。

　考えていた事と、今の状じよう況きようがあまりにも乖かい離りしすぎていて混乱しているのだろうか。話自体は聞いているようだし、難しい事を言っているつもりはない。今はわからずとも後に理解できるだろうとし、私は続ける。

「修行が仕事と言ったが、当然最低限身の回りの事はやってもらう。自分の部屋は自分で片付ける事、共用部分は整然に。掃そう除じや食事は当番制。ここまではいいか」

「……あの、それはどういう……？」

「人として最低限の事をしろという事だ。それさえしていれば、余よ暇かの時間は何をしていてもよい。最も、この屋敷には本を読むくらいしか娯ご楽らくはないが」

　修行の他ほか、共同生活を行う上で最低限の事はしろ、と言うと少女の混乱は更さらに深まったようである。

　通常こういった雑用は全すべて弟子に行わせるというのが師し弟てい関係の基本であるようだが、然さ程ほどの手間でもない事をあえて押し付けようとは思わない。私が彼女に期待をしているのは弟子として魔術の修行に打ち込むその一点だ。無む駄だに疲ひ労ろうさせて修行の効率を落とすのはよろしくない。

　言い終わる頃には、少女は混乱しているままではあったものの、幾いく分ぶんか警けい戒かい心を薄うすめていた。単純に、理解が追いつかなくて警けい戒かいしている余よ裕ゆうをなくしただけかもしれないが。

「ここまでで聞きたい事はあるか」

「正直に申し上げれば、何一つとして理解が出来ません……わたしはその、奴隷で……」

「もう奴隷ではない、それだけだ。先程言ったとおり、お前に期待しているのは弟子としての振る舞まいだけだ。それを本分とする限りは、何をしても良い」

　とはいえ、目まぐるしく変わる待たい遇ぐうに混乱する気持ちはわかる。

　人は急激な環かん境きようの変化に強くない。買った時の僅かな反はん抗こう心や、不安、今混乱している事から察するに、奴隷としての身分はあまり長くないはずだ。

　貴族の娘から奴隷になり、今では魔術師の弟子──それが数日数週間のうちに入れ替かわるとなっては、理解も追いつかないだろう。

　……ふむ、そうだな。まずは形から入ると言うし、そのあたりから整えていくか。ボロ布を纏まとっている状態は、確かに奴隷そのものだ。

　少女に指を向けると、幼い顔立ちが恐怖に歪ゆがむ。私は魔力を込こめ、少女の服を着せ替えた。白と黒を基調とした、単純なブラウスとスカートだ。

「あっ……ふ、服が……!?」

「生あい憎にくセンスは古いがな。欲ほしい物があれば、どういったものが欲しいか細かに伝えろ。善処する」

「こ、これで十分です。……一体、ご主人様は何者なんですか？　大おお掛がかりな器具と魔法陣じんが必要な『ゲート』を使ったり、なにもないところから服を出したり……正直、わたしには想像も付きません」

　どこか放心したように聞く少女に、私はほうと息を漏らした。

　ここにきて、ようやく少女が自分の意思が介かい在ざいする言葉を口にしたからだ。

　……そういえば、良い機会かもしれない。名前など大した意味はなかったが、共同生活を行う上ではお互たがいを認にん識しきする記号が必要だ。

　呼ばれる時は異名ばかりだったし、本名を使うのは本当に久しぶりの事だ。埃ほこりを被かぶっている名前を使ういい機会かもしれない。

「見ての通り魔術師だ。名はテオ＝イルヴラム。好きなように呼ぶと良い」

「あ……！　申し訳ございません。主人に先に名乗らせるなど……」

「同じ事を言わせるな。私はお前の主人ではなく、師だ。円えん滑かつに技術を伝授する上である程度は敬ってもらうが、奴隷と主人の関係は求めていない」

　奴隷としての身分は然程長くない、と感じていたが、それでも身の振り方は叩たたき込まれているようだ。

　案外、物覚えはいいのかもしれない。だとすると、修行の方にも期待ができそうだが。

「それで、お前の名前は？」

「はっ、はい！　あ、アリエッタ＝ペルティアです」

　自己紹しよう介かいを要求すると、少女──いや、アリエッタは困こん惑わくしながら名を告げた。

　警戒心はもはやそれほど感じないが、根本的に臆病ではあるらしい。

　まあ、良い事だ。臆病ならば言い換かえれば慎しん重ちようであるという事。大成する前に潰つぶれてもらっては困るので、その気質は扱いやすい。

「そうか、わかった。ではアリエッタ、食事は済ませたか？　私はこれから昼食を摂とるが」

「あ、いえ……あ、お作りします……！」

「それは追々でよい。勝手がわからぬ者に任せても非効率なだけだ。と、そうだな……そこに座っておけ」

　動こうとするアリエッタを制してから指を振るい、テーブルの前に椅い子すを出す。

　失念していたが、唐とう突とつに弟子を取ると決めたもので日用品を用意するのを忘れていた。

　後である程度は用意していこう。必要なものがあるならば、本人から告げさせれば良い。

　魔術で器具を操あやつり、いつもの食事を作っていく。ある程度型にはめた魔術を同時に施ほどこすと独りでにパンが焼かれ、卵がフライパンへと滑すべり落ち、フライ返しが焼けた目玉焼きを皿へと運ぶ。

　ふと背後から、感かん嘆たんの息が聞こえた。調理器具達が踊おどるようにでも見えたか、その目は輝かがやいている。

　こういったところから魔術に興味を持つのは良い事だ。思わぬ収しゆう穫かくだったな。

　ものの数分で食事の準備を済ませ、配はい膳ぜんする。

　アリエッタは席についた私と、自らの前に配膳された食事とを交こう互ごに見て、困惑を隠かくせずにいる。

「食えないものがあったか」

「い、いえ……！　ただ、わたしも頂いてしまっていいのかと……」

「そのために用意した。質素なものだがな。もう少し良いものが食いたいのならば自分の当番で腕を揮ふるえ」

「滅めつ相そうもございません……！　誰だれかと一いつ緒しよのお食事なんて久しぶりで、つい……」

　やはり、こういうところでも奴隷としての生き方が染しみ付いているようだった。

　どれだけの期間奴隷としての生き方を叩き込まれたかは知らないが、随分と卑ひ屈くつなものだ。

　しかし、そんな脆もろさがあるからこそ気に入ったのだ。弱さに見合わない誇ほこりを持っている少女が、大きな力を得て何をするか。私はそれに興味を持っている。

　私の思おも惑わくを露つゆとも知らず、少女は私を窺うかがいながらスプーンを手にとって、スープに口をつけた。

「……あったかい」

　その目には、涙なみだが浮うかんでいる。

　それはスープなのだから当然温かい──と思ったが、奴隷としての身分を教えられるため、あえて冷たい食事を出されていたのかもしれない。

　細かい心境はわからないが、それほど感動するものだろうか。心を見ればわかるが、面めん倒どうなのでそこまでする必要もない。

　こうして、アリエッタとの共同生活が始まった。

　食事を喜ばれるというのは、案外悪くない感覚だった。




　　　　◆




「伝えてあったとおり、今日より我が弟子として、魔術の修行を受けてもらう。だが、その前にいくつか今後の予定と身の振り方を教えておこう」

「はいっ！」

　奴隷の少女──アリエッタを弟子として買った翌日。

　私達は館やかたの地下にある広めの空間にやって来ていた。

　アリエッタの瞳ひとみにはいくらかの輝きが戻もどり、その態度も昨日と比ひ較かくするとはっきりとしているように見える。

　とはいっても館の地下、と言われてその物々しい響ひびきに『やっぱりもしかして』と怯おびえていたアリエッタだったが、この広大な空間を見てその不安も払ふつ拭しよくされたようだ。

「では説明を始めるが──はじめに言っておこう。私はお前を弟子としてここへ迎むかえ入れたわけだが、なにか特別目的があって弟子を取ったわけではない。長い人生の暇ひまつぶしに思い立っただけだ。それ故ゆえに目標となる到とう達たつ点は設けんし、出来が悪いからといって罰ばつは与あたえん。ただ真ま面じ目めに打ち込む事だけを期待している。そこまでは良いか」

　アリエッタの瞳を見ながら、そう告げる。

　私の言葉を逃のがさぬようにと、真しん剣けんに聞き入っていたアリエッタは、こくりと頭を下げる。

　大して難しい事は言っていないが、突とつ然ぜんの非日常だ。もう少し混乱するかとは思っていたが、しっかりと理解しているようだ。どうやら中々地じ頭あたまの方は良いらしい。

「が、当然見返りは用意している。そうでなければ学ぶ真剣さにも繋つながらないだろうと考えての事だ。一つは、ここで魔術を学ぶ以上は生活の事は保障しよう。必要なものは揃そろえるし、昨日はああ言ったが、街などへ行きたいのならば頻ひん繁ぱんでなければ連れて行こう。私物として欲しい物があれば修行への態度によってはいくらでも買ってやる。要するに、修行に打ち込む限りは衣食住において十分以上の生活を約束する。当然、修行の邪魔になるようなものと判断したものについてはその限りではないが」

「はい、当然だと思います」

　従順な態度に、頷うなずく。

　具体的に邪魔になるものとは？　と聞き返すくらいはいいが、それもないのは好印象だ。

「次に、昨日も言ったが改めて伝えておこう。修行で得た魔術についてはどう扱あつかってもいいという事だ。恨うらみがある者に復ふく讐しゆうしても良いし、人の為ためになる事がしたいというのならば好きにすれば良い。順調に私の教えを理解すれば、表向きの世界を統すべる事も難しくはないだろう」

「そんなに大それた事は、わたしには……」

「しろとは言っていない。どう使っても自由だという事だ。人類を絶ぜつ滅めつさせる、などと言い出せば私の不利益にもなるので止めるが、もしも私を超こえる力を得たのならばそれさえも自由にするがいい」

　世界を滅ほろぼすという意味の言葉に、なんだか難しい顔をしていたが、それでも一応は頷くアリエッタ。

　まだ実感がわかないのも無理はない。が、星の一つでも落下させれば、世界は勝手に滅ぶ。もしも彼女が私と同程度の実力まで成長したら、それは指を鳴らす程度の気軽さで可能になる事だ。

　それは追々理解していくだろうが、もしも彼女がその事実に気づいた時、どうするだろうか。それもまた興味の対象ではある。

「これらが、私の修行に真面目に励はげむ事の見返りだ。ではそれを放ほう棄きする場合──私の修行を受ける意欲に欠ける場合だが、この点については私は何もせん」

「何もしない……ですか？」

　自然と、といった様子で聞き返すアリエッタに、私は頷く。

「私の修行を受ける事を拒こばんだ場合、近くの街で解放しよう。望む場所があるのならば、そこで放してやってもいい」

「ですがそれでは、その……なんの為にわたしを、お買い上げになったのですか？」

「弟で子しが欲しかったからだ。ただし、真面目に修行に打ち込む者がな。意欲が無いものを弟子としていても意味がない。ならばさっさと見切りをつけて、次へ行ったほうがマシだ。お前を買った時に使った金くらいならば、いくらでも作れるからな」

「き、金を造ったのですか!?　ですが、金は造れないからこそ高価なのでは……！」

「それは、一いつ般ぱんの者の常識だろう。私からすればこの程度は容た易やすい」

　と、言いながら私は手元に金きん塊かいを出現させてみせた。

　金。非常に魔力を通しやすく、また蓄ちく積せきしやすい性質から、様々な魔術器具に扱あつかう事のできる希少な物質だ。用よう途とは多た岐きにわたり、そして美しい。人の歴史では今まで多くの者がこれを求め、争ってきた。

　そもそもの採取量が少ないのはもちろん、何よりも厄やつ介かいなのがこの物質が造れない、という事だ。何人もの魔ま術じゆつ師しがこれの生成に挑ちよう戦せんしたが、実現できた者はいない。

　……というのが一般的な魔術師の間の話である。私に言わせればこんなものは、銅や鉄を造るのと然さ程ほど変わらない、取るに足りない物質である。

　多くの魔術師達は様々なアプローチから金の生成にチャレンジしてきたが、なんて事はない。この物質は魔力を蓄積しやすい性質を持つ事から、生成する際により多くの魔力を必要とするだけなのだ。一般の魔術師では金を生成する魔力が足りないと言うだけで、理論は鉄や銅などを造る際と同じ。百人ほど集まれば、ひとかけら程度の金は作れるだろう。

　今までそんな簡単な事が実現できていないのは、端はなからできる訳がないと思い込んでしまっているだけだ。現実問題としてそれなりの水準にある魔術師を集めるのは難しいのだろうが、それ故に金は依い然ぜんとして希少なままだというわけだ。

　話は逸それたがともかく、一般社会では希少とされる物質も、いくらでも作れる私からすればその辺の石せつ塊かいと変わらない。

　奴ど隷れいを買う際に必要とされるのは手間だけだ。今回は『作り変える』事を自ら禁じた以上、心変わりを待つよりは次の弟子を用意したほうが早い。

「が、私はお人ひと好よしではない。解放はするがそれまでだ、その先まで面倒を見てやる義理は感じん。自力で生活するもよし、奴隷に戻るもまたよし。そうなりたくなければ、最低限真面目に修行を受けるように」

　真面目にやっているかどうかは、魔力の流れを見ればわかる。

　その動機は『仕事』でもよい。人としての生活が惜おしければ真面目にやれと、そう言っている。

　私の言葉に、アリエッタは頷いた。しかし表情は先程よりも重く、だ。

「気負う必要はない。真面目に上達を目指すのならば私からは言う事はない。究極の魔術師を作るというのならば、手段はいくらでもあるのだから。ただお前が出来る事をすれば、私からお前を見捨てる事はない」

　どうやら真面目に修行を受けるつもりはあるようだ。その瞳を見れば、なんとなくわかった。

　となればあまり硬かたくなられても意味はない。

『真面目である限りは見放さない』。これだけわかってもらえればよく、それを理解したのだろう、アリエッタの表情は柔やわらかく緩ゆるんだ。

「わかったのならば良い。では次いで、これからの行程を組み立てる。アリエッタ、お前は魔術はどの程度扱える？」

　まずは身の振ふり方を教えたところで、ようやく私は本題に入っていく。

　どこまで、は決めていないが、彼女がどれくらい魔術を扱えるかという『どこから』は設定する必要があるからだ。

　大なり小なり、この世界に住まう者はある程度は必ず魔術を扱えると言ってもいいだろう。薪まきに火を灯ともしたり、光を夜の明かりとしたり、魔術は生活の一部に根ざしている。

　いわば原始に置ける石と火だ。これがなければ生活できない、というものである。

　故にこの国では魔術を教える学校がいくつもあるし、それがない地域では親から子へ、自活能力の一部として教え込まれる。

　だが──貴族の出とはいえ、アリエッタは十二歳。本来ならばそろそろ魔術を学び始めるという年ねん齢れいだ。

　貴族の娘むすめだったという過去を考えればより早く教えられていても不思議はないが、娘が奴隷になるまで落ちぶれた家だ。予習の類たぐいは期待できないだろう。

「……その、正直、殆ほとんど何も知りません。指先に火を灯すくらいは出来ますが──」

　予想通り、アリエッタの魔術知識は殆どまっさらの状態と言って良かった。

　比ひ喩ゆでもなんでもない、子供の火遊び程度というわけだ。

「そうか。ならば一から教える事とする」

「すみません。そういった事は教えられていなかったもので……」

「いいや、かえって都合が良い」

　が、それは私にとってはどうでも良かった。

　もともと弟子に何かを教え込むというそれ自体が目的だ。新雪の野というのならば、それは好都合。

　わずかに考え、決めた。

「まずは三年間、私の下もとで修行を受けてもらう。そうして基本を学んだ後、高等学校にて学んだ力を試ためす。その成果を確かめるというのも意欲に繋がろう」

「……！　奴隷のわたしが、学校にまで通わせてもらえるのですか……!?」

「その頃ころには、学校の授業など不要になっているだろうがな。……いや、人の世で生きる術すべは身につけられるか。まあよい、それが励みになると言うのならば、精々うまくやれ」

「はいっ！」

　私からすれば、学校など年齢に合わせた低度な教育を受ける場と言ったものだが──普ふ通つうに生きる場合には、役立つ知識も教えてくれるというものか。

　とりあえずのところやる気につながれば何でも良い。

　見るからに朗ほがらかな笑えみを浮うかべるさまは、微笑ほほえましいと感じるものだ。少なくとも先程よりは明らかにやる気を増している。ならば鉄は熱いうちに打つとしよう。

「では、話も固まったところで早さつ速そく実じつ践せんに入るとしようか」

「よ、よろしくおねがいします！」

　姿勢を正し、アリエッタは私を見つめる。

　魔術の教育を受けていなかったと言うが、それ以外の作法などは学んだのだろうか。物事を学ぶ姿勢としては好印象だ。

　さて、これからようやく魔法の修行──いいや、この段階ではまだ授業というべきか──を始めていくわけだが。

「先程、お前は指先に火を灯すくらいならばできると言ったな。今もそれは可能か？　やってみせろ」

　指先に火を灯す。それは文字通り子供の火遊びだ。

　アリエッタも元とは言えど貴族の娘、火遊びなど普ふ段だんからするものでもないだろう。

　となれば、もっと幼い頃に一度したきりで、今はそれさえ忘れている可能性もないではない。

「わかりました……ん、これでよろしいですか？」

　が、それは杞き憂ゆうであったようだ。アリエッタが集中し、指先に魔力を集めると、そこに火が灯る。

　細い蝋ろう燭そくの様にか細い火だが、及きゆう第だい点てんだ。

「よろしい。ではその火をより大きくしてみせよ。方法は問わん」

「大きく、ですか。ええと、やってみます」

　基き礎その基礎ができるという事がわかれば十分。ならば発展型は。

　火を大きくする。なぜそんな事をさせるかと言えば、この少女の素質を測るのが目的だ。

　魔力などを感じ取れば、才能はわかる。それだけを言うのならば、アリエッタの才能は下の中と言ったところ。

　生まれ持った魔力は少なめ、ろくな手ほどきも受けていなかったのならば当然といった程度だ。

　が、魔術というのは才能だけではない。素質というのもまた、同じかそれ以上に重要なものだ。

「……」

　指先に灯した火をにらみながら、アリエッタは思考している。

　さてこの子はどうするか。私は腕うで組ぐみをし、観察する。

　やがて、アリエッタははっと息を飲んで、目を見開いた。

　アリエッタが選んだ方法は──もう一つ、既すでに火を灯した右手の人差し指とは逆の、左手の指に火を灯す方法だった。

　それを、近づけた。火を灯した指と指を合わせる事で、火もまた大きくなる。

「これでいかがでしょうかっ！」

　思おも惑わくがうまくいった事に喜んでいるのだろう、その顔は笑みを浮かべていた。

　が、思わず感情が昂たかぶった事に気が付くと、表情に不安の帳とばりが下りていく。

「あっ、も、申し訳ございません……！　つい……！」

　どうやらまだ奴隷気分が抜ぬけていないようだ。

　まあ、この分だとすぐにそれも忘れていくだろうが。

　しかしそれでいちいち修行に身が入らなくなるのも問題だ。

　これを払ふつ拭しよくしたい。そう考えた私は、アリエッタに歩み寄り、小さな頭を撫なでる。

「よく出来た。いい発想だ」

「……！　ありがとうございます！」

　実際に良い発想だったのは事実だ。

　どういう方法でもいい、と言ったのはアリエッタのものを考える力を見たかったからだ。

「火を大きくする方法はいくつもある。お前が選んだのは、私が考えうる中でも簡単な部類の方法だった」

「それは……」

「褒ほめている。同じ結果を導くのならば、より簡単なほうが良いに決まっている。高度な技術を測る事が目的の課題ならばまだしも、結果そのものを見るのならば小難しい事を省いてこそというものだ」

　どうもこの子にはより素す直なおな言葉を使った方がいいらしい。

　称しよう賛さんの言葉を送ると、アリエッタの顔がみるみる明るくなっていく。

　喜びというものは優ゆう秀しゆうな原動力だ。それを縛しばる理由もない。

「この課題で私が見たかったのは、お前の発想力だ。炎ほのおを大きくする方法はいくらでもある。指ではなく手に炎を纏まとわせる、単純に込こめる魔力を増やす。シンプルなのだとこのあたりだが、これはどちらも指先に火を灯すよりも高度な技術を要求するものだ。今持つ手札で最も楽にそれを行ってみせたお前の考えは、評価に値あたいする」

「ありがとうございます……その、なんと言ったらいいか」

「そのまま受け取ればよい。が、驕おごるなよ。お前の性格ならばそれほど心配はしていないが」

「お、驕るなんてとんでもありません。ただ、人から褒められたのは久しぶりで……やっぱり嬉うれしいです」

　一応は驕るなと釘くぎを刺さしたが、もとより心配はあまりしていなかった。

　……しかし、なんだ。

　アリエッタは私に褒められて、嬉しそうにしている。これが案外、悪くない気分だった。

　真ま面じ目めな態度は弟で子しとして好ましいものだ。だがこの些さ細さいな結果に一喜一いち憂ゆうする姿というのも、師である私にとって悪くない。

　指を合わせたまま愛いとおしそうに火を見つめる少女。これがいじらしさというものなのだろうか。

「ともあれ、話をまとめよう。同じ様に『火を大きくする』という課題にも、様々な解決法がある事はわかったな。これは火に限らん。結果を求める際、より楽でよりコストの低い方法を求め続けろ。勤勉はやがて楽に行き着く──それが、私の歩んできた魔術の道だ」

「はい！」

「良い返事だ。では、授業を続ける」

　私がアリエッタに施ほどこした最初の授業。それは彼女の魔術の素質と勤勉さを測る事だった。

　彼女は真面目で、勤勉だ。なかなかよい弟子となるだろう。

　知らず、私は久方ぶりにはっきりと自分の中にある興味と楽しさを感じていた。

　魔ま力りよくという才能を持たない少女が、どこまで強くなれるか、優秀な魔術師になれるか。

　魔力は修練次し第だいで増やす事ができるが、素質というものは生まれつきのものでどうしようもない。

　それを考えれば──案外、歴史に名前を残すくらいは出来るのかもしれん。

　新たに出した課題に四苦八苦しながらも、真面目さでそれを乗り越こえ、喜びに笑みを浮かべるアリエッタ。

　弟子を持つというのも悪くはない。私の考えはやはり間ま違ちがっていなかったようだ。

　火が炎へ。水すい滴てきが飛ひ沫まつへ。わずかずつながら歩みを進めるたびに、アリエッタは私にそれを見せる。

「出来ました！　ご主人さ──あっ！　も、申し訳ございません」

　が、どうにもこれが不便だ。呼び方は何でも良いといったが、自分の身分で使うべきではない呼び方をされるのはよろしくない。

　アリエッタの本分は、弟子だ。奴ど隷れいではない。

「気にしない。が、いつまでもそれでは面めん倒どうだ。今この場で呼ぶ名を決めろ」

「い、今ですか!?」

　突とつ然ぜんの事に思わず聞き返し、いままであった謝罪がなくなる。徐じよ々じよにいい方向に進んでいるのは確かだが、流石さすがにまどろっこしかった。

　前の生活の名残なごりか、現在のアリエッタは自分の意思が少ない。そのため、今は多少強ごう引いんにでも進めるほうが都合がいい。

　その上で、自分で呼び名を決めさせる事で自主性を育はぐくもうというのが魂こん胆たんだ。

　より強い言葉での言いつけに、アリエッタは頭を抱かかえんばかりに悩なやんでいる。

「では──その、よろしければ、先生と呼ばせてはいただけませんか？」

　頬ほおを赤らめながら、アリエッタは控ひかえめに微笑んでそう言った。

　先生、先生か。私はその呼び名を反復する。

　過去、そう呼ばれた事がなかったわけではない。が、それらは基本的に腹の黒い大人達が揉もみ手で呼ぶような名前だった。

　しかしこれはどうだ。同じ呼び名でも、彼女に呼ばれると悪くない。どころか、耳に心ここ地ちよい。

　長く、様々な事をしてきた人生だ。呼び名程度、なんでもよい。

　そのはずだったのだが──

「悪くない。好きにしろ」

「はい！　ありがとうございます、先生！」

　一対一で親愛の情を示される。これは初めての経験だった。

　小こ恥はずかしくも、私は明確に現在を楽しんでいた。

　人付き合いは面倒だと、千年以上は避さけてきたがそれ故ゆえか、結構に刺し激げき的な時間である。

「ふん、今日はこのくらいにしておくか」

「え？　もう、ですか？　わたしはまだ出来ますが……」

「家事は分担だと言ったろう。調理器具や、掃そう除じ用具の場所など、教えねばならんからな」

「あっ……そうでした。ありがとうございます」

　家の事を教えるといえば、なぜだかアリエッタはやはり嬉しそうにしてみせる。

　それを見ていると心が温かくなるようで──

「なんとも調子が狂くるう」

　過去の私が今の私を見たらなんと言うだろうか。

　気取っているつもりはないが、これでは少しばかり自分が情けなく思う。

　地下室を出ると、背後から小さく軽い足取りがついてくるのがわかる。

　案外、子を持つ親というのはこのような気持ちなのだろうか？　考えてもわからない事を考えつつも、私は地下より出る階段を上った。
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　私の名はテオ＝イルヴラム。自他ともに認める、史上最大最高の魔術師だ。

　食事も必要とせず、睡すい眠みんも必要とせず、性欲も完かん璧ぺきに律し切る事が出来る不老不死の存在──そんな私の朝というものは、それでも眠ねむりから目覚める事で始まる。

　不要とは言っても心地が良い事には良いからだ。

　娯ご楽らくとしての睡眠。それはいつ起きてもよく、いつまで寝ねていてもよいものだ。

　故に退たい屈くつで仕方がない時には一月ほど眠り続けた事もある。が、それは元々稀まれな事。特に最近──アリエッタを弟子に取ってからはちゃんと毎朝、決まった時間に起きている。

「あっ……先生！　朝食が出来ましたよ。今日は目玉焼きを焼いてみました。マーマレードも作ってみたのですが、パンと一いつ緒しよにいかがですか？」

　リビングへと移動すると、エプロンを着けたアリエッタが朝食を作って待っている。

　これも、お決まりの光景だ。食事もまた、私には必要ではないものではあるが──

「お前が作ったものなら、いただこう。……いい香かおりだな」

「はいっ。そう言っていただけると、わたしも嬉しいです」

　前言撤てつ回かい。食事は心の潤うるおいのためには必要不可欠のものである。

　マーマレードは甘あま酸ずっぱい香りがなんともさっぱりとしていて、これぞ目覚ましいというものだ。

　穏おだやかで、それでいて開く花のように爛らん漫まんなアリエッタの笑え顔がおに、思わず私も頬が緩ゆるむ。

　──アリエッタが我が弟子となって、三年の月日が過ぎようとしていた。

　極限まで無味無む臭しゆうに引き伸のばされていた退屈な時間はもはや影かげもなく、濃のう密みつで刺激的な日々は矢のように過ぎていくようだと感じている。

　その三年の月日での変化を最も強く感じるのが、この時間であった。

　本人たっての希望で家事は全すべてをアリエッタが取り仕切る事になり、それに伴ともなって朝昼晩は食事を囲みながら談だん笑しようなどするようになった。

　昔の私ならば暇ひまに飽あかしてムダな事をするようになったものだと嗤わらったろうが、今この場にいる私ははっきりと言える。こうした『余よ裕ゆう』を無む駄だと馬ば鹿かにしていたからこそ、あの無味無臭で無意味な日々があったのだと。

　トーストにアリエッタの作ってくれた柑かん橘きつのジャムを塗ぬる。

　爽さわやかな香りがトーストの熱気に伴って立ち上り、一口かじれば良く焼き上げられたパンのさっくりとした歯ごたえが心地よさを強調し、次いで中のふんわりとした食感が甘さを包み込む。

「……美味うまい。砂糖の量が良い。この甘さは好みだ」

「ありがとうございます。先生の好みは把は握あくしていますから」

　変化は私だけに訪おとずれたものではない。

　アリエッタもそうだ。彼女が家に来たばかりの頃ころにあった卑ひ屈くつさのようなものは消え、今では非常によく笑うようになった。

　穏やかで淑しとやかで、どこに出しても恥ずかしくない美しい娘むすめになったと言えるだろう。

　そう、どこに出しても──

「アリエッタ」

「はい先生。いかがなさいましたか？」

　食事の手を止め、アリエッタの瞳ひとみを見る。

　そうするだけでアリエッタも同じようにし、話を聞く態勢を整えた。

　三年の月日は、矢の如ごとく過ぎ去ろうとしている──

「前に学校に行かせるという話をしたな。その事について、少し話をしておこうと思うのだが」

「学校ですか……ではここに来てからもう三年にもなるんですね」

　この話をするのは少し躊躇ためらった。

　弟で子しを取り、修行をつける。完全に思いつきで始めた事だったが、それは想像を遥はるかに超こえて楽しく、今では私の生き甲が斐いと言っても過言ではないものとなっていたからだ。

　生まれつきの魔力には優すぐれなかったものの、アリエッタは勤勉でかつ頭の回転も速い。未熟故にその伸び幅はばは目覚ましく、めきめきと上達していく様を見るのは、若かりし頃に魔術を究きわめんと打ち込んでいた頃の自分を思い出す──

　……いや、自らの心を偽いつわる必要もあるまい。正直なところ、アリエッタと離はなれる事に乗り気ではないのだ。

　この穏やかな時間も今や私にとってかけがえのないものだ。──この国の高等学校は三年間通う事になる。前までの私ならば一いつ瞬しゆんと認にん識しきする時間だが、アリエッタの居ない三年間など想像もしたくない。

「その……学校は、必要なものなのでしょうか。昔は学校に通える事を嬉うれしく思っていたのも確かです。でも、先生の教えの方が、ずっと有意義なように思えます」

　そしてそれは、アリエッタにとっても同じだと思っている。

　言う通り、昔は彼女も学校に行けるという事を励はげみにしていた。が、今ではこうしてここに残りたいと感じられる事を言っている。

　実際に魔術に関して言えば学校で教える事よりも私の教えの方がずっと優れているのは事実だ。魔術の深しん奥おうを見た私の教えは最短にして最優。いかにアリエッタの素質があったとはいえ、三年という月日で彼女を『今のレベル』まで育てられるのは私くらいのものだろう。

「それは事実だが、私では魔術以外の学問というものを──この国の常識というものを教えられん。自立し、外で暮らす際に最低限の常識がないというのでは困るだろう」

　だが、教養となるとそうもいかない。

　もしもこの先彼女が私の下もとを離れ、外で生活したいとなった場合、世の歩き方を知らないというのは問題だ。

「……わたしはずっと、先生の下で暮らしたいと思っています。それがご迷めい惑わくになるのでしょうか」

「迷惑になどなる筈はずがなかろう。が、それでも外でなにかやりたい事が見つからないとも限るまい」

「でも……いいえ、ありがとうございます。先生は、わたしの事を思って言ってくださっているのですよね」

「む……まあ、そうだな」

　くすりと笑うアリエッタに、ついぶっきらぼうな返事をする。

　全く、そういうのはわかっていても言わぬが花であろうに。が、まあ誤解されるというのも本意ではない。

「しかしだ、未熟なままに力ちから試だめしというものもないだろう。その前に私なりの入学試験というものを受けてもらう。今のお前ならば容た易やすく合格出来る課題を課すつもりだ、手は抜ぬかぬように」

「勿もち論ろんです。先生の仰おつしやる事にわたしが手を抜くなんて、ありえません」

　言いつつも、私はアリエッタが手を抜くなどとは考えていなかった。

　不老不死とはいえ、誰だれかと暮らす三年というものは短いとは言えない期間だ。お互たがいの事はよくわかっている。

　……アリエッタの方も、私の本心など見通している事だろう。これが最強の魔ま術じゆつ師しの姿かと、まったくもって情けない話だと思うが、それも最も早はや慣れてきた。

「食事を済ませたら試験を始めるとしよう。なにか準備があるなら済ませるまで待つが」

「大だい丈じよう夫ぶです。心の準備は済ませておきましたから」

「ならばよい」

　ぶっきらぼうに返して、止めていた食事の手を進める。

　それをみて、アリエッタはくすりと鼻を鳴らした。

　アリエッタの微笑ほほえみに私を馬鹿にする感情が含ふくまれていないからというのもあるだろう。だが──私を知る者が私を笑う、なんていうのは、ここ千年はなかった事だった。だがこうして笑われてみると、存外悪くはない。

「先生」

「なんだ」

「ありがとうございます」

「……ふん」

　改めて礼を言われると、私は小恥ずかしくて不ふ機き嫌げんとも取れる返事をしてしまう。

　だがアリエッタは、それを見ては穏やかに笑うのだ。

　魔術に打ち込んできた千と数百年。不要と断じていた人との会話は思った以上に面おも白しろく──また、難しい。




　　　　◆




　先生と別れてから、数十分ほど。

　わたしは『竜りゆうの谷』を一人で歩いていた。

　竜の谷は、人里離はなれた土地にある荒あれた渓けい谷こくだ。

　草木は見当たらず、あっても枯かれ木だけ。谷を作る岩は全てが六角形に整っていて、その不思議な光景には思わずため息が漏もれる。

　整然とした形が立ち並ぶ光景は綺き麗れいだけどあまりにも整いすぎた光景はなにかの意思を感じさせて、不気味でもあった。

「ふう……暑いですね」

　竜の谷の暑さに、つい息が漏れる。

　先生の屋や敷しきは魔術でいつも心ここ地ちよい室温に保たれているけれど、ここにはそんなものはない。

　街にいた頃の夏も──奴ど隷れいとして押し込められていた部屋だってこんなに暑くはなかったんだけど。

　こんな場所があると本の知識では知っていたけれど、実際に来てみるととてつもない暑さで──耐たい熱ねつ耐暑の魔術がなければ、数十マートル歩くのにも苦労するだろう。

「それにしても、本当に静か。先生の仰るとおり、魔物も全然いない……」

　少し歩くと、静けさがまた不気味で独り言が漏れる。

　この暑さととある理由から、この竜の谷には人だけではなく魔物も殆ほとんど訪れる事がないという。

　けれど、暑いだけで不毛の大地かと言えばそうでもない。ここには高密度の魔石がたくさん埋うまっているとか。

　ひとかたまりを持っていくだけでしばらく不自由ない生活が送れるらしいけど、それでもここに人が来ないのにはわけがある。

　それはやはり、地名を見ればすぐに察しが付くだろう。

　殆ど魔物が寄り付かない中、ここを根城とする『主』の存在があるからだ。

「……ドラゴン。実物を、自分の目で見る事になるとは思いませんでしたけど」

　ようやく目的地にたどり着いたわたしの眼前には、全身を紅あかい鱗うろこで覆おおった巨きよ大だいな竜──レッドドラゴンが自らの腕うでを枕まくらに眠ねむっていた。

　防護の魔術無しでは肌はだが焦こげるような暑さの中も、この渓谷を居城とする彼にとっては心地よい日差しくらいなものなのだろう。

　──先生がわたしに課した試練の内容。それは『竜の谷』をたった一匹ぴきで治める魔物、レッドドラゴンを退治する事だった。

　このドラゴンは、魔石を狙ねらった魔術師や──その仇あだ討うちに訪れた者をもう何人も返り討うちにしているという。その所業は地名になるほどに恐おそれられる、まさしく伝説の存在だ。

　けれど、先生はそんな恐ろしい怪かい物ぶつを『丁度いい相手』と仰っていた。──そう言ってもらえるのならば、わたしに恐れはない。先生の言葉が間ま違ちがっていた事はないのだから。

　身に纏まとう魔力を、更さらに引き上げる。すると、眠っていたドラゴンは鎌かま首くびをもたげるように頭を上げ、わたしの姿を捉とらえた。

「コォルルルルル……」

　喉のどを通った空気が炎ほのおと化して、竜の口の端はしから漏れ出る。

　ドラゴンは知性が高いと聞く。そのためだろうか、その表情はどこか人間的で、怒おこっている事がすぐに伝わってきた。

　ドラゴン。竜種とも呼ばれる彼らは様々な種類がいるが、その多くが色々な場所で王者として君臨する、生態系における絶対強者だ。

　その脅きよう威い度は人間にとっても非常に高く、彼らが人の生活圏けんの近くに現れれば、国が凄すご腕うでの魔術師を何人も集めて討とう伐ばつに向かうという。

　レッドドラゴンはその竜種の中でも上位に位置する、強力な魔物の代名詞だ。

　地域によっては悪い事はレッドドラゴンを呼び寄せると言って、子供を躾しつけたりもするらしい。

　幸いにして個体数は少ないらしいけど、その存在はこの渓谷で確かく認にんされてから長い、伝説に最も近い竜種だ。

　そう──少なくともそれは、この間まで奴隷だったごく普ふ通つうの女の子が勝てるような相手ではない。

　国が定める魔術師の等級、その中でも一番上か規格外とされる凄腕の魔術師を最低でも十人以上集めてはじめて討伐に向かうような存在だ。

　たかが十五歳の娘むすめが一人、彼のおやつにもなれないだろう。

　そう、普通ならば。

「オオオオオオォォッ！」

　レッドドラゴンが人一人を丸まる吞のみにするような大きな口を開けて、咆ほう哮こうを轟とどろかせる。

　彼はわたしを明確な敵として認識したみたいだ。といってもそれはまだ命を脅おびやかす外敵としてではなく、縄なわ張ばりを侵おかした侵しん入にゆう者としての話。

　四足で立ち上がったドラゴンは上げた首を更に反らし、魔力を溜ためている。

　魔力は喉の下にある『竜りん胆どう』と呼ばれる機関に収束され、炎の魔力に変へん換かんされていく。

　ドラゴンブレスと呼ばれる、竜種の扱あつかう魔術だ。中でもレッドドラゴンのそれは、凄すさまじい高熱によって一瞬にして命を炭へと変え、暴風を持って塵ちりと砕くだく地じ獄ごくの火か炎えん『ファイアブレス』と呼ばれる。

　けれど、わたしは慌あわてなかった。もちろんそれは死を覚かく悟ごしたからじゃない。

　それがわたしには通じない事を既すでに知っていたからだ。

　集められた魔力が一気に膨ふくれ上がり、喉を通ってわたしへと放たれる。

　わたしはそれに対して、右手を翳かざした。

　炎の魔術は、わたしだって得意だ。

「『フレイムスロワー』」

　その魔術の名を呟つぶやくと、わたしの手から放射状に広がる炎が飛び出した。

　これは炎を放つ簡単な魔術だ。攻こう撃げき範はん囲いの広さから、面への攻撃に対する防ぼう御ぎよや、一対多数の戦いで役に立つわたしの得意な魔術。

　それは放たれた地獄の火炎を飲み込んで、レッドドラゴンをも包み込んだ。

　レッドドラゴンは炎に包まれ火だるまとなり、激しく暴れている。

　そこらの魔物なら、あるいは他の属性の竜ならこれで勝負はついていただろうけど──

「ガギィッ！」

　魔力を込こめて大きく翼つばさをはためかせる事で、レッドドラゴンは炎を打ち払はらった。

　ところどころ焦げているが、ダメージは少ないだろう。ただし、その表情は先さき程ほどまでのものとは違い、より深く激しい憤ふん怒ぬを宿していた。

　炎を扱う魔物と言えば、と名前が上がるレッドドラゴン。炎属性の魔術に対する耐たい性せいは凄まじいものだった。

「やっぱり──すごい対魔力ですね」

　ついその防御力に称しよう賛さんが出る。

　最も伝説に近い──いや、生ける伝説ともされるほど有力な魔物だけはある。

　膨ぼう大だいな財宝が眠る場所を棲すみ家かとしながらも、今日に至るまで場所を譲ゆずらずにいた永く生きた魔物の力は、確かにちょっとやそっとではなんともならないものだと思う。

「ゴァルガァァァッッ！」

　激しい怒いかりを咆哮に、そして魔力へと変えたレッドドラゴンが、二足をもって立ち上がる。

　開いた両手で、広げた羽で凄まじい魔力を集め、巨大な火球を形成する。

　竜の体たい躯くよりも大きな火球──だがそれは谷の幅はばいっぱいになった点から急速に小さくなっていく。

　しかしこれはしぼんでいるのではない。凝ぎよう縮しゆくされているのだ。魔力を高密度に固める事で、精密な制せい御ぎよや豊富な応用を可能とする技術。

　……流石さすが、知性が高いとされるレッドドラゴン。その技術は高等と呼ばれる技術の一つだ。まずは基本からという事で、わたしも未いまだに習っていない技術である。

　先程の『フレイムスロワー』を見て、放射状に広がる魔術を一点突とつ破ぱで貫つらぬく事を考えたのだろう。高度な魔術を扱い、頭の回転も速い。なるほど、竜種が脅きよう威いとされるわけだ。

「でも」

　しかし──そこまでだ。

　いかに高等な技術とはいえ、戦略とはいえ──

　今は、わたしのほうが強い。

「ギャガルアアァッ！」

　竜が広げた腕を交差し、また開く事で高密度の火球は放たれた。

　わたしは両手を前に突つき出して、それを迎むかえ撃うつ。

「『ペネトレイト』っ！」

　両腕の中心から魔力の塊かたまりが放たれる。

『凝縮』する事はまだ出来ないが、予あらかじめ『収束』した魔力を放つ事はわたしにも出来る。

　凝縮のそれと比べれば収束の魔力密度は低い。だが──

「グギャッ！」

　そもそもの魔力の質が、量が。わたしの方が彼よりも上なのだ。

　光線のように放たれた魔力は火球を打ち消して、竜の腹部を貫いた。狙いを絞しぼったぶん傷は小さいが、完全に貫かん通つうした傷は致ち命めい傷しようとなるだろう。

　体勢を崩くずしたレッドドラゴンが倒たおれ込み、わたしに向けられた瞳ひとみが射殺すような視線を送ってくる。

　勝負あり、だろう。

　先程の火球はおそらく、彼の全力を込めたものだ。

　倒れ伏ふすレッドドラゴンが動けない事から、それはわかる。もしも動けるのならば彼はきっとすぐに立ち上がってわたしへと向かってきただろうから。

　でも、彼はそうしなかった。しかし、逃にげる事も選ばなかった。

　竜種は皆みな誇ほこり高いと言う。彼もきっとそうなのだろう。

　その気高さには、憧あこがれを感じた。

　──あの日、わたしが奴隷だった頃ころ。わたしは気高くあろうと強がっていた。

　どんな責め苦にも決して声を荒あららげてみせるものかと、身体からだはどんなに汚よごれても、心だけは綺麗であろうと。

　だけどそれは、あの日先生に買われなければすぐに砕け散っていた脆もろい覚悟だったと、今では思う。

　幸いわたしは汚れを知らないまま先生の元に来る事が出来て、大きな苦しみにも絶望にも遭あう事なく、今でははっきりと幸せだと言えるくらいになった。

　だからこそ、わたしはあのまま奴隷でいたら出会っていただろう苦しみが、怖こわい。
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　その中で一番怖いものの一つが──『死』だ。

　わたしが最も恐れるものの一つを前にして、逃げようともしないレッドドラゴンの姿は、わたしにとっては眩まぶしくも思えた。

「静かに暮らしているところをごめんなさい。許してくれとは言わないけれど、わたしはもう邪じや魔ましませんから」

　だから──わたしはレッドドラゴンに歩み寄る。敵意の視線が貫いてくるが、わたしは意に介かいさずレッドドラゴンの身体に触ふれた。

　そして、治ち癒ゆの魔術を発動する。

　レッドドラゴンの胴どう体たいに開いた風穴がみるみるうちに塞ふさがっていき、すぐに消えてなくなった。

　レッドドラゴンが目を見開く。

　震ふるえながら立ち上がろうとする彼からそっと離はなれ、わたしは最後に一度だけ振ふり返った。

　試験の内容はレッドドラゴンを倒す事。

　どうしろとは言われていないので、頓とん智ちを好む先生ならこの結果も笑って受け入れてくれるだろう。

　……できれば彼を殺したくなかった。

　たぶん彼がこの場所に住み着いたのは、上質な魔ま石せきという最高の食料があるからだ。

　魔物は魔力さえ摂せつ取しゆすれば生きていけるという。魔力を摂取するために効率が良いのが大きな魔力を持つ生物を食べる事だけど、魔石というもっと上質で大量の魔力を摂取できる食べ物がある彼には、人を襲おそう理由がない。

　わたしが知る限り、このレッドドラゴンがもたらした被ひ害がいというのは、魔石を狙ねらってやって来た人を返り討うちにしただけだ。

　それだって良い事ではないけれど、奪うばわれるものを守るというのは、全すべての者に等しく与あたえられた権利だと思う。

　それに今では、彼よりもわたしの方が強い。

　虐しいたげられてきた過去があるからこそ、過度に誰だれかを虐げる事はしたくなかった。

　きっと先生も、わたしの考えはわかってくれると思う。

「できれば──やって来た人にも少しだけ優やさしくしてくれると嬉うれしいです」

　偽ぎ善ぜんなのかもしれないけど、過去の事を考えるとわたしは人間至上主義者にはなれない。

　彼の持つ土地で何が起こっても、それは自し然ぜんの摂せつ理りだ。

　癒いえた傷が馴な染じんだか、レッドドラゴンはわたしを見つめている。

　この分なら、大だい丈じよう夫ぶそうだ。ほっと一つ息を吐はいて、わたしは先生が待つ場所へ帰るために踵きびすを返す。

　背後からの攻撃は、やってこなかった。本当に気高い生物だ。
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「先生っ！」

　試練を終えたら帰ってこいと指定された場所にたどり着くと、そこには既に先生が待っていた。

　そのお姿を確かく認にんしたわたしはいても立ってもいられなくなって駆かけ出す。

　思い切り飛びつくと、先生は事も無げにわたしを受け止めてくれた。

「魔術師の眼で試練は見ていた」

「結果は如何いかがでしたか？」

　このままずっとそうしていたいのを我が慢まんして、埋うずめた顔を上げると、わたしよりも高い位置にある先生の瞳と目が合う。

　──切れ長の瞳。その美しさに、思わず息が漏もれる。先生の強い意志を感じさせる瞳は一見無感動のようにも見えるけれど、その実感情の動きで様々な形に変化して、アレキサンドライトのよう。

　今もこうしてわたしを見つめる瞳は親愛の情でわずかに角が取れており、確かな愛情を感じさせてくれる、大好きなものだ。

　先生自身が外見に無む頓とん着ちやくなので茶ちや髪ぱつは無造作に整えられているだけだけど、それがまた格好いい。

　輪りん郭かくは細いながらも力強く男性的で、よく整った目鼻立ちとお互たがいを引き立てるよう。

　何度見ても、見み惚とれてしまうくらいだった。

　先生は不老不死なので二十代の頃の姿に保っていると言うけれど、きっと十代のお姿も、五十代のお姿も変わらずに美しいのだろうと時折夢想してしまう事がある。

　先生に見惚れていると、先生はまた表情を変えた。

　ぶっきらぼうな時は、少し恥はずかしがっているときだ。不老不死、変へん幻げん自在の無敵の魔術師だと言うのに、そうした様はまるで同年代の少年と話すのはこんな感覚なのかなと思わせる。

　それがまた可愛かわいらしくて、思わず頬ほおが緩ゆるんだ。

「合格の他ほかあるまい。此こ度たびの試練は力を示す事が目的だ。殺害しろとも追い払えとも言っていない以上、竜りゆうを圧あつ倒とうする力を見せただけで十分にすぎる」

「ありがとうございますっ！」

　先生はきっと、わたしの選せん択たくをお許しになると思っていた。

　それでも先生が認めてくれた事が嬉しくて、わたしは顔を埋めるように強く抱だきついた。

　すると、自然と先生の手が頭に伸のびてきて、優しく撫なでてくれる。

　わたしは、これがたまらなく好きだった。

　──はじめに自覚したのは、親としての『好き』だった。

　奴ど隷れいにその身をやつす前、わたしは弱小貴族の一人ひとり娘むすめだった。

　魔力も力もない、人脈もないペルティア家は没ぼつ落らく寸前で、お家うちにはいつも険悪な空気が漂ただよっていたと思う。

　だからこそ、年長者としての先生の愛情が愛いとおしかった。

　こうして褒ほめられる事が、何よりも楽しい事になっていた。

　褒められるのが楽しければ、より魔術の修行に打ち込む事が出来る。魔術の修行に打ち込めば、先生がもっとわたしを好きになってくれる。

　それが、何よりも嬉しかった。

　けれどある時、わたしが先生に抱いだく感情は親に向けるそれとは違ちがう事に気がついた。

　先生は何でも出来るけど時折、特にわたしと接する際には不器用である事も多く、何でも出来る史上最大最高の魔術師にも苦手な事があるなんて、と微笑ほほえましく思ったものだ。

　でもそれは違うと気づいた。先生が不器用なのは、わたしを大切に思ってくれているからだと。わたしを大切に思うからこそ傷つけないように、楽しめるようにと気を回してくれているのだと。

　それに気づいてしまった時──わたしは、恋こいに落ちていた。

「これならば、魔術学園でも恥はじをかく事はないだろう。どころか、学業の範はん囲い内ならばなんでも思うがままに出来るはずだ。しばしの休きゆう暇かと割り切り、羽を伸ばしてくるがいい」

　だから、これから三年間、魔術学園に通わなければいけないのは憂ゆう鬱うつだった。

　はじめは確かに、一度奴隷に身を落としたわたしが学校に行けるなんてと舞まい上がったけれど、今は違う。魔術は先生から直接教えてもらった方が遥はるかにしっかり学べるし、三年間も先生と会えないのはあまりにも辛つらい。

　確かに先生の言う通り人間の社会の事は学べるけれど、出来る事ならばわたしは先生とずっと一いつ緒しよに二人きりで過ごしたいと思っている。

　そう、ずっと一緒に。だからこそ、本当なら遊んでいる時間なんてないのだ。

「本当は先生の下もとで魔術を教えていただきたいけど……先生の仰おつしやる事ですから、この機会に楽しんできますね」

「……うむ。それでいい。今の自分がどれほど優ゆう秀しゆうであるか、確認してこい」

　けれど、これも先生の優しさだ。それを無下にする事は出来なかった。

　だから考え方を変える事にする。これもまた、わたしが目指す存在になるために必要な事なのだと。

　──わたしには、目標がある。

　最初は先生に褒められたい一心で頑がん張ばっていた魔術だけれど、今はとある一点を目指して魔術の道を邁まい進しんしている。

　その目的とは『先生とずっと一緒にいる事』だ。

　でも、今のわたしではそれは出来ない。なぜなら、先生は不老不死の存在だからだ。

　だからこそ、わたしがわたしの道を歩む時の事を考えてくれている。どうしても『先に逝ゆく』わたしの人生というものを考えてくれている。

　そんな優しい先生が大好きだからこそ、先生と一緒に居たいと思う。

　──だからこそ。

　わたしは、不老不死を目指している。

　先生に頼たのめばきっと、その願いは叶かなえてくれるだろう。……いや、先生は飽あくまでもわたしの自発的な成長に期待しているし、時折不老不死も退たい屈くつだと口にする事もある。わたしの事を思って、不老不死の法を施ほどこしてはくれないかもしれない。

　……そんなこの人に寄り添そいたいからこそわたしは、自分の力でそれを目指している。

　情報を集めるために人の世界で生きる知識を学ぶというのは、無む駄だにはならないはずだ。

　全ては、ずっとずっと、先生と一緒にいるために。

「それではそろそろ帰るか。ここは暑いだろう。今日は修行は休みにするので、涼すずむといい」

「お心こころ遣づかい痛み入ります。でも先生さえよろしければ、修行をつけてもらえませんか？　わたしにとっては、先生との修行が何よりの楽しみなのです」

「ム……いや、そういう事ならばよい。休きゆう憩けいをはさみ、今日の授業を行うとしよう」

「はい先生！　ありがとうございます！」

　こうしてわたしが修行への意欲を表すと、先生は喜んでくれる。それがまた嬉しくて、修行にも身が入ってしまう。

　神話に残る伝説の魔法使い。その何人かは、先生の事を指しているという。先生はそれだけ長い時を生きて数多あまたの偉い業ぎようを残している、偉大な魔術師だ。

　わたしは、そんな彼の隣となりに寄り添いたいと思った。運が良くて拾われただけのわたしだけど、追いつくなんておこがましいけれど、せめて自分の力でその隣を歩きたいと思う。

　それがきっと、一番の恩返しになるだろうから。

　それがわたしの、アリエッタ＝ペルティアが魔術の道を歩む理由。

　先生に連れられて『門』の魔術で屋や敷しきへと帰る。

　平へい凡ぼんなわたしの寿じゆ命みようは、きっと魔術を究きわめるには短すぎるくらい。だから一秒たりと時間を無駄にしないよう、アリエッタ＝ペルティアは邁進するのだ。








第二話　入学試験






「さて──いよいよ明日だな。アリエッタ、準備は済んでいるか？」

「はい、ばっちりです」

　夜。食事を終えた私達は、そのままテーブルに残って今後の事を話していた。

　アリエッタの用意するレモネードなどを飲みつつ、話題に上るのは、目の前に控ひかえた学園の事だ。

　とは言っても、明日からもう入学──というわけでもない。

「重ちよう畳じよう。が、今日は少し踏ふみ入った説明をしておこうか。明日、おまえは学園の入学試験を受ける事になっている。それはいいな？」

　明日に控えているのは、学園の方の入学試験だ。

　アリエッタを学校にやるという事で私は古い知り合いを訪ねたのだが、そこの知り合いに入学試験だけは受けてくれと頼まれたのだ。

　今のアリエッタならば魔術関係で通過できぬ試練などないのだが、私自身の付き合いという事もある。ならばどうせなら後ろめたい事はなくしたほうがよいと、正式な手段で入学させるという事になったのが今回の運びだ。

　まあ戸こ籍せきやらなんやらの面めん倒どうなところはその知り合いに押し付けてきたがともかく。

　そもそも学校に通わせるのも己おのれの力を確かく認にんさせる事が目的だ。合同で受ける試験というのは良い機会である。

　頷うなずいたアリエッタを確認して、私は続ける。

「で、今まで話し忘れていたのだが──これから通う学校の事にも触ふれておこう」

　とまあ彼女を学校にやるため、私も私で色々と動いていたのだが、彼女自身があまり興味を示さないという事もあってアリエッタに通う学校の事を話し忘れていた事を思い出した。

「これからお前が通うのはセントコートにある『セントコート中央魔術学園』だ。知っているか？」

「はい。わたしもセントコートに住んでいましたから。名門として有名ですよね」

「私はよく知らんがそうらしい。有名なのか」

　私が学校の名を告げると、アリエッタは表情を変えて幾いくばくかの興味を示した。

「ええ。確か……三百年以上も昔に設立された由ゆい緒しよ正しい学園と聞いています」

　よく知らない、と告げた私に、アリエッタは己が知る限りの情報を話し始めた。

　──この世界、ユニオールはかつて大きな戦いくさの中にあった。

　それも人の世だけではなく、別の次元にある世界、魔ま界かいと事を構え天界を巻き込んだ非常に大きな戦乱だ。

　百年以上も続いた戦争は『魔王』と呼ばれる存在が封ふう印いんされた事で終結したのだが、しかし魔王はやがて復活すると予言された。それだけではなく人間界には魔界が放った強力な魔物が独自の生態系を築く事で残っており、平和になった世界にも時折大きな被ひ害がいを出すようになった。

　そこで魔物と戦うため、やがて蘇よみがえる魔王の脅きよう威いに対たい抗こうするための技術を持った魔術師を育成する目的で建てられたのが、最初の学園である。

　……言われて、思い出した。知り合いが魔界に対抗するための魔術の専門校を作る、と息巻いていた。その最初の学園というのがセントコート中央魔術学園だった気がする。

　それまでも教育機関はいくつかあったのだが、住み込みで通う寮りよう生せいの巨きよ大だいな学校というのは当時色々と斬ざん新しんだったはずだ。

「……思い出した。そういえば、設立当初は私も興味を持っていたな」

「おや、知っておられたのですね。当時の学園というのは、どのようなものだったのですか？」

「結局興味を失ったので詳くわしくは知らん。が、然さ程ほどは今のものと変わっていなかったはずだ」

　言いながら、私はふと昔に思いを馳はせていた。当時の『斬新』も三百年も経過すれば『由緒正しき』か。

　今では魔法学園の学園長を務める知り合いも、人相が変わっていた。時の流れというのは存外に激しいものだ。

「まあ名門だと言うのならば都合が良い。奴やつも励はげんだのだな」

「奴というのは？」

「ああ、古い知り合いだ。そのうち紹しよう介かいする」

　紹介しなくとも学園長という立場上そのうち認にん識しきする事になるだろうが、アリエッタが望むのなら面を通しておくのも悪くはない。

　話が一段落すると、しばしの沈ちん黙もくが流れた。

　微び妙みような心ここ地ちの悪さを感じるのは──なんとなしに、アリエッタの心境を感じていたからだろう。

　そしてそれは、私の感じているものと同じだ。

「……ほんとは、寂さびしいです。先生と離はなれるのは、初めてですから」

「そうだな」

　寂しいのだ。

　アリエッタが言った事は私にとっても同じ。アリエッタがいたからこそ楽しかった三年間だ。この三年間は密度が高かったがあっという間だった。

　しかしこれから三年間、彼女はいない。その三年間はきっと私の生きてきた千と数百年の間で最も長い三年間になるだろうと感じていた。

「でも、頑張ります。わたしには、目標がありますから」

「それは良い事だ。凝こり固まるのも良くないが、目標を定めるのは道なき道に標しるべを持つのと同じ事。私は応おう援えんしている」

「……はい！」

　だがそれでも、これからの三年間が彼女にとって意義のあるものになるだろうと考えていた。

　……彼女は、私とは違ちがう普ふ通つうの人間だ。そのうち、彼女は私とは違う歩調でどこかに行ってしまうのだろう。だからこそ、私は彼女に自分の道の歩き方というのを探さぐってもらいたいのだ。

「では、今日はもう寝ねてしまえ。会場までは私が送ってやる。ぬかるなよ」

「わかりました。おやすみなさい、先生」

　アリエッタは素す直なおで良い子だ。私にとっては大切な弟で子しだが、今では優すぐれた弟子である事よりも幸せな人生を歩んでくれる方が重要だ。

　そして学園生活というのはきっと、彼女が自分の道を歩む助けとなるだろう。

「ふ……なんとも丸くなったものだ」

　自じ嘲ちよう的に笑う。が、悪い気はしなかった。

　かつての知り合いが今の私を見たらどう感じるだろうか。

　これからアリエッタをやる学園の学園長は──心中であれこれ感じつつ、冷や汗あせでも垂らしているのだろうなあ。

　昔を懐なつかしむのも程ほど々ほどに、私は椅い子すから腰こしを浮うかせる。

　アリエッタと共にいられる時間もあまりない。ならば自じ堕だ落らくに寝ね坊ぼうする事がないよう、今は早く寝てしまおう。

　と、考えたのだが──いや、待てよ。

　ふと妙みよう案あんが浮かんだ。

　思い立ったが吉きち日じつ、というのはアリエッタを迎むかえた時から痛感している事だ。

　早さつ速そく浮かんだ考えを実行するべく、私は遠見の魔術を発動した。

「……ふむ、いるな」

　目当ての場所を見れば、目当ての人物がいる。

　これは都合がいい。私は『門』の魔術を発動し、見ている場所とリビングを直接繋つなげる。

　門を潜くぐれば、そこはセントコート中央魔術学園の学園長室だ。

　顔をのぞかせてみると──位置が悪かったのだろう、目当ての人物はまだ私に気づいていない。

　見れば、酒を飲んでいたようだ。仮にも学校、しかも学園長室で酒を飲んでいるとは不届きだが、此こ度たびは私が訪ねる側。最低限の礼れい儀ぎとして挨あい拶さつはせねばなるまい。

「邪じや魔まをする」

「おひょおおおおぉぉぉっ！　こ、ここここれはテオ殿どの!?」

　と。せっかく人が丁てい寧ねいに挨拶をしてやっているというのに、酒を飲んでいる老人は槍やりで尻しりを突つかれたように飛び上がった。

　一体人をなんだと思っているのか。

　グラスを置いて腰こし掛かけていたソファから立ち上がった老人は直立の体勢だ。突とつ然ぜん訪ねて立たせていたのでは申し訳ない。

　私は老人の向かいへと座る。

「まったく……来るなら来ると言ってくだされ。老いぼれの心臓を止めるつもりかな」

「思いつきだったのでな。まあ座れガーディフ。話がある」

「思いつきの話とな……わしはもう嫌いやな予感しかせんのじゃが」

　老人の名を呼ぶ事で、ようやく老人は先程まで座っていたソファに腰を下ろした。

　豊富なヒゲに長い髪かみ。とんがり帽ぼう子しという組み合わせはまさしく魔術師と言った風ふう貌ぼう。この男の名前は、ガーディフ＝ゴードリックという。年は確か五百歳と少しだったろうか。

　最初に出会ったのは、先程アリエッタが語った戦争の直前──四百年前の『三界戦争』の時だ。その時から何かと目をかけている、私の数少ない知り合いの一人だ。

「嫌な予感しかしないとはご挨拶だな」

「基本、厄やつ介かい事ごとしか持ち込んできませんからのう……お弟子さんの入学にも結構手を回したんじゃよ、わし」

「それについては感謝している。話というのもそれに関する事だ」

　冷や汗を拭ふきつつも小言で抵てい抗こうしてくる、というのは私とガーディフとの基本の関係だ。

　三界戦争のいざこざで奴は私には頭が上がらんので、色々と利用させてもらっている。代わりに私も奴の願い事を聞いてやっているので、これこそお互たがいに得する関係というものだろう。

　見たまま、私の方が優位の関係ではあるのだが。

「取りやめ、という事ではございませんよな」

　そんなわけ無かろう、と私は鼻を鳴らす。

　事なかれ主義というか、厄介事を受け入れたくない気持ちでいっぱいなのがよく伝わってくる。

　頭が上がらない割に口では反抗してくる、表向き最強の魔術師とされているくせに妙みように小物っぽい所が人間臭くさく、気に入っているのだが。

　ガーディフは、この世界で人々に知られる限りは最高の魔術師とされている人物だ。

　四百年前の人間界・魔界・天界の『三界戦争』で戦い抜ぬいた英えい雄ゆうであり、やがて蘇る脅威に備える魔法学園の学園長であり、人格者であり──ガーディフの存在は、人々の世では平和の象しよう徴ちようとなっている。

　が、それでも奴は私には頭が上がらない。それは何な故ぜか。

　単純に私のほうが永く生きており、強大な魔術師であり──ガーディフが英雄と呼ばれるきっかけになったその『三界戦争』を終わらせたのが、私だからだ。

　三界戦争はだいたい百年ほど続いた歴史上最大の戦争だ。人間やら魔族やら天使や神があちこちで戦い続けるのがやかましかったので、いい加減鬱うつ陶とうしくなった私が魔王を封印した、というのが三界戦争の結末である。それ以降ガーディフは突然現れて強大な力を見せた私を非常に強く警けい戒かいしていたのだが、短くはない付き合いの中で利用したりされたりして今に至る──というわけだ。

　とはいえ、私の願い事なんて可愛かわいらしいものだ。

　かつてこの星に迫せまる天体をどうにかしてやったりした事に比べれば、弟子を学校に入れろとか、過去に私がやった事の後始末をしろだなんて良心的すぎると言ってもいいだろう。

「当たり前だ。むしろその逆、もう一人余分に試験を受けさせてもらいたい」

　なので、少しばかりわがままを聞いてもらう事にする。

　先程の私の思いつき。それはアリエッタの他ほかに一人、入学生を増やすという事だった。

「ほ？　お話を聞く限り随ずい分ぶんとお弟子さんをかわいがっていたように見えましたが、お弟子さんは二人おったのですかな？」

　頼たのみ事は奴の想定よりも軽いものだったのだろうか。

　食いつくように身を乗り出したガーディフの顔に安あん堵どが交じる。

　過去に私が造った魔術器具を回収しろ、と言った時などはそれはもう愉ゆ快かいな顔をしていたので、そのときに比べればだいぶマシだという声が伝わってくるようだ。

「いいや、弟子はアリエッタだけだ」

「ならば一体？　その子の好敵手になる子でも見つけたのですかな」

　問いを否定すると、ガーディフは自らの長い髭ひげをいじり始める。

　話を焦じらしたり引き伸のばしたりする趣しゆ味みはないので、単刀直入に言おう。

　……が、それでも必要な物がある。私は少しだけ悩なやんでから、立ち上がった。

「それも違う。その者は──ふむ、そうだな」

　そして、私は自らに魔ま術じゆつを掛かける。

　視界が縮んでいき、身体からだは軽くなる。僅わずかな間でそこに現れたのは、今の私を十年ほど若返らせた様な──というか実際に若返った『少年の姿』だった。

「名前は『テオドール＝フラム』とでもしておくか」

　そうしてから、新たに入学生に加える者の名前を告げる。

　このくらいになると、ガーディフも新たに加える入学生というのが誰だれであるか察したのであろう。

　長い髭の奥のその顔が、今まで見た事もないような色になった。

「ま、ま、まさか……」

「そうだ。私が入学する。試験くらいは大人しく受けてやるので安心しろ」

「いやじゃあああああッ！　ほれとんでもない厄介事ではございませんか！」

　年とし甲が斐いもなく、大おお仰ぎようにのけぞり頭を抱かかえるガーディフ。

　年の割に若い反応だとたしなめたくなるが、私に取っては奴やつも若者。頼み事を聞いてもらう手前、大目に見てやるとする。

「うう……やっぱりテオ殿は凶きよう兆ちように他ならん……わしの命日は今年中にも訪おとずれるかもしれん……」

「あいも変わらず失礼な奴だな。……いいや、失礼な方ですね、と言ったほうがいいか？」

「やめてくだされ！　気色悪い！　あとが怖こわい！」

　随分と嫌きらわれたものだ。と思いつつも、私は笑っていた。

　そう、私の妙案とは──私もまたアリエッタと同じ学園に通う、という事だった。

　彼女が求める限り私は師として力を貸すつもりだが、甘やかすつもりは毛頭ない。そのためいつでも側そばに師し匠しようである『テオ＝イルヴラム』がいる状じよう況きようは好ましくないのだ。

　そこで、私は自らに若返りの魔術をかけて学校に潜せん入にゆうする事にした。目の前のガーディフもそうだが、人間は時の流れで大きく姿を変える。今ここにいる少年『テオドール＝フラム』が『テオ＝イルヴラム』と同一人物だとは夢にも思うまい。

　ついでに考えてみれば誰かに師事した経験のない私にとって、生徒という立場はアリエッタの師匠をする上でいい経験となるだろう。

[image: ]

「考え直してくだされ～……わしの学園を壊こわさんでくれ～……」

「人聞きが悪い。目的はアリエッタを見守る事だ。彼女に私の正体を知られるのは本意ではないし、精々大人しくしておいてやる」

「うう……信じますぞ……どうせわしにはもうそれくらいしか出来ませんでな」

　すがるように考えを改めるよう言ってくるガーディフだが、今の私ならなにかを大切に思う気持ちもわかる。

　アリエッタの学園生活を邪魔するつもりもないので、そのあたりは利害の一いつ致ちといったところだろう。

「そういうわけで、枠わくを用意しておけ。明日試験を受けに来る」

「腹を据すえるしかなさそうじゃのう……なんだかんだお世話にはなっておるし、承うけたまわりましたぞい」

　ともあれこれで万ばん事じ解決だ。

　彼女の近くで見守る事が出来るとなれば、私も安心である。結局アリエッタが寂さびしい思いをするのは変わらないというのは抜け駆がけの様で気は進まないが、ここは師として心を鬼おににしよう。

「では、邪魔したな。私は帰る」

「なんとも勝手な……帰ってくれるというのなら引き止めはせんが、一つ老いぼれの疑問に答えてはくださらんかな」

「ほう？」

　アリエッタと離はなれずに済む。その事実は思うよりも私の心を弾はずませた。

　機き嫌げんがいい私は、声にはせずとガーディフに肯こう定ていを返した。

「本当に、そのお姿で来られるつもりですかな？」

「アリエッタに正体を隠かくせればそれでいいからな。学園に通うくらいの年ねん齢れいに合わせれば、違い和わ感がなくちょうどよいだろう」

　何だそんな事かと返答して、私は発生させた『門』を潜る。

「ざ……雑すぎる……まんま本人じゃが、ほんとに大だい丈じよう夫ぶじゃろうか……」

　背後でガーディフの声が聞こえた気がしたが、よく聞こえなかった。

　時を巻き戻もどすなりすれば聞き取れるだろうが──まあ、然さ程ほど重要な事も言っていないだろう。

　そうと決まれば忙いそがしくなるぞ。私は弾む心を抑おさえて、寝しん室しつへと向かった。




　　　　◆




　そして、入学試験当日がやって来た。

　いざ若い者に紛まぎれて試験を受けるというのを考えると、遊び過ぎだと自分をたしなめる心がありつつも、みっともない遊びに興じる不思議な背徳感というものが身を包んでいる。

「私にしてやれるのはここまでだ。空気に飲まれず持てる力を引き出せ。よいな」

　が、それは飽あくまで副次的なものだ。

　本題はアリエッタの入学試験、何よりも優先すべきはそれである。

　現在の魔術も昔に比べれば進んだとはいえ、まだまだ私からすれば発展途と上じようもいいところだ。最適にして最効率の私の教えを受けているアリエッタが躓つまずくなど、まずはありえないだろう。

　しかし何かの本で試験には魔物が住むという話も見た。要は精神的な問題で実力が出し切れないという話だが──

「大丈夫です。わたしは先生の弟で子しですから」

　見事な目つき、凜りんとした態度。素す晴ばらしい。アリエッタには、その心配はないようだった。

　気高くも脆もろいガラス細工の心──そうとばかり思っていたのだが、この三年間で彼女の精神は想像以上に鍛きたえられたようである。

「ならば行って来い。試験が終わる頃ころにまた来るので、終わったらこの場で待っていろ」

「はい！　行ってきます」

　こうして、私はアリエッタを送り出した。時折振ふり返っては手を振る仕草が愛らしい。それもやがて見えなくなるが──私の仕事はまだ終わりではない。

　私はふと、辺りを見回す。凄すさまじい人の多さだ。

　当然その殆ほとんどは受験しに来た少年少女であるが、中には私のように弟子や我が子の見送りに来た大人達もいる。ちらほらと、私を一いち瞥べつする者もいるか。黒いローブは今の社会では随分と古い印象らしい。

　……ふむ、このままだと少し目立つな。

　私は指を鳴らし、魔術を発動する。

　ただでさえ目立つ風ふう貌ぼうで指を鳴らせば注目される事請うけ合いではあるが──途と端たん、注目が薄うすくなり一歩、二歩と人ひと混ごみとすれ違ちがう度たび、視線の数が減っていく。

　認にん識しき阻そ害がい。ここにいる私を意識しづらくする魔術である。三歩も歩けば、私を見る者は誰もいなくなっていた。

　四歩も歩く頃には、ここにいる誰もが私のやる事なす事を意識できないだろう。仮に武器を持って暴れまわっても、倒たおれる死体には気付くが私自身の存在は絶対に感知できない。

　人の目を外れた私は衆目の中で若返りの魔術を使う。

　少年の姿となった私は学園の中へと足を踏ふみ入れてから、認識阻害の魔術を解除した。

　ふと門番が視線を向けてくるが、すれ違う物体を流し見たという、ただそれだけだ。

　こうして私は、学生として学園に潜入するというその第一歩を踏みしめたのであった。

「さて……試験会場の教室はどこだったか」

　それにしても。歩いてみると、この学園というものは無む駄だに広い。

　これで生徒の数は然程多くはないというのだから、この広さを何に使っている事やら。

　案内板と悪戦苦く闘とうしながらなんとか試験会場へたどり着く。

　受験番号を見るに、どうやら私はアリエッタの隣となりで試験を受ける事になるようだ。ガーディフにしては気が利きいている。

「……あれ？　ええと……」

　何食わぬ顔で隣に座ると、アリエッタが首を傾かしげている。

　最近では滅めつ多たに見せる事がなかった困こん惑わくの表情付きだ。

　む、もしや訝いぶかしんでいるのだろうか。素晴らしい洞どう察さつ力と褒ほめてやりたいところだが……

「失礼、何か用か」

「え？　いえ……知り合いにとてもよく似て？　おられましたので、つい……？」

「ふむまあそういう事もあるだろうな世の中には三人程度は似た人間がいると聞く事だし」

「は、はあ……」

　危ない。なんとかやり過ごせたようだ。

　まだ釈しやく然ぜんとしないような顔をしているが、『若返り』の魔術はまだ教えていない。この少年が私自身だというのは考えの外だろう。

「えと、隣になったのもなにかのご縁えんかもしれませんし、お互たがい自己紹しよう介かいをしませんか？　わたしはアリエッタ＝ペルティアと申します」

　心中で胸をなでおろしているとアリエッタは一つ咳せき払ばらいをしてから、柔にゆう和わな笑え顔がおで名を名乗った。

　中々良い社交性だ。人間社会で生きていく上では社交性は重要な能力の一つだという。少なくともここ三年は私と二人きりで暮らしていたというのに、やるではないか。

　どれ、ここは一つアリエッタを見習ってみるとしよう。

「テオドール＝フラムだ。よろしく頼たのむ」

「あっ………………いえ、よろしくおねがいしますね」

　どうだこの名乗りは。敵対的な意識は感じさせず、気安い挨あい拶さつまでも交えてみる高等技術。

　私の挨拶を聞いたアリエッタは何な故ぜだか妙みように納なつ得とくしたような面おも持もちで、挨拶を返した。

　おそらく挨拶を付け加え忘れていた事に気がついたのだろう。自力でそこに至るとはやはり素晴らしい。

「ところで、一次試験の内容はどのようなものか聞いているか。生あい憎にく失念してしまってな、よければ教えてほしい」

「はいせん……はい。どうやら、魔ま術じゆつや世間一いつ般ぱんの常識などに対する知識を測る、筆記試験だそうですよ」

「ふむ……一般常識。それは少し苦手な分野だな」

「あはは、それは……やっぱり……」

　アリエッタは私の独り言を聞いて戸と惑まどいがちに笑みを浮うかべ、何故だか消え入るように語ご尾びを弱くしていった。それは、という後の方は聞こえなかったが、なんと言ったのだろう。人里離はなれていた場所で暮らしていた故ゆえに一般常識に疎うとい……という心配が、彼女自身にもあるのかもしれないな。

　重圧に負ける事なく、実力を発揮できるよう願うばかりである。

　その後、私達は試験開始まではまだ時間があるという事で、雑談や情報を交こう換かんし合うなどして、親しん睦ぼくを深めた。

　……なるほど。学生生活。まだその一いつ端たんではあるがこいつはいいものだ。普ふ段だん弟子として私を慕したうアリエッタと、対等な立場で会話する。これは中々新しん鮮せんな感覚だった。

「なるほど、魔力凝ぎよう縮しゆくの技術か。ならば今度機会があれば教えるように──」

「お静かに。これより、セントコート中央魔術学園の入学試験を行います。参考書の類たぐいは視みえぬ場所にしまい、筆記用具を取り出すように」

　しばらく雑談を続けていると、この学園の教師だろう、試験の進行役がやって来る。

　せっかく会話に花が咲さいていたというに、無ぶ粋すいな──と思ったが、元々の目的はこちらだ。

　アリエッタと軽く視線を交かわして、前を向く。意識を切り替かえる事としよう。

「よろしい。では試験について説明いたしましょう。試験は一次試験と二次試験の二つ行います。合否は二つの試験の合計点によって決定され、それによって合格後振り分けられるクラスも決定します。手は抜ぬかず、今まで学んだ全すべてをぶつけるように」

　現れた教師は、激げき励れいなどを交えて説明をすすめる。

　その後なされた説明をかいつまむと、やはり先程アリエッタが言っていたように一次試験は筆記試験で知識を試ためし、二次試験は実技を試すものだという。

「魔術の力を測るという性質上、不正対策には特に力を入れているので妙な事は考えないように」

　また、不正対策には力を入れているとの事だ。なるほど、それは困る。

　魔術の知識ならば──進みすぎた理論でバツを食らう事はあっても、合格点程度は取れるだろう。が、社会の一般常識までも混ぜられるとそれも自信がなくなる。

「説明は終わりましたので、試験問題を配ります。まだ伏ふせておくように。試験時間はいまから五十分です。延期はいかなる場合においても認められません、それでは、始め！」

　教師の合図を皮切りに、一いつ斉せいに受験者達が用紙を表へと返す。

　私も彼らに倣ならい用紙に書かれた内容を見ると──想像通りのものが書き込まれていた。

　即すなわち簡単極きわまりない魔術の詰きつ問もんと、私にはわからない社会の一般常識だ。

　さて、どうするか。ちらりとアリエッタに視線を向ければ、淀よどみなくペンを動かしている。

　私はどうするか。……まあ、不正をするのだが。

　方法はいくらでもある。例えばあらゆる情報が収蔵されている世界の真理に接続しての自動筆記とか、未来視による解答の確かく認にんやら。

　が、今回私が選んだのは、極ごく々ごく普ふ通つうのカンニングだった。指定の箇か所しよに視界を作成し、操あやつる『魔術師の眼め』という魔術──所謂いわゆる千里眼というやつだ。

　当然この手のシンプルな魔術は対策されている。どうやら試験会場全体に十と重え二は十た重えの感知結界が張ってあるようだったが──この程度の結界から魔術を隠いん匿とくする事など容た易やすい。

「（あの生徒にするか）」

　私はペンの動きに伴ともなって金きん髪ぱつを揺ゆらす一人の少女に目をつけた。

　軽かろやかにペンを動かしている、おそらくは迷う事もなく書き進めているのだろう。その解答用紙を覗のぞき見れば、魔術の方はほぼ全問正解だった。一部の理論は私にとっては、古く非効率なものがあったが、それは現在のこの社会では正解なのだろう。

　この分ならば一般常識の方も期待できそうである。遠えん慮りよなく、解答を拝借するとしよう。

　こうして私は五十分の試験に対し、その半分以下の時間でペンを置く。

　余った時間でアリエッタの解答を覗き見て答え合わせをしてみたが、なんとこれが表記の揺れ以外は完全に一いつ致ち。これは結果の方にも期待ができる。流石さすがは我が弟子だと満足気に頷うなずいて、私は一次試験を終えるのだった。




　　　　◆




「テオさん、試験の方はどうでしたか？」

「そこそこと言ったところだ。その分ではお前の方も良かったようだな」

「ふふ、はい。先生が良かったので」

　一次試験を終え、僅わずかな休きゆう憩けい時間を挟はさみ、私達は受験者の列を成して歩いていた。

　ここからは試験会場を外に移し、実技の検査に入るようだ。

　こちらはカンニングなどする必要も無い。教師の魔力を視るに、私は勿もち論ろんアリエッタが達成できぬ内容は出ないだろう。

　周りの空気はぴりぴりしているが、私とアリエッタは気楽なものだ。特に私は一次試験をほぼ満点で正解しただろうという確信があるので、満点が確定しているであろう実技を前にすればもう消化試合もいいところである。

「皆みなさん揃そろっているようですね。ではこれより二次試験を開始します」

　やがてたどり着いたのは、広い校庭であった。

　私達の前には魔石の珠たまと、結界が用意されている。

　これを見て、私はすぐに二次試験の内容に気がついた。まあこれを見れば、多くの者は察しが付くだろうが──

「二次試験は、この結界の中にある魔石を一回の魔術で破は壊かいするというものです。結界は非常に強力です。絶対に、外へ影えい響きようは及およぼしません。持てるだけの力を全て解き放つように」

　案の定、試験は魔法の威い力りよくを検査するものだった。なるほどシンプルで良い。あえて小難しい注文を付けない事で応用力も同時に見るというのは、私が最初にアリエッタに課した試練と通じるものがあるな。

「しかしその前に一つだけ、お伝えしておく事があります」

　ただしこれは──それよりも大分意地が悪いが。

　試験の内容を考えているのはあの老いぼれか。虫も殺さぬような面つらをしていてよくやる。

　教師の声に困惑する受験者達。彼らをよそに、案内役の教師は右腕うでを掲かかげた。

「『コロナボム』──」

　呪じゆ文もんの発句と同時に、掲げられた右手の上に巨きよ大だいな火球が膨ふくれ上がる。

　流石に世界一の名門校と呼ばれる場所の教師だけあり、中々の規模の魔術だ。

「こ、こんな所で何を……！」

「ちょっ……これ危ないんじゃ!?」

　その強大さに、受験者達にざわめきが広がる。

　だが教師は気にした風もなく、腕を振ふるい、火球を結界へと投げつける。

　結界への着ちやく弾だん、その直後──気の抜けるような、小規模な破は裂れつ音と、見み掛かけ倒だおしもいいところの小さな爆ばく炎えん。

「この様に、結界は非常に強力にできています。周囲への影響は気にせずに、試験に臨のぞんでください」

　どうやら結界の強度を実演したかったらしい。

　しれっと言ってのける教師。辺り一帯を包み込むような爆発を予想していた受験者達は胸をなでおろした。

　が、その反面、眉まゆを顰ひそめる受験者達も居た。見れば、アリエッタも苦い顔をしている。

　……よろしい。この試験の違い和わ感に気が付いているようだ。

「では一番！　アダム＝エイサル、結界の中へ！」

　生徒達の顔に緊きん張ちようが浮かぶ中、一番の少年が呼ばれる。

　アダムと呼ばれた少年の顔は緊張で錆さびついているかのようになっている。

　まったく気の毒な事だ。

「制限時間は三分間、始め！」

　教師が制限時間を口にすると、私は口角を釣つり上げる。

　やはり。そう口の中で転がす。一いち番ばん槍やりの結果は、既すでに見えた。

「おおおおおッ！　ライトニングボルト！」

　少年が放った魔術は、雷かみなりの魔術。雷で敵を打つ殺傷能力の高い魔術だ。

　一本の雷は正確に魔石を撃うつ──が、びくともしない。傷一つ無い。

　結果は、今ひとつと言ったところだろう。ライトニングボルトは戦せん闘とうにおいては優ゆう秀しゆうな魔術だが、それは発動の速さと命中率、殺傷能力のバランスの良さが大きい比重を持つ。より威力を重視したものを選せん択たくするべきだったな。

「く、くそっ……！」

「それまで。では次の者、アリエッタ＝ペルティア！」

　涙なみだを浮かべて結界を去る少年に代わって呼ばれたのは、アリエッタだった。

　なんと、早さつ速そく出番か。これはいい、と私は笑えみを浮かべた。

　名前を呼ばれたアリエッタは一つ息を吸ってから、私を見る。

「頑がん張ばってこい」

「……はいっ！」

　その視線に激励で応こたえると、アリエッタは力いっぱいに頷いた。

　やはりアリエッタは薄うす々うすこの試験の意地の悪さに気がついているようだ。

　結界へ足を踏ふみ入れたアリエッタは、静かに集中している。

　教師の視線の色が変わった。『気が付いている事』に気が付いたのだろう。

「始めなさい！」

　そうして試験は開始された。

　今のところは十点満点。さて、ではアリエッタの魔ま術じゆつの選択は──

「ククッ、それでいい」

　やはり、彼女は素す晴ばらしい。迷わずにアリエッタが選択したのは、彼女が最も得意とする火属性の魔術ではなく──土属性の魔術であった。

　黄土色の魔力が漲みなぎり、掲げられたアリエッタの右腕に収束していく。

　時間を使い、練り上げられる魔力。魔力というのは『練る』事でその質を上げる。が、それは一いつ般ぱん的にはそれなりに高等技術だ。練って強力になった魔力を更さらに練り上げる事は特に難しい。紙を折り曲げる事を考えるとイメージしやすいだろうか？　折り重ねるほどに紙は力に対して硬かたく強くなり、曲げるための力は増える。

　この場にはそれなりに優秀な者もいるが、それらでもせいぜい一分間練り上げ続ければ上出来と言ったところだろう。が、アリエッタはそれを三分間時間いっぱいにやってみせた。

「『ロックグレイブ』！」

　収束し、密度を高めた魔力を、土の岩槍に変へん換かんして放つ魔術、ロックグレイブ。

　それはやはり彼女が出来うる中で最良の選択だった。

　理由は三つ。単純に威力が高い魔術を選んだ事、収束した密度の高い魔力は一点に破壊力を集中できるという事、そして──物理に近い攻こう撃げき特性を持つ事だ。

　何人かは気が付いているようだが、この魔石は対魔力に特化しており、わずかにだが物理への耐たい性せいが低い。土属性の魔術は唯ゆい一いつの最適解なのだ。

　私の試験と同じく、これもまた応用力を高く評価する試験という事だ。

　だが、それだけでは意地が悪いとは言えない。

　アリエッタの放った魔術は、魔石へと突つき立った。が、完全な破壊には至らない。

「ま……まさか……学園長の造った魔石に傷をつけるとは……！」

　アリエッタに注目が集まる中、教師が小声で呟つぶやいた事を、私は聞き逃のがさなかった。

　そう、この試験の意地が悪い理由。それは学生程度では破壊するどころか傷一つ付けられないくらいにこの魔石の防ぼう御ぎよ力が高いという事である。それはおそらくは全力を出させるための方便。だが『破壊しろ』という注文は──なんとも意地が悪い。

　その点で言えばアリエッタは満点を超こえた超ちよう満点と言ったところだろう。この結果は、ガーディフでさえ驚おどろくもののはずだ。キャリア五百年のベテランである魔術師の珠しゆ玉ぎよくの防御魔法を、たった十五歳の少女が貫つらぬいたというのはな。

「くっ……！」

　アリエッタはそれでも、悔くやしそうに歯は噛がみしてみせる。あの魔石の強度には気が付いていたはずだが、その上で完全に破壊してみせるつもりだったのだろう。

　教師に促うながされて結界をあとにするアリエッタを、私は笑みで迎むかえ入れる。

「やるじゃあないか」

「……そんな。破壊できませんでしたから。これでは先生に合わせる顔がありません……」

　そう言って、アリエッタは顔を俯うつむかせてしまった。

　……ふん。気に食わん。全力を出す名目とはいえ、達成不可能な課題を押し付けるというのは、教育者として如何いかがなものだ。ええ？　ガーディフ。

「気にするな。最良の選択と、見事な魔術だった。少なくとも私は高く評価する。お前の先生とやらも、満足行く魔術だったろう」

「……！　もったいないお言葉です」

　称しよう賛さんを固辞するような言葉ではあるが、その表情には喜びが差していた。

　うむ、うむ。ここまでした愛まな弟で子しを𠮟しかる師などおるまいて。

　やはりここに来て正解だった。弟子の成長を目まの当たりにするのは良いものだ。

　その後も、試験は継けい続ぞくする。

　時折目を見張る受験者もいる。が──

「なんて防御力ですの……！」

　破壊には、やはり至らない。

　悪態を吐ついたのは、気の強そうな金きん髪ぱつの少女だった。

　この娘むすめは先さき程ほど私が答えを拝借した解答用紙の持ち主だったはず。

　中々面おも白しろい。文武ともに優すぐれるというわけだ。

　実力によるクラス分けは、おそらく最高のものに振り分けられるだろう。即すなわち、私やアリエッタのクラスメイトとなるであろう少女の顔を、そっと覚えておく。

　しかし──魔石の予備を用意していたのは流石さすがガーディフといったところか。

　今校庭に設置されている魔石は、私が魔石を破壊したあとも試験を続行するためのものだったはずだ。

　こんな事をせずとも意を組んで加減してやっても良かったのだが──少し、意地悪をしてやりたい気分になった。

「次！　テオドール＝フラム！」

　私の名前が呼ばれる。

　思わず聞き流すところだったが、私は余よ裕ゆうたっぷりに結界へ足を踏み入れた。

「学園長の言っていた『厄やつ介かいな子供』は貴方あなたですね。どんな事情があるかは知りませんが、私は試験の結果は優ゆう遇ぐういたしませんよ。それだけ伝えておきます」

　どうやら、それとなく私の存在は伝えられているらしい。

　小声で伝えられたのはそれと無い敵意だ。多分、裏口入学する生徒がいるとでも伝えているのだろう。

　奴やつなりの意い趣しゆ返がえしのつもりなのだろうか。私は愚おろかなので、存分に乗ってやろう。

「始め！」

　合図とともに結界内から教師が退たい避ひするのを確かく認にんし、私は右手に魔力を込めた。

　ふむ。この硬さならば、これくらいか。

　私が試験にあたって選ぶ魔法は──アリエッタの真逆を行くものであった。

　即ち一点突とつ破ぱではない広こう範はん囲いへの魔術であり、タメは少ない無加工の魔力であり、そして物理的な威力のない純魔術。要するに、この試験に対する最悪の選択だ。

　教師が鼻を鳴らすのが見えた。私は口角を歪ゆがめて、魔力を解き放つ。

「インフェルノ」
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　その名を告げ、拳こぶしを握にぎり込む。

　すると私を中心に炎ほのおの嵐あらしがドーム一いつ杯ぱいに広がっていく。

　荒あれ狂くるう火炎はその勢いのままに膨ぼう張ちようし──硝子ガラスが砕くだけるような激しい破は砕さい音。

　ガーディフが魔石以上に力を込こめて作った結界を、打ち壊こわした。

「あ……な……バカな、結界ごと……！」

　硝子の膜まくが剥はがれ落ちるように崩ほう壊かいしていく結界を見つめ、教師が驚きよう愕がくする。

　当然だろう。全力の魔術を扱あつかわせる危険性から、結界の外部を守るための魔術だ。流れ弾だまなどを考えて、魔石よりも結界をより強固なものにするのは当然の事。

　私はそれを打ち破ってみせたのだから。

　当然、そんなものをぶつけたのだから中の魔石も完全に破壊されている。

　静けさの中、ガーディフが放った『魔術師の眼め』をみやり、私は嗤わらってみせた。

　何も言わずに待機列に戻もどると、憧あこがれの目で私を見るアリエッタを見つける。笑みの種類を変えて、私は彼女に微笑ほほえんだのだった。








第三話　入学を前にして






「今日は疲つかれたろう。ご苦労だったな、アリエッタ」

　試験を終え、アリエッタを伴ともなって館やかたへと戻った私は、今日一日の頑張りを評価し労ねぎらいの言葉をかけた。

　私にとって、今日はかなり有意義な一日であった。学校という場所の新しん鮮せんさに、時折見つける有望な魔術師の原石達、何よりも私の下もとを離はなれて励はげむアリエッタの健けな気げな姿。

　アリエッタの実力は確かめるまでもなく把は握あくしていたと感じていたが、実際に目で見てみるとまた違ちがった趣おもむきがあった、という事も予想外の収しゆう穫かくだ。

「そんな……ご苦労だったなんて、勿もつ体たいないお言葉です……」

　だが、それに反してアリエッタの顔は暗い。

　十五歳という年ねん齢れいを加味すれば、今日の結果は満点どころかそれ以上を付けても惜おしくはない出来だったのだが、アリエッタにとっては不満が残るものだったようだ。

「何か気にかかる事でも有ったのか」

「……はい」

　逃にげるように目を背そむけるアリエッタ。

　それ見た事か──あの老ろう爺やにそう言ってやりたい。

　魔術の威い力りよくを見る試験であれだけの結果を出したのだ。何も不満に思う事は無いだろうに、『破壊しろ』という条件のせいで『出来る』者こそ要いらぬ不満を抱いだいてしまう。

　呆あきれを表すように鼻から息を出せば、アリエッタはびくりと肩かたを震ふるわせる。

　いかん、これでは私が彼女に不満を抱いているようだな。

「何が有った。言ってみれば楽になるかもしれんぞ」

「そう、ですね。実は──」

　理由を聞いてみれば、その表情に影かげを落としているのはやはり今日の実技試験だった。

「──それで、わたしは魔力を練った『ロックグレイブ』を選せん択たくしたのですが、魔石の完全な破壊には至りませんでした。先生の弟子として、不ふ甲が斐いない結果です」

「なるほど」

　不甲斐ない──そのような事が、あるはずがない。

　ありとあらゆる有利な条件のもとではあるが、十五歳の少女が五百年を生きた魔術師の、決して手を抜ぬいたわけではない防ぼう御ぎよ魔術を破ったのだ。

　百点どころか、二百点を付けても余りある。

　だが今彼女は自らを不甲斐ないと評したのだ。こんな理り不ふ尽じんが許されるはずもない。

「ふむ──それならば、その試験は敢あえて達成する事の出来ない目標を設定したのだろうな。おそらくは全力を尽つくさせるための方便と言ったところだろう」

「そう、なのでしょうか？」

「間違いない。でなければ、私の自じ慢まんの弟子が学生対象の試験ごときを突破できぬはずがない。自信を持て、お前は史上最高の魔ま術じゆつ師しの弟子なのだ」

「……先生……っ！」

　出来うる限りで柔やわらかく微笑んで、意を示す。人付き合いは、苦手だ。だが伝えたい事は伝わったようで、アリエッタの顔に笑え顔がおが戻ってくれた。

「それに、今日試験を受けていた者達は高水準と言っても差し支つかえのない者達が集まっていたが、その中にあってお前は次点に大きく水を開けていた。魔石に傷を付けられたのも、お前くらいだったろう？」

「え？　……あっ」

　それが嬉うれしくて、私は自分でも珍めずらしいと思うくらいに饒じよう舌ぜつになっていた。

　アリエッタは何かに気が付いたかのような顔をしている。自分の結果ばかりが気になって、周りに目を向ける余裕がなかったと言ったところだろうか。

「その、先生。一つお聞きしてもよろしいでしょうか？」

　味わい深い顔をしていたアリエッタだが、おずおずと縮こまりながら手を挙げる。

「なんだ？　私とお前の仲だ、気を窺うかがう様な必要もあるまい」

　ためらいがちの問いに、私は上じよう機き嫌げんで答えた。

　今日のアリエッタの活かつ躍やくを思い出し、気分が良くなっていたからだ。

「えっと……先生は、試験の様子を見ておられたのでしょうか？」

「む」

　が、いざ聞いてみればその質問には思わず声が詰つまった。

　……そうだ、今日のところはアリエッタの側そばに居ない事になっていたのだったな。

　まさか若い『テオドール』を私だとは思わんだろうが、師が弟子の成長を見たいがあまり学校まで付いてくる、などというのは少し格好がつかない。

「ああ──ガーディフ、学園の学園長に用事があったのでな、学園長室から見ていたよ」

「そう、ですか？　……いえ、わかりました！　そういう事なのですね」

　なんとかそれらしい理由をつけると、アリエッタは得心した顔で手を打った。

　どうも大げさな反応にも見えるが、誤ご魔ま化かせた事には誤魔化せたようだ。

「ふふ、ありがとうございます、先生？」

「……何がだ？」

　誤魔化せた、はずだ。何やら満足気に微笑んでいるので、アリエッタを励ますという目的は達成できたようなので、細かい事は置いておこう。

「と、入学試験の事はここまでにしておいて──本格的に、これからの生活について説明しておこう」

「学校での生活の事についてですね」

「ああ」

　それよりも、今後の事だ。今日の結果により、私達は学校に通う事になるだろう。

　そこで心配なのが、彼女の身の安全である。

　アリエッタは私の自慢の弟子だ。その魔術の腕うでは既すでに同年代の少年少女どころか、熟練と言われる魔術師と比べても遜そん色しよくない。──が、それでも未熟な事に変わりはない。

　この世界には、一いつ般ぱん人じんの想像を絶する魔術師が多く隠かくれ住んでいるのだ。日の届かぬ世界には、世界最高の魔術師と呼ばれるガーディフを遥はるかに超こえる魔術師達も多く存在する。

　アリエッタは既に表の世界では最高クラスの実力の持ち主だが、そういった実力者達と見まみえれば無事ではすまないだろう。

「これから三年間、お前はここを離れて学生寮りようで生活する事になるが──まずは、これを渡わたしておこう」

　そこで、渡す予定だったのが──この鈴すずだ。

　紐ひもを摘つまんで鈴を揺ゆらすと、アリエッタが手を皿にする。私はゆっくりと、そこへ鈴を置く。

　アリエッタは鈴が手に渡ると、違い和わ感に眉まゆを下げて私と同じように鈴を吊つる紐を摘んだ。

「音が、しない。先生、これはなんでしょう？」

「ああ。これは、私が造った魔道具だ。鈴の形をしているのは、用よう途とからイメージした結果でそれ自体に意味はない」

「魔道具ですか？」

　そう、鈴とは言ってもそれは形だけ。

　私がアリエッタに渡したのは、鈴の形をした魔道具だった。

「魔力を込めれば、どんなに離れた距きよ離りに居ても、いつでも私と念話する事ができるというものだ。必要なものがある時、あるいは何か困り事がある時──または、声を聞きたい時にでも使うが良い」

「わあ……！　素す敵てきな道具をありがとうございますっ！　ふふ、毎日使ってしまうかもしれませんよ？」

「構わん。師し匠しようとはいえ、暇ひまをしている者ならば積極的に使え」

　握った鈴を抱だきしめるように、胸に抱くアリエッタに、心臓が柔らかに締しめ付けられる様な気がした。私にとっては取るに足らないものだが、アリエッタはそれを愛いとおしくさえ思っている。なんとも健気で可愛かわいらしく、守ってやりたくなる。

　如い何かに一流とは言え、未熟な存在である事には変わりない。迫せまる脅きよう威いから守るのも、師匠である私の務めだろう。

　実のところ、この鈴に込められた機能はそれだけではない。この鈴は強者からの悪意を感知する事でアリエッタを危険から守る事が出来るのだ。それだけではない、危険察知の範はん囲いには外因により精神に異常が見られた時や、災害の予知さえ行い、私に告げられるようになっている。その効力は通話機能と併あわせて別の世界──アリエッタ、あるいは私自身が魔界や天界に居ても容た易やすく届くものだ。

　これには私も少しばかり過保護かとも思ったが、打てる手は打っておいて損はない。

「というわけで、授業に使う道具や交遊費など必要なものがあったら知らせるように。それがお前の学園生活における第一だ。向こうでの生活については私も全すべては把握していないので、何かあったら遠えん慮りよせずに伝える事を約束しろ」

「はい」

　まあ実際には、私自身が付いていく事でほぼ必要のない道具になってしまったのだが。

　わざわざそれを言う必要もないし、作ってしまったのだから敢えて渡さない意味もない。

「よろしい。では向こうでの身の振ふり方だが──」

　この話はこれまでにして、私はアリエッタに学園生活の事を話しながら、自分でもガーディフから釘くぎを刺さされた事を含ふくめて再確かく認にんしていく。

　とはいえ世間一般、特に最近の常識についてはアリエッタの方が私よりも詳くわしいだろう。

　特別ガーディフから言われているのは魔術師『テオ＝イルヴラム』の存在を出来る限り隠してくれという事だけだ。

　大体私に向けての願いだろうが、アリエッタにもそれを伝えると彼女は不満を示しながらも素す直なおに受け入れる。

「先生は、時たま恐おそろしい人って伝えられているお話もあるので、そういう誤解を解けないのはちょっと寂さびしいです」

　不満の理由を聞いてみれば、なんとも心を擽くすぐる答えが返ってきた。

「古い物が多いし、彼あ方ち此こ方ちで好き勝手伝えられているから今いま更さら気にもしないさ。だがその気持ちは受け取っておく」

　今更有う象ぞう無む象ぞうにどう思われていた所で気にはしないが、アリエッタがそう感じている、というのは──予想外に、嬉しい。

　頭を撫なでてやると、嬉しそうに微笑ほほえむ。笑みの柔らかさに信しん頼らいが伝わってくる。

　こうなると、少しばかり心が痛んだ。私はこの子の側に居られるが、この子は私が側に居ないと感じるままに三年間を過ごすのだな、と。

　入学まではもう一ヶ月もない。ならばせめて、その期間くらいはいつもよりも優やさしく接する事にしよう。

　こうして、私達の時間は過ぎていく。

　私の長い生しよう涯がいの中でも、きっとこの一ヶ月は特に短いものとなるだろう。




　　　　◆




「……ふふっ」

　先生とおやすみなさいの挨あい拶さつを交かわした後、わたしは自室に戻もどって枕まくらを抱かかえていた。

　込こみ上がってくる微笑みと、幸せな気持ちが溢あふれてしまいそうで、口元を押さえていたかったからだ。

　ひょっとしたら、万が一、もしかすると違ちがうかも、というくらいの疑念があった。

　でも間違いではなかった。ああ、やっぱり、試験の時に出会ったのは──先生だった！

　テオドール＝フラム。最初に『彼』の姿を見た時は驚おどろいた。先生の若い頃ころはどんなお姿だったのだろうと想像している時のお姿そのものだったのだから。

　それに加えて、名前は『テオドール＝フラム』。『テオ＝イルヴラム』という名前を捩もじったものだとすぐに分かった。

　最初は、どんな意図があって試験会場に来られたのだろうと思った。わたしに何か伝えたいことがあるのかな、と考えたりもした。

　けれど、今日のお話を聞くとどうやら、わたしにその『変装』が知られているとは思っていなかったようだ。

　姿を変え、名前を変え、わたしと一いつ緒しよに入学試験を受けていた。その理由は多分──先生も、わたしと離はなれることを辛つらく感じてくれたのだろうと思う。

　ただ心配で、勇気づけたり助言をするために学園内に潜もぐり込むのなら、わたしにその正体を隠す必要は無いはずだ。わたしにさえその正体を隠すというのは、これから三年間『テオドール＝フラム』として過ごすつもりなのだろう。

　それを考えると、わたしは──

「ああ、なんて、幸せなんでしょう……！」

　幸せで幸せで、叫さけんでしまいそうだった。
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　大好きな人と離れずに済む。大好きな人も、わたしを大切に思ってくれている。

　名前を隠してまで、知られずに見守ってくれようとしている、その気持ちが愛おしかった。

　だから、わたしは先生がわたしの問いかけに知らんぷりした時、それ以上追つい及きゆうはしないようにすると決めた。

　万が一それで先生が学園に通うのをやめてしまったりしたらわたしは立ち直れないだろうし、何より先生のお気持ちを無下にすることなんて出来なかったからだ。

　……あれだけ重かった気持ちが、すっかり無くなっていた。今ではもう、学園に通うのが楽しみで仕方がない。

　仮かり初そめの関係とはいえ、先生と『同級生』でいられるなんて、この後一生ないだろう。

「ふふっ……大好きです、先生っ」

　学園に通うまではまだ一ヶ月もあるけれど、それまでにも修行はちゃんとある。早く寝ねなければいけないんだけど──楽しみすぎる。

　わたしの眠ねむれない夜は、しばらく続きそうだった。








第四話　特待クラスにて






　入学式である。過ぎてみればやはり一ヶ月という期間は短く、気がつけばこの日が来てしまったという感覚だ。

「じゃあ、行ってきます」

「ああ。しっかりな」

　入学試験を受けた日のように、私達は校門で別れの挨拶を交わしていた。

　アリエッタにとっては、三年の別れの始まりでもある。

　ここの所は特に甘えてきていたので、別れは辛いだろうと考えていたが──その顔には活力が漲みなぎっており、瞳ひとみには強い意志の光も感じさせている。

　学校へ通う事を嫌いやがっていた期間もあったが、今ではすっかりと学校を楽しみに思う心も戻ってきたようである。

　私の心配事の一つは杞き憂ゆうに終わったというわけだ。我が弟で子しを見くびっていた事を恥はじねばならないな。

　それを寂しく思う気持ちはあるが、弟子の成長は素直に嬉うれしくもある。

「今のお前ならば心配する事もないな。存分に楽しんでくるといい」

「はい！　これも、先生のおかげです」

　──まあ、少しばかり謙けん遜そんが過ぎるきらいもあるが、それもここで己おのれの力を確認すれば改善されていく事だろう。

　私は何もしていないというのに、なんとも謙けん虚きよな事だ。思えば、試験の日からめきめきと明るく、前を向くようになった気がする。あれも一周回って、己の実力を正しく評価するための糧かてになったという事だろう。

　アリエッタはもう一度、私に大きく手を振りながら行ってきますと残し、学園へと歩いていった。

　これで一つ、師匠としての私にも区切りが付いたというところだろう。

　ここからは『テオ＝イルヴラム』はしばらく休業だな。

　認にん識しき阻そ害がいの魔ま術じゆつを使い、人々の目を遠ざけながら若返りの魔術を使う。

　そうする事で『テオ＝イルヴラム』は暫しばしこの世界から姿を消し、代わりに学生の『テオドール＝フラム』が学園を訪おとずれる事になるのだ。

　認識阻害を解き、じわりじわりと私は周囲に認識されていく。仰ぎよう々ぎようしいローブを纏まとっていた先さき程ほどの姿とは違って、私へ振り返る者は居なくなっていた。

　どうやら違和感なく溶とけ込めているようである。

　早さつ速そく私は入学式の待機場所として知らされている教室へと向かった。

　横開きのドアを開くと──そこには少年少女達。

　同年代の中でも特に魔術師として優すぐれた『特待クラス』の面々が目に入ってくる。

　その中には当然──

「テオドールさん、お久しぶりですね」

「アリエッタか。試験以来だな」

　我が弟子、改め我がクラスメイト。アリエッタ＝ペルティアの姿も有った。

　駆かけ寄ってくるアリエッタ──テオ＝イルヴラムならそれを抱だきとめる事になるのだろうが、ただのテオドールではそれも出来ない。こればかりは少しもどかしいな。

　だが、やはりアリエッタもテオドールに私と近しいものを感じているのだろうか？　その表情は笑えみに染まり、非常に友好的だ。

「お互たがい、同じクラスになれたな。よろしく頼たのむ」

「はいっ！　本当に嬉しいです。おかげで、楽しく学校生活を送る事ができそうです」

　人ひと懐なつこい笑顔に、つられて私も笑みを浮うかべる。

　弟子として迎むかえたばかりの頃に比べて、明るくなったものだ。

　これならば、友人も沢たく山さん出来るだろう。これほど可か憐れんだと悪い虫の存在が心配ではあるが。

　ふと、先程まで活気に満ちていた教室が、静かになっている事に気がついた。

　違い和わ感が気になり辺りを見回してみると──特待クラスの生徒達が、私とアリエッタに視線を向けている。

「あの二人が唯ゆい一いつ課題を達成したっていう……」

「男の方は結界ごと破は壊かいしたそうです」

　何事かと思ったが、なるほど。聞こえてくる密ひそかな話し声を拾えば、話題に上っているのは概おおむね試験の日の事だった。

　少しばかり力を見せすぎたようだ。当然ながら私のあとに魔石を傷つける者はいなかった。受験者一万人以上で達成者が二人、とあっては注目を集めるのも当然の事か。

　受験者は一万人を超こえ、合格者はその二割程度。その中でこの特待クラスに在ざい籍せきしている者は僅わずか三十名──その中にあってさえ異質な二名の存在だ。視線の種類は様々だが、警けい戒かいする気持ちはわからんでもない。

　が、このままではアリエッタが身を置く環かん境きようとしては好ましくないな。

　なんとかクラスに馴な染じめるよう取り計らいたいが──人付き合いは自信がない。私が取れる手段など魔術による洗脳くらいしかないので困ったものだ。

　こういう視線に慣れている私ならばともかく、アリエッタには好ましくない──と考えていると、教室のドアが音を立てて開いた。

「そろそろ入学式が始まります。生徒の皆みなさんは出席番号順に列を作ってください」

　どうやら、入学式が始まる時間になってしまったようだ。

　ひとまずこの問題は後に置いておくとしよう。

　名前の頭かしら文も字じで決まっているらしい出席番号に従って並ぶと、私の前には見覚えのある金きん髪ぱつが揺ゆれていた。

　この少女は、気になった生徒の内の一人だ。

　筆記試験では恐おそらく全問正解、実技でもアリエッタに──大きく離れているものの──次ぐ結果を出していたと記き憶おくしている。

　まじまじと金髪の揺れる様を見つめていると──

「……！　っ」

　視線に気づいた少女が振ふり返り、驚いた顔をしてから、私を睨にらみつけて再び前へと振り返った。

　……ふむ？　視線が鬱うつ陶とうしく感じたのか、はたまた他の理由か。あまり好かれてはいないようだ。

　まあ、よい。

　アリエッタ以外の者にどう思われようと、私にとってはどうでもいいことだ。

　それきり少女を観察する事もなく、私は列について歩いた。

　そうしてたどり着いたのが──強固な防ぼう御ぎよ魔法が施ほどこされた講堂だった。

　要人が集まる場所でもないのにこれほどの防御魔法を施すからには、講堂といいつつも普ふ段だんの用よう途とは修練場のようなものなのだろうと推測できる。

　同じ方へと集められた生徒達の視線の先には壇だんがあり、その上には学園の教師陣じんが立っており──その中、一ひと際きわ目立つ位置にガーディフが立っていた。

「諸君、よくぞ参った。ようこそ、このセントコート中央魔術学園へ。我が名はガーディフ＝ゴードリック。この学園の長を務めておるものじゃ」

　入学式とは何をするのかと思えば、何の事はない。これからの心構えや生徒達への激げき励れいが目的の会であるらしい。

　特待クラスの面々を見るに、心構えなどはとっくに済ませている者達ばかりだろう。その存在意義については疑問に思う。

　だが──

「本物のガーディフ＝ゴードリックだ……！」

「あ、あれが世界最強の魔術師……！」

「王都を包囲する竜りゆうを一人で撃げき退たいしたっていう、あの！」

　生徒達にとって、ガーディフ＝ゴードリックという名前はそれだけで効力があるようだ。

　三界戦争で名を馳はせた、文字通りの生ける伝説。勇名はそれだけに留とどまらず、何度も世界を救っている最強の魔術師にして平和の象しよう徴ちよう──というのが、人々にとってのガーディフだ。

　生徒達のざわめきを満足気に見つめたガーディフは両腕うでを掲かかげる。

　すると講堂の中に赤の、青の、緑の──地水火風、氷と雷かみなり。あらゆる属性の魔力球が発生し、踊おどるように動き始める。

「すっげえ……！　全属性の魔術を、こんな数……！」

「キレイ……なんて優美な魔術なの……」

　多種の属性の魔術を、同時に、精密にコントロールする。しかもそれは広こう範はん囲いに、自らの身体からだから離はなした状態で生成されている。魔術を使う上で難しいとされる高等技術を全すべて詰つめ込んだような、称しよう賛さんに値あたいする演技だ。

　これだけ精密な動作が出来るのは、表の社会には二人と居ないだろう。

「皆、厳しい試練を、長い研けん鑽さんの日々を乗り越えてよくぞ我が校へと参った。わしらは揃そろって君達を歓かん迎げいし、全力をもって力になると宣言しよう！」

　世に二つとないような技術と共に激励をかけてみれば、講堂の中は歓かん声せいに満たされた。

　誰だれかの技術に湧わく、という経験はもう長い事覚えがないが、苦労して入った名門でこの様な経験をすれば気分も高まるというものだろう。

「で、あるからして──諸君らには決して気負わず、伸のび伸びと自らを育はぐくんでほしいと──」

　そんな英えい雄ゆうの話も、なんて事はない老人の長話なのだが。

　それでも生徒達の殆ほとんどが熱心に耳を傾かたむけているあたり、ガーディフという男の存在の大きさを垣かい間ま見みる事が出来る。

　だが私には少しばかり退たい屈くつだ。

　私は知っているぞ。年寄りを好き勝手に喋しやべらせていれば、話が止まる事はないのだと。

「（話が長い。要点だけ伝えろ）」

「（……テオどの！　そんなご無体な……わしの一年に一度の楽しみだというのに……）」

　念話でガーディフにさっさと話を切り上げさせると、私は久方ぶりに感じる疲つかれにため息を吐つき出した。

「……では、わしの話はここまでとしよう。これより先は年寄りの冷や水、後は諸君らの物語じゃ」

　さも潔いさぎよいだろうと言わんばかりに話を打ち切るガーディフ。私が言わねば延々と話を続けていただろうに、なんとも見み栄えっ張ぱりというか。

　だが周りの生徒からは好評のようだ。『多くは語らないという事か』といった声が聞こえてくる。

「これにて入学式は終しゆう了りようとする。各おの々おのの教室へは上級生の皆さんが引いん率そつしてくれるぞ。来年は諸君らが彼らの立場となるので、その姿をよく見ておくがよい。それでは皆、良い学園生活を！」

　そそくさと会を終えたガーディフは、努めて威い厳げんを保ちながら壇上を後にした。

　周りの反応は興奮冷めやらぬと言った様子で、年寄りの長話でも威厳の貯金は残ったらしい事が窺うかがえる。

　会も終わり、教師達が何やら話し合っている一方で、生徒達は先せん輩ぱいらしい生徒達に連れられて会場を後にしていく。

「君達の引率は俺達が任された。特待クラス二年のルード＝ヴォディスだ」

「同じく二年のターナ＝メルシェンだよ。よろしくね～」

　私達特待クラスを引率するのは、やはり特待クラスの上級生のようだ。

　歩きがてら、力を測ってみれば──なるほど、それなりには質の良い教育を受けていると見える。二人の魔ま力りよく量は一年特待クラスの平均を大きく上回っている。二年特待クラスの中でも一番、あるいはそれに準ずる実力の持ち主なのだろうと察するが、一年時はこれほどのものではなかったのだろう。

　それでも、アリエッタに比べると数段見み劣おとりするが──

「では、俺達はこれで。君達の成長を祈いのっている」

「またどこかで会ったらお話ししてね～」

　ともあれ、一年特待クラスの誰かがこのレベルまで成長できると考えれば、最低限アリエッタの実りあるものになる事は期待ができた。特待クラスを受け持つ教師は、それなりの実力があるのだろうから。

　教室に帰ると、板書用の器具には机の並びに番号が振られていて、各々の出席番号に対応しているのだとわかる。

「席が離れているな」

「はい。残念ですが、また後ほど」

　それによると──アリエッタとは大分離れている席だ。

　これはいけない。どうせなら、やはり近い席を確保したいところだ。席を決めるのにくじ引きでもあれば結果を操あやつるくらいは容た易やすいのだが──

　辺りを見れば、皆行ぎよう儀ぎよく座っている。直じきに担任の教師が来るらしいので、それを待っているのだろう。

　私も周りに倣ならい、自分の番号が割り振られた席へと腰こしをおろした。

　微かすかに聞こえてくる生徒達の会話に耳を傾ければ、話題は担当教きよう諭ゆの話で持ち切りと言ったところだ。

　これには私も少しばかり興味があった。

　世界最さい高こう峰ほうと呼ばれる教育機関、その特待クラスを受け持つ教師とはどの様なものなのか──と。

　教師を待つ心境は他の生徒達とは違ちがうものだったが、それでも興味を惹ひかれ、待っているのは同じ事だ。若返ったような不思議な心ここ地ちよさに、口の端はしが笑えみを作る。

　果たして、やって来る教師は──

　ドアが横へとスライドし、長身が現れる。

「よろしい既すでに席に着いているようだな」

　やって来たのは──男であった。

　だが──私は明確に口角を上げた。やって来たのは、ただの男ではなかったからだ。

　モノクルを着けた、長身の男性。切れ長の目と逆立てた髪かみは攻こう撃げき的な印象を与あたえ、それでいて落ち着いた雰ふん囲い気きが冷静さを漂ただよわせている。

　外見で言えば、そんなものだ。が、それは表層だけの話。

　なるほど、よく化けている。

　人間界がやがて復活する魔王や、魔物の残ざん滓しに対たい抗こうするため作り出した学校──その特待クラスの教師が、まさか──『魔族』だとはな。

　精神的には小物とは言え、実力で言えばガーディフは本物だ。奴やつが気づかんという事はない。となると、この男は自分の意志でここにいるのだろう。

「俺はこの特待クラスを受け持つヴァレンス＝アイヴォンという者だ。得意な魔術は闇やみの属性だが、お前達の授業は全て俺が担当する事になる。何か疑問があれば、すぐに聞くが良い。お前達の力と実りあるものになる事を約束しよう」

　冷静で、冷たい印象を受ける声だが、敵意や見下したものは感じない。実力に裏打ちされた落ち着きと言ったところだろう。

　実際に、その魔力はかなりのものだった。ガーディフには及およばないが、現時点ではアリエッタよりも上と言えるだろう。それはつまり、人間の社会では紛まぎれもない最高クラス、こうして表の場に姿を現している者の中では両手の指に数えられるかもしれない。

　私の見立てでは、ガーディフと同じくらいの年ねん齢れいだろうか？

　魔力というのは筋肉のように、使うほどにその量を増していくし、筋肉とは違って年齢に応じて劣れつ化かするという事はない。長く生きるというのはそれだけで有利なのが、魔術というものだ。

　だからこそ、魔族というのはそれだけで有利に働く。魔族にも色々いるが、ヴァレンスという男は特に寿じゆ命みようが長い種族の出なのだろう。

　しかし、それにしては随ずい分ぶんと丸い性格の魔族も居たものだ。

　私は人の心の機き微びには疎うといが、それでもアリエッタと過ごしてなんとなく人の温かさというものは理解し始めている。

　ものを教える立場に立った者としては、ヴァレンスの言葉には温かみを感じた。

「では、各々自己紹しよう介かいをしていってもらおうか」

　こうして、自己紹介など促うながすのもその良い証しよう拠こだ。私は人間社会で生きるための勉強はともかく、魔術を学ぶには良い師が一人いれば事足りると思っている。

　生徒達のつながりを育もうとしているは、この学園生活をより良く送ってもらいたいという思いがあるのだろう。

「一番。アリエッタ＝ペルティア」

「はい」

　と、色々と分ぶん析せきしたがそれはどうでもいい。

　自己紹介で一番を務めるのがアリエッタという事のほうが重要だ。

　この子の心の強さは認めているが、既に奇き異いの視線で見られている中での自己紹介だ、緊きん張ちようしてもおかしくはないのだが──

「わたしは、アリエッタ＝ペルティアと申します。趣しゆ味みは魔術の修練、尊敬する人はわたしのお師し匠しようさまです。どうか、仲良くしてくださいね」

　好こう奇き半分、畏い敬けいが半分に僅わずかな嫉しつ妬とを交えた視線を受け止めて、毅き然ぜんとそう言い放った。

　……素す晴ばらしい。緊張もしていないはずはないだろう、しかし淀よどみなく、物もの怖おじせずに語る言葉の凜りんとした事。

　この場にあってやや幼く見える顔立ちと、気高い心のギャップがなんとも可か憐れんである。朗ほがらかな笑みは清せい楚そさを際きわ立だたせ、視線の棘とげを一いつ瞬しゆんにして抜ぬいてしまった。

　どちらかと言えば敵意に寄った空気を味方に変えてしまったその簡潔な自己紹介は、見事という他ほかなかった。

　これで試験ではあれ程ほどの実力を見せたのだ。男子はその可憐さにやられ、女子はもはや嫉妬する事さえ情けなく思うだろう──というのは、師匠としての贔ひい屓き目めも入っているだろうか。

「うむ、ご苦労。では次の者」

　どうやらヴァレンスとやらは見た目よりも温和な人物のようだ。

　感想は簡素ながらも、柔にゆう和わな微笑ほほえみがアリエッタを称たたえていた。

　そうして、自己紹介は進んでいく。

　特待クラスと言うだけあって、中々に粒つぶぞろいだ。決定的な挫ざ折せつさえなければ、誰もが魔術師として大成するだろう。

　中でも──

「シュリオ＝レントハイムっス！　結構気のいいヤツを自じ称しようしてるんで、遠えん慮りよなく声かけてください！　趣味は音楽聴きいたりとか、演劇も好きだな。機会があれば一いつ緒しよに行こうな！」

　どこか軽けい薄はくそうな印象を受ける、少年『シュリオ＝レントハイム』と──

「シャーロット＝ソーニッジ。名前を聞けば心当たりのある方もいるでしょうけど、ソーニッジ家の次女ですわ。どうぞよろしくおねがいします」

　ふわふわとした金きん髪ぱつと、つり上がった瞳ひとみが印象的な、これまた小こ柄がらな少女『シャーロット＝ソーニッジ』。この二人は特待クラスの中でも群を抜いていた。

　特にシャーロットという少女の方は、中々に高名であるようだ。辺りの学友達のざわめきを聞くところ、家名の『ソーニッジ』というのは優ゆう秀しゆうと有名な貴族の名であるらしい。

　実のところアリエッタ以外に子供に興味を持つ事はないと思っていたのだが、これは予想外の結果だった。

『シュリオ』と『シャーロット』。仮にこの二人をうまく鍛きたえれば、相当面おも白しろい事になったろう。

　まあ、アリエッタを弟で子しに持つ以上はそれももしもの話を出ないが。

「それでは次……テオドール＝フラム」

　と。

　思わぬ掘ほり出し物に心を躍おどらせていると、私の番が来たようだ。

　仮かり初そめの名を呼ぶ教師の声に席を立つ。

　すると──

「ん……？　なあッ!?　き、貴様何な故ぜここに……!?」

　私の姿を目に入れた教師が、凄すさまじい勢いで後ずさり、黒板に頭を強打した。

　だがそれでもヴァレンスは私から一瞬も目を離はなさない。最大限の警けい戒かいで、何時いつでもここら一帯を焦しよう土どに出来る魔力を構えている。

　……ふむ？

「（『三界戦争』の関係者か？　……いや、貴様の面つらはどことなく見覚えがあるな）」

「（……念話！　貴様やはり『テオ＝イルヴラム』だな!?　『天魔』がこの学園に何の用だ！）」

　念話で語りかけてみると、ヴァレンスとやらは私の真ま名なを思い浮うかべてみせた。

『天魔』という肩かた書がきは何時のものかと考えてみると、どうやらやはり三界戦争の頃ころの人物で間ま違ちがいないらしい。

　よくよく思い出してみれば、そうだ。こやつ、当時のガーディフと戦っていた気がするな。あの頃の私が記き憶おくに留とどめる程度だ、それなりの実力は持っていたはず。

　しかしそうなると参ったな。三界戦争といえば私が最も確かに姿を晒さらしていた出来事だ。余計な事を言われると、いちいち記憶を消したりという処理が面めん倒どうである。

　記憶処理などもアリエッタに直接作用する魔術はなるべく使用しないという『縛しばり』にも抵てい触しよくする事だし、できれば穏おん便びんに済ませたいところだ。

「（魔術を収めろ。私の名を知っているのならばその程度の術が私に効かない事は承知だろう）」

「（ちっ……！）」

　もはや、ヴァレンスの顔は魔ま族ぞくとしての地じ肌はだが出たかというほどに青く染まっていた。奴が青い肌を持つ魔族かどうかはどうでもいいが、念で会話する私達が視線を合わせたまま黙だまっている事に怪け訝げんな目を向ける生徒が増え始めたのは無視できない。

「（手短に言う。余計な事は言うな。私は弟子の成長を自らの目で確かめるためにここへ来ただけだ。邪じや魔まさえしなければ、大人しくしておいてやる）」

「（フカしやがって！　テメェが三界戦争で何をしたか、忘れたとは言わせねえぞ！）」

「（戦争を終わらせただけだろう。善良な行いだと思うが）」

「（百年以上も続いた戦争を三日で終わらせるような奴が、善良なんて言葉でくくれるかッ！　その理由を聞きゃ、『いい加減鬱うつ陶とうしい』だぞ！　気まぐれでそんな事する奴が信じられるワケねえだろう！）」

　思念で会話しているのに口調というのもおかしいが、ともあれそれが荒あれてきた。

　いや、こちらの方が『素す』か。先程までの落ち着いた雰囲気は、教師としてのヴァレンスと言ったところだろう。が、まあそれもどうでもいい。

「（いいか、もう一度言うぞ。『余計な事は言うな』だ）」

「（……っ！）」

「（黙っていれば、学生の領分を超こえた事はしないでおいてやる。どちらにせよお前はそれを信じる以上の事はできないのではないのか？　……アリエッタに危害が加わるなどしない場合に限り、私から動く事はない。だから黙って自己紹介をさせろ）」

　より強く、今度は命じるようにそう伝える。

　するとヴァレンスは、苦く渋じゆうを飲み下す様な顔をした後、思い切り息を吐はいた。

『緊張』していたようだ。

「先生、どうしたんですか？」

　ついに疑問を抑おさえきれなくなった生徒の内一人が、問いかける。

　ヴァレンスは私を一いち瞥べつした後、呼吸を整えてから、目を開いた。

「なにも、ない。テオドール＝フラムが俺の昔の知り合いに似ていたので、驚おどろいただけだ」

　その口調は、教師としてのヴァレンス＝アイヴォンに戻もどっていた。

　それでいい。魔族側として三界戦争に立っていたなら、私と事を構えるのは奴とて本意ではなかろう。

「でしたら、自己紹介を。私の名はテオドール＝フラム。世間知らずではあるが、魔術の方にはそれなりには自信がある。好きなものは努力と創意工く夫ふうだ。よろしく」

　心中で唾つばを吐くヴァレンスが見えたが、嘘うそは言っていない。

　魔術には自信があるし、ここに至るまでには努力も創意工夫もあった。今ではアリエッタがするそれは何よりも好きだ。

　ヴァレンスへ視線を送ると、顔面蒼そう白はくなまま座って良いとのお達しが出たので、言うとおりにする。

　それから少しして、私が本当に動くつもりは無いとわかったのだろう。元の調子を取り戻したヴァレンスは、事務的にこれからの事を説明した。

　この学園で習う事、利用できる学園内の施し設せつ、卒業までに取得できる資格等──それらは人の世で暮らすのならばなるほど、確かに役に立つのだろうというものばかりだ。

　きっと、アリエッタがやりたい事を見つけた際に役立ってくれるだろう。この学校やヴァレンスに対しては、概おおむね満足と言えるが──

「……これで、一通り説明は終わりだ。今日はこれで解散とする──」

「（その前に、一つ聞きたい事がある）」

「（ええい、なんだ！）」

　一つ、私には不満があった。

「（席せき替がえはせんのか）」

「……」

　それは、この席だ。

　ここでは授業中、アリエッタを見る事が出来ない。

　魔術師の眼めを飛ばせば話は別だが、いちいちそれをするのは面倒だったし、やはり肉眼で見てこそというものもある。

「……解散とするが、その前に席替えを行おうと思う」

「うおお！　さっすが特待クラスの先生、分かってる！」

　ヴァレンスの言葉に湧わいたのは、先程のシュリオという少年だった。

　少年らしい少年というか、この年とし頃ごろの者達にとってはこういうのは楽しかろう。

　言葉にはせずとも、教室内には張り詰つめた空気に代わり明るい空気が満ち始めていた。

　どうやら、これはヴァレンスの評判を上げるきっかけになったようだ。感謝してほしいくらいである。

「それでは、クジを作るので少し待っていろ……」

　しかしヴァレンスは肩かたを下げる。

　全く、ガーディフといい何故こいつらは私を悪者のように扱あつかうのか。

　だが奴やつと同じ調子ならば上手うまくやっていけそうだ。僅かではあるが、私もまた慣れぬ生活に憂ゆう慮りよしていたので、こういう融ゆう通ずうがきく存在はありがたい。

　席替えによって私は無事授業中のアリエッタをよく見られる席を手に入れた。

　なるほど、良いじゃないか学校生活。まだ見ぬ日々に、私は胸を躍らせた。




　　　　◆




「席の移動は済んだな。これで本当に今日は終わりだ。これより男女に分かれ寮りようへと移動する。女子の引いん率そつの教師を呼んでくるので、その間歓かん談だんでもしているといい」

　私が要求した席替えをもって一日の行程が終わったと言い残し、ヴァレンスが教室を後にする。

　ヴァレンスが出ていってドアが閉じられた瞬しゆん間かん、教室は一気に歓喜に満たされた。

　世界最高の学校で一日を終えたという充じゆう足そく感、それによる緊きん張ちようからの解放、強こわ面もてながらも優やさしさを垣かい間ま見みせる優秀な教師──この一日は、今日のために邁まい進しんしてきた少年少女にとって最高の物となっただろう。

　ヴァレンスからの言いつけを忠実に守る生徒達は、各おの々おのが好きなように歓談をしている。

　試験で意気投合した者同士、席が近い者同士、珍めずらしいものとしては予備校からの付き合いで──教室中で、会話が巻き起こっている。

「ねえねえ、アリエッタさんは何ど処こから来たの？」

「どこの予備校に行ってた？」

　中でも、アリエッタは男女問わずにクラスメイト達から囲まれていた。

　可か憐れんさ、優秀さ──この特待クラスにあってなお、明らかに秀ひいでた要素は人を惹ひき付ける。

「ええと、学校に通うのはここからです。とっても素す晴ばらしい先生に、一対一で修行をつけてもらっていました」

「尊敬するお師し匠しよう様って人？」

「予備校行ってなかったんだ！　すっごい！」

　今日が始まったばかりの空気の中では嫉しつ妬とさえ引き起こしたような回答も、今ではアリエッタへの羨せん望ぼうの眼まな差ざしを更さらに深めていく。

　悪い空気を変えたのは、明らかに先さき程ほどの自己紹しよう介かいだろう。

　なんというか……アリエッタは、守ってやりたくなるのだ。同年代と比べても小こ柄がらな身体からだに、丁てい寧ねいな物もの腰ごし。優秀でありながら決して驕おごらず。

　弟子ではあるが、学生としては私も見習わねばなるまい。

「好きなタイプは!?」

「気になる人とかいる？」

「わわっ……一気に聞かれると、困りますっ」

　それにしても──くくっ、中々いい姿が見られた。

　学生達に押し寄せられるアリエッタは明らかに困こん惑わくしている。彼女が困惑するのは珍しい姿だ。

　私の館やかたに迎むかえ入れたばかりの頃はそうでもなかったが、近頃は心身ともに強く育ってくれ、慌あわてふためく事などとんとなかったからな。

　愛まな弟で子しの姿を脳のう裏りに焼き付けんと、私は冷静を装よそおってアリエッタを観察していた。

「うっわ、すっげー人気だな、アリエッタさん」

　そんな折、頭上から声がかけられる。

　軽い調子で、呟つぶやくような内容は独り言かとも思ったが、ふと見上げてみれば声の持ち主と目が合う。

　やはり私に向けて言葉を発していたようだ。

「確か、シュリオといったか」

「おっ！　覚えててくれたのか！　さっすがぶっちぎりのトップ合格……ってちょっとイヤミっぽいなこれ？」

　そこに居たのは、私が興味を惹かれた者の一人、シュリオ＝レントハイムだった。

　軽けい薄はくな態度に、人ひと懐なつこい笑え顔がお。

　嫌いや味みっぽいと付け足された言葉には、しかしすぐに悪意がないとわかるほど軽快な口調。

　この少年も、中々に人とのコミュニケーションがうまいのだろうとすぐに分かった。

「いや、そうでもない。それよりも、何か用か？」

「用ってほどでもねーんだけど、ちょっと気になったみたいな？　っていうか代理？　アリエッタさんとも親しげだったし、トップ合格者二人が知り合いってみんな気になってるみたいだから俺が聞きに来たっつーか」

　私の不器用な返答にも嫌いやな顔をせず、話を広げてくる辺りかなりのツワモノの様だ。

　しかし言っている事には偽いつわりがないらしく、気がつけばシュリオの言葉通り、生徒達の注意が私に向いているのが感じられた。

　……ふむ、試験ではガーディフへの意い趣しゆ返がえしを優先するあまりに目立ちすぎたようだな。

「彼女とは試験で会ったのが初めてだ。尤もつとも、その時から優すぐれた魔術師だと気にはなっていたが」

「え、マジで？　大分仲良さそうと思ってたけど……」

「それは彼女の人ひと柄がらによるものだろう。見ての通り私自身は会話が──苦手でな。態度と表情で誤解されやすい。気にせず会話出来る者の存在がありがたかったんだ。そういう意味だとシュリオ、お前も中々話しやすくていい」

「おお？　なんか予想外のキャラだな。でも悪い気はしねーなぁ」

　どうやら相当警けい戒かいされているようなので、シュリオとの会話を通してその印象をぼやかそうと、私はなるべく大人しめに返答する。

　彼と会話しやすいのは事実だった。まったく対等な視線から交かわされる会話というのはかなり新しん鮮せんな感覚で、話題を引き出してくれる事もあって自分でも饒じよう舌ぜつだと感じてしまうほどだ。

「なんか、もっと怖こわい奴だと思ってたから意外だな。笑ってると印象違ちがうし、他の奴らにもそうしてやるといいぜ」

「参考になる」

「へへっ、なら良かった！　んじゃ、俺は他の所行ってくるわ！」

　彼が私に話しかけてきたのは、クラスメイトへの挨あい拶さつの途と中ちゆうで──と言ったところだろうか。

　ついでの様な扱いではあるが、悪い気はしない。どころか、感心できる。ああいったマメさは、意識しても私には難しい。

　それに、シュリオが話しかけてくれたおかげで生徒達から私への視線も大分和やわらいだようだ。

　アリエッタに向けられていたそれとは違い、私にかけられるのは恐きよう怖ふと警戒で十割だったので、少し居い心ごこ地ちが良くなった。

　視線を集めれば、それだけ動きづらくなるからな。

　そう言ったところを考えると、やはり私の方から警戒を解くよう動くべきだろうか。

　シュリオの様に挨拶回りをするのは理想的なのだろうが、私はあのようには動けんな。

「テオドールさん、と仰おつしやったかしら。よければ少しお話ししません事？」

「お前は──確か、シャーロット＝ソーニッジ」

「あら覚えてらっしゃったのね。光栄ですわ」

　などと考えていると、今度はシャーロット＝ソーニッジが話しかけてきた。アリエッタ以外にはシュリオとあと一人、名前を覚えていた数少ない同級生の一人だ。

　予想外の人物から話しかけられて、眉まゆが動く。

　率そつ直ちよくに言って、彼女から話しかけられるとは思っていなかったからだ。先程、講堂へ向かう際に睨にらみつけられた事が印象に残っていたからだ。

　しかし彼女は私に良い印象を持っていなかったようだが──という私の考えは、間違っていなかったように感じられる。

　シュリオとよく似た声のかけ方であったが、その声にはシュリオのものに含ふくまれていなかった敵意が感じられたからだ。

「その分だと親交を深めに来た──というわけではなさそうだが」

「わかりまして？　ええそうです。本日はご挨拶に参りましたの」

　挨拶とはいうが、穏おだやかに細められた目は友好の笑みではない。

　親交を深めに来たのではないのならば──目的はやはり、宣戦布告といった所だろう。

「試験では目覚ましい活かつ躍やくをしておられましたが──ソーニッジの家の者として、一番でない事は許されませんの」

　あくまで微笑ほほえみを浮うかべたまま、シャーロットが言う。

　僅わずかな怒いかりと、薄うす皮かわ一枚の下に巡めぐらせる青い怒り。他者から向けられるものとしては、なんとも新鮮な感情だった。

　悪くない。試験で見た彼女は筆記も実技も優ゆう秀しゆうであった。今感じられる潜せん在ざい魔力も、天才と言って憚はばかりがないものだ。

　故ゆえに、先程は優秀な彼女に興味を引かれた。私が目をかけるほどだ、実技試験での私を見ていれば、実力の差が途と方ほうも無い事だけはわかるだろう。にもかかわらずこうして絡からんでくるという事は──愚おろかだ。だが、それがいい。
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「ほう、ならばどうする？」

「貴方あなたを超こえますわ。もうおわかりでしょうけど、今日はその宣戦布告です」

　次元の狭間はざまに引きこもっていたというのもあるが、若い敵意を向けられるのは本当に久々な事だ。

　ガーディフあたりが見れば、顔を青くするのかも知れないが──敵という存在を久しく見ていない私にとっては、これもまたよい彩いろどりだ。

「そうか、楽しみにしている」

「……ふん」

　心から出た一言だった。

　またそれに腹を立てているようだが、楽しみなものは楽しみなのだから仕方がない。

　と、そんな彼女の様子に口角を上げると──

「……テオドールさん？　今、お忙いそがしいでしょうか」

　生徒達の囲みを抜ぬけ出してきたアリエッタが、近づいてきた。

　……しかし、何な故ぜだろう。穏やかな笑みを浮かべているはずのアリエッタには、無意識に、薫かおるような魔ま力りよくがにじみ出ていた。

「ひっ」

　滲しん出しゆつしているのはほんの僅かな魔力だ。常人ならば余程神経を使って感知力を高めていなければ感じ取れないようなものだが、別の『圧』として感じ取ったのだろう、シャーロットが引きつった声を上げた。

「あ、アリエッタ＝ペルティアさん。貴方も、私わたくしにとっては越こえるべき壁かべですのよ。どうぞ、油断なきようお願いいたしますわ」

　だがすぐに持ち直すと、シャーロットはそれだけを告げて去っていった。

　……ふむ。優秀ではあるが、高飛車なようで、実の所は気が小さいのかも知れない。

「ええと、確か……シャーロット＝ソーニッジさんでしたか？」

「ああ。私達を超えるから見ていろ、との事だ」

「……へえ。面おも白しろい方ですね。わたしはともかく、テオさんを超えるというのは」

　にこやかでありつつも、なにか違い和わ感のある表情に首を傾かしげる。

　しかしまばたきをすると、アリエッタはいつもの柔やわらかい笑顔に戻もどっていた。

「ふっ……まあいい。それよりもどうだ、学校ではやっていけそうか」

「はい。皆みなさん大変良くしてくれます。にぎやかで、少々困惑しましたけど……」

　アリエッタがちらりと視線を送った先には、大きく腕うでを振ふるう少女達が見える。

　こんなににぎやかな場の経験はあまりないだろうから、無理もない。

　かくいう私も、珍めずらしく居づらさのようなものを感じていた。

　しかし最も気になっていた遠巻きな視線は、今では落ち着きを見せていた。

「それにしても、皆さん明るいですね。もっとエリート、って感じの人が多いのかなあと思っていましたけれど」

「ああ──なんとするべきか、ここに集まっているのは各地の予備校でもトップという者達だったのだろう。本質的に明るい者が多いのかも知れないな」

　アリエッタとの話題に上ったのは、特待クラスの生徒達の事だった。

　言う通り、私もこういった場所の特待クラスとあってはもう少し選民思想的なものが染しみ付いているかと思ったがそれは事実ではないようだ。

　優れた魔術師が強きよう烈れつな自我を生成するのは珍しくない。が、ここにいる子供達の中にはそれらの負の感情は少ないようだった。

　当然そういったものも無いではないが──今述べたとおり、特待生の殆ほとんどは各地の予備校でトップだった者達、羨せん望ぼうを受ける側だった者が集まっていると言っていい。

　私の下もとで修行を受ける前のアリエッタは、輝かがやきを羨うらやむ側に居た。本人の気高さから嫉しつ妬となどは無む縁えんだったようだが、彼ら『持つ者』が選民思想的なものを持っていると考えて緊きん張ちようしていたようだ。

　アリエッタとの会話は、途と切ぎれる事なく続いた。

　しかしその間、アリエッタはずっと落ち着かない様子で居る。

　これだけ親しげに会話していて、私が『持つ者』の選民思想的なものを持っているとは思わないだろうが、見慣れぬその姿に一体どうしたのだと私が考えていると──

「あっ、あの！　テオ……ドール、さん。実はお願いがあるのですが……」

　改まって、アリエッタがそう切り出す。この様な姿は館やかたに居ても見た事がない。

「……？　言ってみるといい」

　私がアリエッタの願いを無下にするなどありえない。

　考えるまでもなく返すとアリエッタはわずかに逡しゆん巡じゆんして、息を吸い込んで心を整える。

「その、テオさんって呼んでも、いいですか？」

　そしてたっぷりの勇気を振り絞しぼって、そう伝えてきた。

　……なんとまあ。どうやら『テオドール』は大分懐なつかれていたようだ。

　おそらく、テオドールの姿に私の姿を重ねていたのだろうと推測するのは難しくない。

　平気そうにしていてもやはり緊張してたのだろうか。

　愛あい称しようで呼ばせて欲しい──というのは彼女なりの、友人になってくれというメッセージと契けい約やくなのだろう。

　親愛の情であるそれを受け入れる事をもって友達という関係を結ぼう、と。

　私はそれを嬉うれしく思いつつも、心中で眉を顰ひそめていた。それ自体は大だい歓かん迎げいなのだが、テオさんというのは私の本名そのものだ。

　同じ名前を呼ばせ続ければ、姿と名前が重なっていって、私を本人だと気づく事もあるかも知れない──それは、少し好ましくなかった。

「ああ──構わん」

「……！　ありがとうございます！」

　だがそれはそれ。アリエッタから愛称で呼ばれるという経験には代えがたい。

　素す晴ばらしきかな学園生活。何事も新しい事には挑ちよう戦せんしてみるものだ。その感動に打ち震ふるえていると、やがて試験で見かけた女性教きよう諭ゆを伴ともなってヴァレンスが戻ってくる。

　当たり前ではあるが、残念ながら寮りようは男女別々だ。魔術師の眼めも覗のぞきという言葉の存在を考えると使えんし、私生活を保証する意味合いでも私の眼が届かない時間は必要だろう。

　そればかりはやはり寂さびしいが──今は、それ以上に学園生活が楽しみである。

　喉のどを鳴らすと、またヴァレンスが警戒を強めるのが分かったが今の私は機き嫌げんがいい。

　新しい生活は、鮮せん烈れつな彩りを持って始まろうとしていた──








第五話　最初の授業






　魔法学校で生徒として過ごす、最初の一日が始まった。

　私としては今いま更さら学ぶ事も無いので、学生としての生活というよりは、自らの力で道を歩むアリエッタの観察一日目といったところだが。

「では、これより授業を開始していく。各自、魔法器具の忘れはないか」

　しかしそれはそれ。学生としてこの場にいる以上は、学校側の指示には出来る限り従っておこうという気持ちはある。

　今、私達は早さつ速そく昨日ガーディフが演説を行った講堂へとやって来ていた。

　広く、丈じよう夫ぶな空間はやはり魔術の修練場も兼かねていたようだ。

「本日は基本の魔術の扱あつかいを学んでいく。こうして基本の魔術と聞いて、拍ひよう子し抜ぬけした者もいるだろう。だが安心しろ、基本の魔術とは言ったが、今日教えるのはそれをいかに応用するかという技術の方だ」

　淡たん々たんとしているようで、退たい屈くつそうにしている生徒達へと視線の棘とげを飛ばしつつ、授業を続けていく。

　ヴァレンスの言葉に思い当たりがある者はハッと息を飲み、元より真しん剣けんに聞いていた者達は一層姿勢を正す。

　よく見ているようだ。生徒が多くとも一人一人に気を配るのは、教師として優すぐれている証しよう拠こだ。

　多くの弟で子しを持つつもりはないが、ヴァレンスの教師としての手しゆ腕わんは、学ぶところがあると感じていた。

「昨日見た学園長の魔術は記き憶おくに新しいだろう。あれは魔術の遠えん隔かく生成法と、魔力の操作を合わせたものなのだが、今日はそれらの技術を学んでいってもらう」

　また、こうして生徒達の意欲を擽くすぐるのもうまい。

　ガーディフの演技は生徒達には大変な刺し激げきだったようだが、その経験と、これから教える技術が結びつけられている。

　昨日ガーディフの魔術に感動を受けた者には、その一言は良く効くだろう。

　ここ特待クラスにいる生徒達は、いわば全員が成功者だ。希望溢あふれる彼らにとって、憧あこがれの場所へやがて到とう達たつする技術というのは大きな意欲となるだろう。

「魔術の遠隔生成はまだ少し難しいかもしれんが、戦せん闘とうを行う上では必ず役に立つ技術だ。用よう途とは多た岐きに亘わたるが、代表的なものとしてはやはり多角的な攻こう撃げきが行えるようになることだな。例えば、相手の背後から魔ま術じゆつを放てるようになれば、ぐっと戦術的に戦えるようになるだろう」

　私は教師としてのヴァレンスを観察しつつ、生徒達はヴァレンスの教える技術を吸収すべく──理由は少し違ちがうものの、特待クラスの全員がヴァレンスの話に聞き入っているようだった。

「では実技の方に入っていく。十分な距きよ離りを取り、まずは僅わずかな距離でもいい、少しずつ遠くに生成出来るようにしていくのだ。それでは始めよ」

　そうしているうち、第一回目となる授業が始まった。

　名門校という名前の割に厳しい雰ふん囲い気きはなく、和気あいあいとしている。

「くっ、く……出来た！　これ出来たんじゃね!?」

「それは身体からだから出したのを離はなしただけでしょ」

　生徒の殆ほとんどは、身体から離した場所に魔術を生成するという技術に苦戦しているようだった。

　ヴァレンスの言うとおり、身体から離れた場所に魔術を生成するというのは高等技術なのだ。本来魔術学園に通い始めるのは十五歳から──しかしここにいる者達は名門校に合格すべく、それより前から事前に私し塾じゆくなどで魔術を学ぶ。が、魔術の遠隔発動を人に教えられるレベルで修めている者は少ないのだ。

　事前にたっぷりと知識を学んできた彼らでも、高等技術となれば苦戦はするのだろう。

　それでも、既すでにこの技術を扱える者はいる。

「わあ、シャーロットさんもう出来るんだ！　事前に勉強してたり？」

「……静かに、集中が乱れてしまいますわ」

「あ、ゴメン……」

　アリエッタ以外では唯ゆい一いつ、シャーロットがそうだった。一マートルほど離れた所に、雷かみなりの魔力球が浮うかんでいる。

　学生の身で既にこれほどの遠隔制せい御ぎよを可能としているのは、流石さすがといったところだ。

　だがこれはれっきとした高等技術。そこに余よ裕ゆうはなく、クラスメイトの賞賛にも苛いら立だちまじりの声を返す。

　しかしこれではなんというか、不器用だな。それは魔術の話ではなく、人間関係の話だ。特待クラスの面々は明るい者が多いから良いものの、一いつ般ぱんの社会でこれを行えば一いつ瞬しゆんで孤こ立りつすることだろう。人間というのは通常、たった一人で行きていけるようには出来ていない。嫌きらわれるよりは好かれた方が得だとは思うが──

　ともかく。ではアリエッタはどうか。

「わ、わ。スゴい、アリエッタさん！　もう完かん璧ぺきじゃない！」

「ありがとうございます。この技術は既に習っていますので」

　求められるに十分といえる水準を既に満たしている。

　頭上高く、十マートルはある高さを、アリエッタが得意とする火の魔術が泳いでいた。

「素晴らしい。お前ほどの若さでこうも遠隔魔術を使いこなす者は中々いないだろうな」

「ありがとうございます、ヴァレンス教諭。でも、わたし自身は教わった事をしているだけです。先生が良かったのですよ」

　この年とし頃ごろの子供ならば、一マートルも離して生成できれば上出来だろう。しかしその十倍の距離を悠ゆう々ゆうとこなすアリエッタには、思わずヴァレンスからも賞賛の言葉が漏もれる。

　周りを取り囲む生徒達はヴァレンスが散らすまでアリエッタに尊敬の眼まな差ざしを向けていて──なんとも気分が良くなる一幕であった。

「うーん……難しいなあ……」

　そうしてアリエッタを見守っていると、ふと近くで女子生徒が唸うなっているのを発見する。

　普ふ段だんであれば、気にもとめないだろうが──きっと、私も上じよう機き嫌げんだったのだろう。

「身体から、魔術を生成したい場所に、魔力で糸をつなげるイメージをしてみるといい」

「えっ……て、テオドール君……？　は、はい！」

「糸はどの様なものでもいい。細くとも、太くとも。感覚的にその位置と身体がつながっているように感じられれば──どうだ？」

　見知らぬ女子生徒を相手に、柄がらにもないアドバイスなどをしていた。

　すると──

「でっ……出来た！　これ出来てるよね！」

「上出来だ。まずはそうして感覚を掴つかんでいくといい。慣れればより直感的に、遠くへと距離を伸のばしていけるだろう」

「ありがとーっ！　こんなすぐ出来るなんて！　テオドール君、やっぱり天才っ!?」

　少女は私の手を握にぎり、勢いよく上下させる。その度たび揺ゆれる黒くろ髪かみが活発な印象だった。

　やはり、この特待クラスには明るい者が多い。

「あっ……いきなりごめんね。私エドナ。エドナ＝ノートン！　よろしくね！」

「ああ、私は──先ほど名を呼んだな、知っているか」

「有名だから、それはね。でもやっぱりすごいよ！　こんな的確なアドバイスは無いって思ったな。テオドール君ももう出来るの？」

「それはまあ出来るが──」

「ねえねえ見せてよ！　一番凄すごいやつ！」

「あ、ああ……」

　……いや、しかし随ずい分ぶんと積極的だな。

　つい肯こう定ていしてしまったが、一番凄いやつと言われると困るな。

　学生として適正と言えるレベルはアリエッタがとっくに超こえてしまっているが、アリエッタよりも下というのは師し匠しようとして示しがつかないし──

　見れば、ヴァレンスが此方こちらを睨にらみつけている。分を弁わきまえろと目が語っていた。学生の内はある程度従うつもりはあるのだが、やはり程度がわからない。

「……こんな感じでいいだろうか」

「す……すっご！　二つも！　アリエッタさんくらいの位置に出してる！」

　結局迷った末に行ったのは、初級の魔術を二つ、アリエッタと同じくらいの高さに出すというものだった。

　アリエッタよりやや上を目指したつもりだったのだが、エドナの反応を見ると、少しやりすぎた位かもしれない。

「なになに？」

「うわ……テオドールさんすっげ……」

「やっぱあいつも出来るのか……？」

「くっ……またテオドールさん、ですの」

　エドナの大きな声に、講堂中に散っていた生徒達の視点が集まってくる。

　……これはいけない。

　視線を集めるのは本意ではない。やはり気まぐれなど起こすものではなかったか。

「ねえみんな、テオドール君すっごいよ！　アドバイスも超ちよう的確！　私もすぐ出来るようになっちゃった！」

　だが、エドナの大きな声が、視線だけではなく生徒達の身体までも集めていく。

　今ここでそれをやめさせたら、また警けい戒かい心が強くなってしまうだろう。なすがままに、私はそれを見ている他ほか無かった。

「え？　あの子テオドールさんに教えてもらってたん？」

「意外と怖こわくない……のかな？」

　エドナの声に釣つられてやって来る生徒達。

　私はどうも試験での結果から恐おそれられているまではいかなくとも警戒はされていたようなのだが、それがかなり薄うすまっているのを感じられた。

　視線は集まったが、警戒は薄くなった──長期的に見れば、目立たないようにと言う観点では得をした……だろうか。

「えー……テオドールさん、俺らも教えてもらっていいスか」

「良ければ私にもいいかなーって……」

　集まってきた者の中から何人かが恐る恐ると声を出す。

　恐れよりも向上心が勝った結果だろうが──それは大いに評価したい。

　……ここまで集まってしまい、声までかけられては、今更断る事に得はないか。

「……構わん。一度、私の前で試ためしてみろ。何か良い具合の助言が出来るかもしれん」

「あ、あい！」

「うん……！」

　まだなんとなく警戒はされているようだが。

　成功体験を得れば、それも薄れていくかもしれんな。

　思い思いに遠隔発動魔術に挑ちよう戦せんする生徒達を見ながら、的確な助言を飛ばしていく。

「お前は、理り詰づめが得意のようだな。空間を箱で区切るように考えて、その箱の中に魔力を満たす、出来るのならば魔術を作るイメージがいいかもしれん。逆にお前は感覚型──短い距離でいいのならば、空想の腕うでの上に魔術を発動するイメージか。やってみろ」

「箱の中……こ、こうッスか……!?　で、出来た！　マジ!?」

「空想の手……あ、な、なるほど……っ！」

　魔力の使い方を見れば、その者の流りゆう儀ぎが何となく分かるというものだ。

　それぞれに合ったイメージは調整させるつもりだったが、男女の生徒は二人とも魔術を完成させる。ここに来ている以上、彼らも程度は違えど天才に他ならないというわけだ。

　少しばかり、感心した。しっかりと優ゆう秀しゆうな者を集められる学園のシステム、そしてそれらの篩ふるいに残った少年少女の優秀さに。

「な、なあ、俺達も……」

「行ってみるか……？」

　その向上心もまた、中々大したものだ。遠巻きに見ていた者達も、此方へ向かってくる。

　一部、そうではない者もいるみたいだが。

「……っ」

　気づけば、シャーロットも私の方を見ていたようだ。目が合うと、意識してシャーロットが視線をそらす。

　興味はあるようだが、彼らのように教えを請こおうというつもりはないらしい。それは決して向上心がないというわけではなく、ひとえに彼女の持つプライド故ゆえのものだろう。

　これはこれで、私にとっては好ましいものだ。今後彼女がどういう成長を遂とげるか、少しだけ気になるな。

　しかし今はそれよりも、教えを必要とする生徒達の方だ。

　気がつけば、私の周りにはクラスの三分の一ほどの少年少女達が集まっていた。これは目立たないという目的は大失敗だな。ガーディフやヴァレンスからはそのあたりを強く言われているが──

　横目でヴァレンスを窺うかがえば、なんとも味わい深く分かりづらくはあるが、口角を僅かに上げているのが分かった。

　丸くなった、とでも思っているのだろうな。三界戦争当時の者達が見れば、多分そうなるだろうと私自身思う。

　こうなれば、やるしかないか。

「えっと、テオドールさん。私はどうすればいいかな」

「お前は──どちらかと言えば感覚型と見受ける。手を寄よ越こせ」

「う、うん」

　思わぬ展開だが、物を教える事自体は嫌いではないのは、アリエッタで照明済みだ。

　女子生徒に手を差し伸べると、戸と惑まどいがちながらそこへ手が置かれる。

　手を取った私は極ごく微び量りような量に魔ま力りよくを調整しつつ、少女の手に魔力を纏まとわせ、そこから宙へ魔力を伸ばす。

「魔力が伸びているのを感じるか。そこに自分の魔力を沿わせてみせろ。……いい調子だ」

「あっ……こ、こういうこと？　わっ、わっ……！　ホントに出来ちゃった！」

　理論よりも感覚で魔術を使う者には、一度でも成功体験を作ってやれば簡単だ。

　喜ぶ少女から手を離すと、戸惑いも何ど処こかに吹ふき飛んで全力で喜びを表現してくる。

　私は他人のおせっかいを焼くような人間ではなかったが、こうしてアリエッタと同じくらいの少年少女が喜んで感謝を伝えてくるのは、いいものだな。

　こうなれば全員まとめて面めん倒どうを見てやるか──と、考えたその瞬しゆん間かんだった。

「あの……テオドールさん」

　僅わずかに感じる袖そでの重みに、横へ振ふり向く。

　が、その声を聞き慣れている私には顔を向けるよりも先に、誰だれのものかわかった。

「アリエッタか。どうした？」

「あ、いえ、なんとなく……その。ちょっとうらやましいなって見てました。わたしも、混ぜてもらっていいでしょうか……？」

　アリエッタのものだ。何な故ぜだかいつもよりか響ひびき方が重いような気がしたが、そこは私。それでも間ま違ちがえるはずがない。にぎやかなのを見て、寄ってきたようだ。うむ、積極的にクラスの輪に加わっていくのは好ましい。

「断るなどあろうはずもない。丁度手が欲ほしかったところだ。そうだな……では彼女らに感覚を教えてやってくれ。理論派のお前となら感覚の相あい性しようもいいだろう」

「……！　はいっ、テオさん！」

　理論派の者を分けて、アリエッタに指導を任せると、アリエッタは満面の笑えみを浮うかべる。

　誰かの役に立つ事が嬉うれしいのだろう。道徳的に優すぐれた少女に成長して、嬉しい限りである。

「じゃあ皆みなさん、お願いしますね。テオさんから任されたので、わたしも頑がん張ばりますっ！」

「あっ、やっぱ可愛かわいい」

「小こ柄がらでいいよね……アリエッタさん」

　先さき程ほどまで警戒されていた私とは違い、アリエッタは既すでにクラスの者達に受け入れられている。小柄で可か憐れんであるゆえか、とりわけ女子生徒に人気が高いようだ。

　最初は友人ができるかどうかというのも心配だったが、不要な考えだったようだ。

　アリエッタも真ま面じ目めな性格からだろうか、誰かに何かを教えるということを楽しんでいるようだ。

　やがて集まってきた生徒達の殆ほとんどが遠えん隔かく操作の魔術を扱あつかえるようになった頃ころだった。

「しっかし、アリエッタさんとテオドールさんは流石さすがだよなあ。コツが分かっても俺らじゃ一マートルも離はなせないってのに、らくらく十マートルは離しちまうんだから」

「大人の魔術師でもあれだけ離すのは難しいんじゃないの。五マートルも離せれば上出来って聞いたけど……アリエッタさん達は、もうそういうレベルじゃないもんね」

　ふと、そんな話題が雑談のテーマに選ばれる。

　それは紛まぎれもない賞賛だった。一人がそれを口にすると集まった生徒達に一気に広がり、わっと賞賛の嵐あらしが私達へ浴びせかけられる。

「わ、わ……！　そんな、わたしなんてまだまだで……！」

「いやそんな事ないよ！　大人の人でも出来ないことが出来るって、十分スゴいって！」

「謙けん遜そんもしすぎは良くないよー？　ねえねえ、アリエッタさん達は何処の予備校に通ってたの？　私も同じところ行ってれば少しは出来たかなー」

　話題はその優秀さが何処から来ているかというものに移っていく。

　問いかけに、アリエッタは嬉しそうな表情を浮かべる。

「あ、わたしは予備校には通ってないんですよ。魔術のお師し匠しよう様が居て、その方に全部教えてもらっているんです」

「予備校行ってないの!?　それでその実力……っ!?」

「そ、そのお師匠様すごすぎない？」

「はいっ！　わたしの先生は、世界一です！」

　なぜ嬉しそうに答えたかと言えば、多分それは私の自じ慢まんを出来るからだ。

　流石に少しばかり面おも映はゆいが、アリエッタがこう言ってくれるというのは、師匠冥みよう利りにすぎるというものだ。

「スゴい魔術師のマンツーマンかー。羨うらやましいなあ」

「ちなみに、どんなことを学んでたの？」

「順序立てて、魔法の基き礎そ技術を教えてくださっていましたね。ですがそれよりは、基礎の力を伸のばすための修行がメインでしたよ」

　生徒達からの質問にアリエッタは、遠い昔を懐なつかしむかのように、愛いとおしげに語る。

　彼女にとってもあの日々は良き思い出なのだろう。私と同じ様に過去を慈いつくしんでくれるというのは、つながりのようなものが感じられて嬉しい。

「あー……それで試験のあの結果かあ。良ければ修行の内容とか聞いても？」

「そうですね……やっぱり魔力は使うだけ成長していくので、それにちなんだ内容が多かったですよ。炎ほのおの中で耐たい熱ねつの魔術を使って立っているとか、逆に水が一瞬で凍こおるくらいの寒さを防ぎ続けるとか……実戦的なのだと三倍くらい魔力消費が大きくなる魔道具を付けて『サンダータイガー』の群れと戦うとかも有りました」

「さ、サンダータイガー!?　って、危険度上級の魔物じゃん！」

「火の中って……マジ？　死ぬじゃん普ふ通つうに……」

「そうなる前には先生が助けてくれますから。ですから安心して全力を出せるんです！」

　かつて私が課した修行の内容をにこやかに語るアリエッタと対象的に、青ざめる生徒達。

　耐熱耐寒の魔術は、範はん囲い攻こう撃げきに選ばれやすい火と氷の呪じゆ文もんに対する耐性を身につけるにはうってつけの魔術だ。そういった実戦的な魔術の扱いを熟達させつつ、魔力の絶対値も伸ばす。当然、アリエッタの身体からだに危害が及およぶようなヘマはしない。

　安全でかつ効率的に、実戦的な魔術も学べるバランスの良い修行だと思うのだが。

　まあ火の中で過ごせるほどの耐熱魔術はそこそこの修練が無くては出来ないだろうが……何をそんなに驚おどろくことがあるやら。

「じゃ、じゃあそんなアリエッタさんよりヤバいテオドールさんは一体……？」

「わからねー……想像もしたくねー……」

　しかし生徒達の顔は優れぬまま、話題は私の方に飛んでくる。

　が、アリエッタとは違い、私がどういう修練を積んでいるか聞く素そ振ぶりはない。

　まあ聞かれた所で正直に答えるわけにもいかないのだが。主に先程から此方こちらの動向を窺い続けている教師殿どののせいで。

　とはいえ試験では少しはしゃぎすぎたのは事実だな。何もしていなくとも、アリエッタに目が向けば放ほうっておいても私の話題が上がってきてしまう。

「強くなるって、大変なんだなあ……」

　生徒の一人が遠い目でそう呟つぶやく。頷うなずく他の生徒達、首を傾かしげるアリエッタ。

　彼女にとっては全すべての修行は『普通』なのだ。大変という自覚はあまりないのだろう。

　だが、生徒が呟いた言葉もまた事実。強くなるというのは大変なのだ。そこそこ程度には。

「でも努力は裏切りませんよ。皆さん、一いつ緒しよに頑張りましょう！」

「お、お手て柔やわらかにお願いします……っ！」

　意気込むアリエッタと、戦々恐きよう々きようとする生徒達。

　結局授業が終わってもその日は何もなく──生徒達がほっと胸をなでおろすのが印象に残った一日だった。








第六話　課外授業に向けて






「……と、こうして現れたのが我が校の学園長でもあるガーディフ＝ゴードリックだ」

　学校生活が始まり、そろそろ一ヶ月が経過しようとしている頃。

　私は春の麗うららかな日差しの暖かさを楽しみつつ、ヴァレンスの授業の進め方からモノの教え方というものを学んでいた。

　今日の授業の内容は『三界戦争』にまつわる話だ。私とすれば実体験した出来事なので、退たい屈くつ極きわまりない──と思っていたが、これが中々興味深い。

　というのも、私が知っているのは大まかな流れだけで、細かい部分については殆ほとんど知らなかったのだ。なにせ私が動き始めたのは後半も後半。直接動き始めたのは終戦三日前だ。

「若き日の学園長の奮ふん闘とうで人間側の被ひ害がいは激減したとし、この頃ころから彼を『英えい雄ゆう』と扱う声が大きくなっていったとされる。だが、この頃になると魔族側も『魔王』と呼ばれる存在を投入し、戦争は激化、終戦の気配は見えなかった」

　だが、ヴァレンスの語りは私が知っている部分に突とつ入にゆうしていた。

　それもそのはず、その『魔王』が出てきたからこそ私も興味を惹ひかれ、直接動き始めたのだから。

「この頃、突とつ如じよとして現れたのが──『テオ＝イルヴラム』だ。彼に関しては……あー、正直に言って謎なぞが多い。終戦直後に出てきただけで大した事はしていないという学者もいる……が、それは大きな間違いだ！」

　三界戦争の話が終しゆう盤ばんに突入し、私の名前が現れる。普ふ段だん冷静なヴァレンスがわかりやすいまでに機き嫌げんを悪くしたのが生徒達にも伝わっているようで、困こん惑わくのざわめきが巻き起こる。

　だがヴァレンスは構わずに続けた。

「突如として現れたこの男は、ある日突然前線に立ち始めた。それが終戦三日前の事だ……！　人間と魔ま族ぞくの戦いは拮きつ抗こうしていたがこの男が現れてから戦せん況きようは激変、魔族はたった三日で魔王も打ち倒たおされ、継けい戦せん不可能なまでの打撃を与あたえられることになったのだ！」

　事実である。魔族が投入した『魔王』という存在は、私にとっては取るに足らない存在だったが、放っておいたら人間界を破は壊かいし尽つくす程度の脅きよう威いではあったのだ。

「……失礼、取り乱したな。ともかくこれにより三界戦争は終戦、魔族は魔界へと帰っていき、以降は大きな動きはないとされている。そのあまりにも突飛な功績から、その存在自体が幻まぼろしとする者もいるが、この男の存在は事実だ。学園長に聞けば解わかるだろう」

　そんなこんなで終戦し、今に至る。魔族は私の存在を恐おそれているらしく、三界戦争以降魔族が人間界で起こした大きな事件はない……と。

　改めて聞いてもなんとも善良な話だと思うがな。ヴァレンスは私が気まぐれで終戦させたということを快く思っていないようだ。

「これは俺が独力で調べたことだが──このテオ＝イルヴラムという男、三界戦争以前にも活動している形けい跡せきが見られる。俺としては伝説に残る邪じや竜りゆうエルヴィムを倒したのも、この男なのではないかと考えている。他にも──」

「……エルヴィムって、御お伽とぎ噺ばなしの？　五百年以上前のお話だって言うけど……」

「でもなんとなく……イルヴラムとエルヴィムって響ひびきが似てるかも……」

　独力で調べた。その言葉には若じやつ干かん引いたが、その調査は確かなものだった。

　邪竜エルヴィムとは御伽噺に存在する邪悪な竜の名前だ。邪悪な魔術師が己おのれの命を捧ささげ、召しよう喚かんした邪竜は人間界を滅ほろぼそうと暴れまわるが、最後は一人の魔術師に討とう伐ばつされる、というものである。よくある御伽噺のようだが、実在の出来事である。これも放っておくと人間の世界が滅ぶと見た私が事態を収束させたのだ。

　エルヴィムというのも、当時名乗った私の名前が捻ねじれて伝わった結果だろうな。

「ほお」

　よく調べている。ヴァレンスの調査に、思わず感心の息を吐はき出した。

　此方を睨にらんでいるので、私の反応は見えたろう。事実ということも伝わったようで、ヴァレンスはぐぬ、と息を吞のんだ。

　が、やがて力が抜ぬけたようにため息を吐き出す。

「……今日の授業はこれまで。皆ご苦労だった」

　いや、中々有意義であった。私がどの様に伝わっているか、改めて聞いてみるとそこそこ面おも白しろい。

　邪竜を倒したのは私だが、その邪竜の名が私の名前の変化というのは特に良かった。彼あ方ち此こ方ちで良い事も悪い事もしてきた故ゆえか、伝わり方も様々というわけだ。

　ともあれ、これで今日の授業は終わりだ。

「終わったー！」

「ねえねえ、この後どうするー？」

　授業への満足感を感じる私とは対象的に、生徒達の反応は解放感に満ちた者が多い。

　授業が決して退屈なわけではないが、放課後というのは学生にとって特別なものである。

　一日の心ここ地ちよい疲つかれと達成感に、学友との交友やあるいは趣しゆ味みの時間。

　私自身、この瞬しゆん間かんは好ましく思っている──と、年頃の少年達が沸わき立つのも無理はない。

「静かに。ホームルームからの放課後といきたいが──今日は一つ、説明しておく事がある」

　が、今日はまだ終わりというわけではないようだ。

　静かなヴァレンスの言葉は、生徒達をそれ以上に静かにする。

　すぐさま落ち着いた空気の中で、ヴァレンスは小さく咳せき払ばらいをし──

「そろそろ授業が始まって一ヶ月が経過するな。そこで、近日第一回の校外学習を開かい催さいする」

　校外学習の開催を、宣言してみせた。

　発言、理解、そして波は及きゆう。──じわりと滲にじみ出した水すい滴てきが落ちる様を幻げん視しする。

「おおおおぉぉっ！」

「遠足ですか先生ッ！」

　教室内の興奮は最高潮に達する。

　学園側が提案する以上、それはれっきとした学業の範はん囲い内だろうが、学校の外で行うという一点こそが重要なのだ。

「静かに。今から説明するので座りたまえ」

　だがそんな興奮も、ヴァレンスが言えば一いつ旦たん収束を見せる。

　未いまだ燻くすぶった猛たけりはざわめきとなって残るが、こうして黙だまっていたほうが、話は早く進む。それがわからない特待クラスではない。

「知っての通り、我らがセントコート中央魔術学園は戦せん闘とうを主な目的とする魔術師──所謂いわゆる『職業魔術師』を目指す学校だ。普段の授業は、そのために必要な技術を教えているが、当然ここで教えるのは魔術師としての技量だけではない。魔術師を職業としていくための動き方や手しゆ腕わんをも教える事になる」

　ヴァレンスの説明を、生徒達は黙って──あるいは時折頷いたりして聞く生徒達。

　そう、この学校で教えるのは魔術だけではない。魔物と戦ったり、危険な地域の調査をする職業としての『魔術師』の働き方を教えるのも、この学校の目的の一つだ。

「そこで、我々は校外で実際に職業としての魔術師を体験する機会を、定期的に設けている。本来ならばこのカリキュラムは二年生からのものとなるが、君達は特待クラスだ。故に、君達が入学してから一ヶ月が経たとうという今、その第一回を行う事を予定している」

　だが当然、それを生なり業わいとしていくからには熟達した魔術の扱あつかいが求められる。体験とはいえ魔術師は命に関かかわる職業だ。それ故に校外学習はある程度の教えを身に付けた二年より行われる。これは私もガーディフから聞いていた。

　しかし特待クラスはその魔術の知識・技術を買われたものが編入する選せん抜ばつクラスだ。それ故に、特待クラスの生徒達は他の者達に先んじて校外学習を行う事になっている。

　その第一回の機会がやって来たのだ。

　言うなればこれは彼ら特待クラスの特権であり、今までしてきた努力の証明といえた。

　ここで身に付けた力を確かめる絶好の機会という事も有り、ヴァレンスからその開催を告げられた生徒達の興奮はもはや上限を超こえて溢あふれ出していると言っても良い状じよう況きようだ。

「第一回はキャンプを予定している。三人一組でチェックポイントへ到とう達たつし、そして帰ってくるのが今回の課題だ。これは魔物が住む地域での調査活動を想定している。お前達の実力ならば余よ程ほどふざけたりしない限り問題は無いだろうが、ふざけたりすれば他の班員にも迷めい惑わくがかかる。真ま面じ目めな姿勢で励はげむように」

　そしてその内容。『キャンプ』という単語にもはや興奮を抑おさえきれる者はいなかった。

　正直に言えば、私も少しばかり期待している。野宿という経験がまったくなかったからだ。『ゲート』の魔術を使えば何時でも館やかたに戻もどる事が出来るし、その気になれば異空間に生活スペースを作る事も出来る。私には野宿の必要性そのものが無いと言っていい。

　が──敢あえてそれをする、というのは悪い気はしなかった。

　なるほどキャンプ。中々にそそられるではないか。

「そういうわけで、これより校外学習に向けて様々な準備をしていく事になる。今日はその準備の第一回。キャンプを行う班決めだ。一班三人で班を組め。これは話し合って決めて構わん」

　それを──気心の知れた仲と行う。

　年とし甲が斐いもなく、とさえ言えないくらいに大人気ない事は自覚しているが、それでも心が躍おどった。

　私でさえ、このざまだ。今や教室は喧けん騒そうが満たしていた。

「おい、組もうぜ！」

「いいぜ！　コリンも誘さそうぞ！」

　彼方此方で上がる声は、仲のいい者を他に取られぬようにとする声もあれば、少しいい雰ふん囲い気きになっている者もいる。

「テオドール君！　一いつ緒しよに組もうよー！」

「アリエッタさん、よかったら私達の班にどう？」

　そして今では私達も、誘われる側の人間だ。

　アリエッタはともかく、最初の頃ころ私の方はかなり警けい戒かいされていたものだが──なんとなく、感かん慨がい深い。

「すまないなエドナ、そちらはもう二人いるようだし、今回は断る事にするよ」

「そう？　残念だなー。色々教えてもらえると思ってたんだけど。じゃあ、またの機会にでも！」

　誘われるのは嬉うれしいが、とはいっても私も既すでに誘う者は決めている。

「テオさん、ご一緒してもいいですか？」

「ああ。此方こちらから誘おうと思っていたくらいだ」

「嬉しいです！」

　当然、アリエッタだ。後おくれを取らぬようにと声をかけるよりも先に、アリエッタの方から声がかかった。

　断る必要などあるはずもなく、提案を受け入れる。

　しかし班は三人からなる。この特待クラスは二十七人のクラスなので、余りを発生させられない関係からあと一人は班員を加える必要があるのだが──

「シュリオ──は、既に班員を見つけているようだな」

　シュリオは既に此方を向き、手を立てて謝罪していた。

　どうやら既に三人で班を結成しているらしい。持ち前の明るさで、奴やつはもうクラスの中心人物と言っていい位置にいる。あの結果も納なつ得とくだ。

　しかし困った。こうなると、此方で適当な者を見つけなければならないのだが──

「アリエッタ、誰だれか他に誘いたい者はいるか？」

「いいえ。わたしはテオさんと組めれば良かったので──テオさんの方はどうですか？」

　お互たがい、あてはないらしい。

　首を振ふってみせると、アリエッタは頬ほおに指をあてて首を傾かしげてみせた。なんとも可愛かわいらしい動作だ──と思うのは私だけではなく、クラスの少年達の視線もいくつか集まっている。

　気持ちはわかるが、この中にアリエッタを任せても良いと思うほどの少年はいない。

「では、適当な者に声をかけるか」

　とりあえず、こうしていても始まらない。私の提案に、アリエッタは小さく頷うなずいた。

　この場合の適当とは、いい加減という意味ではなく──丁度いい、ふさわしいと言った意味合いのものだ。

　シュリオもエドナも居ない今、浮うかび上がってくる人物は必然と一人。

　沸き立つ教室の中、一人机に座ったまま微び動どうだにしない少女に、私は声をかけた。

「シャーロット＝ソーニッジ」

「ひゃいっ!?」

　シャーロット＝ソーニッジ。私とアリエッタを除けば、特待クラスでも一番優ゆう秀しゆうと言っていい才女だ。

　せっかくこうして学園に紛まぎれ込んだのだから、私は私とアリエッタ以外の者にとっても有意義な存在ではありたいと思っている。

　最近気づいた事だが、私は将来有望な芽を育てる事が好きなようだ。アリエッタの育成をおろそかにするつもりは無いのでさりげなくといった程度ではあるが、シュリオやシャーロット等の有能かつ上じよう昇しよう志向がある者を見ると、つい手助けしたくなってしまう。

　が──実際の所、シュリオはともかく、シャーロットには余り好かれていないようだ。

　というより、警戒されていると言うべきだろうか。私個人としては助言を素す直なおに聞いてもらえる程度には近しい位置にいたいのだが。

「……脅おどかさないでくださいまし。私わたくしになにか御ご用ようですの？」

　こんな具合に、敵対心を顕あらわにされているというのが現状だ。

　というより対たい抗こう心というべきだろう。上昇志向が強く、プライドが高い。然さ程ほど深い付き合いをしていない現状での彼女の人物像は、そのくらいしか分かっていない。が、それは確かで、この対抗心は私だけではなくアリエッタにも向いているものなのだ。

「用と言えば一つしかあるまい。班がまだ決まっていないようなら、どうかと思ってな」

「……？　どういうつもりですの……」

　しかし私はその対抗心が嫌きらいではない。どころか好ましくさえ思っている。

　より高みへと向かう意思の表れでもあるし、対抗心を持たれる等ここ数百年はなかった事だ。新しん鮮せんという事もあるし、私がそういった上昇志向を好むという事もある。

　彼女から私へはともかく、私はシャーロットという少女を気に入っていた。

「単純な事、お前が優秀だからだ。初の校外学習を実りあるものにしたいと思うのは当然だろう。お互いに良い刺し激げきになると思うが」

「それは──そう、ですけれど」

　回りくどい言い方は嫌いではないが、人との会話そのものが得意ではないという自覚はある。故ゆえに何かを伝える時はできるだけ素直にと。

　此方の考えをシンプルに伝えるが、シャーロットの返事は歯切れが悪いものだった。

　……ふむ？　いつもなら答えはどうあれ、もう少し威い勢せいがよい返事が返ってくるものと思っていたが。

　まだ付き合いは浅い故に、私自身彼女を理解しきれていないのかもしれんな。

「ええと、もし嫌いやならお断り頂いても大だい丈じよう夫ぶですよ。何分急な話でしたし……」

　その歯切れの悪さに対して一言補足するのは、アリエッタだ。

　私の言葉に足りない箇か所しよを補助してくれるのはありがたい。考えてもみれば、対抗心があると分かっている相手を誘うのだ、断りやすくする言葉の一つも添そえるべきだったかもしれんな。

「別に嫌とは言っていませんけれど……ただ」

　アリエッタが添えた言葉は、純じゆん粋すいに気き遣づかいから出たものだ。

　それでもシャーロットは何か迷っている様子。嫌なわけではない、という言葉に私とアリエッタは顔を見合わせる。

「ただ、どうした」

「……別に、なんでもありませんわ」

　何か、私達と組むわけにはいかない理由でもあるのか。

　理由を問うても答えてくれないのでは察しようもない。

　心を読んでしまえば話は早いのだが、本人が語りたがらぬ事を覗のぞき見るのはあまりにも浅せん慮りよというものだ。まあヴァレンスやガーディフなど、私の思おも惑わくの障害になりうる存在を『使う』ためなら存分に使うが。

　だが組んでもらえないのでは仕方がない。

「語りたくないというのなら無理に聞き出そうともせん。他を当たる事としよう。邪じや魔まをしたな」

「あっ……」

　元々、断られるのも想定していた事だ。

　他に伸のびしろのありそうな生徒は残っていないかと、シャーロットの前を後にする。

　彼女の──眠ねむっている力は、必ずアリエッタにいい刺激を与あたえると思ったのだが、残念だ。

　まあ元より最優先事じ項こうはアリエッタだ。他者からの刺激もあればいいという程度で、なくても別に構う事はない──と。

　今度こそ誰でもいいと、次を当たろうと行動を開始したその時だった。

　袖そで口ぐちにふと抵てい抗こう感を感じ、歩みを止める。

　振り返ってみれば、そこにはうつむきながら私の袖をつまむシャーロットと、無表情のアリエッタ。

　……何な故ぜだか、アリエッタからは妙みような圧を感じる。目から光が失われているというか──

「お、お待ちなさい」

　アリエッタの表情の意味を考える前に、シャーロットは絞しぼり出すようにそう告げる。

「む」

　先程までの姿勢と今こうして足止めをする行動が一いつ致ちせず、疑問が喉のどを震ふるわせた。

　すると──

「は、入らないとは言っていないでしょう？　私わたくしが、三人目になって差し上げますわ。ですからその……よろしく、お願いいたします」

　シャーロットの口から、予想外の言葉が飛び出した。

　いきなりの事だったので、アリエッタの表情も戻り、驚おどろきの色が浮かんでいる。

　私としては彼女を班員に迎むかえ入れられるのならば気にはしないが。

「……ああ、よろしく頼たのむ」

「よろしくお願いしますね、ソーニッジさん」

　疑問を覚えつつも、正式に挨あい拶さつを返す。

　シャーロットはまだ難しい顔をしていたが、これはどういう感情から出たものだろう。

　ハイレベルな班に入ることで得られる恩おん恵けいで敵対心をねじ伏ふせた故のものか、それともこのままでは結局余りの班に編入されることを予想した故のものか。

　それを問うても答えは返ってこないだろうなと考えると、アリエッタと顔が合う。

「もうよろしくて？　私わたくしはもう席に戻もどりますわよ」

「構わん」

　この態度を見るにも、それは明らかだろう。

　別に良い。私が彼女に期待しているのは、アリエッタとはまた違ちがう技術系で磨みがかれた魔ま術じゆつを見せることなのだから。

　その上で、アリエッタ自身がどれだけ優すぐれているかを自覚させる。出来ることなら友人を増やせればという思いもあったが、重要なのはアリエッタの成長だ。

「なんだかよくわかりませんが……楽しみですね、先生」

「ああ」

　これで私としては何の憂うれいもなく課外授業に挑いどめるというものだ。

　来る日を想像し、私は僅わずかに口角を上げるのだった。




　　　　◆




　放課後。それはこのセントコート中央魔術学園が最も賑にぎわいを見せる時間である。

　名門として名高いセントコートの学生達はその殆ほとんどが根から真ま面じ目めな者達だ。授業に対する姿勢は真しん剣けんで、サボタージュ等も殆ど見られないこの学園では、昼の間は静まり返っている。

　しかしそんな彼らだからこそ、放課後は存分に自分達の時間を楽しんでいるのだ。

　学園の敷しき地ちは広く、中には飲食店が立ち並ぶエリアもある。ここの学生達は、そういった所で学友と親しん睦ぼくを深めたりしているようだが──

「……では、先程学んだ事を、実戦を交えて行っていくとしよう。準備は良いか」

「はい、万ばん全ぜんです。……お願いします！」

　私とアリエッタは、人ひと気けのない場所で修練を行っていた。

　如い何かに真面目な特待クラスの者達でも、放課後まで自主訓練を行う生徒は多くない。この学園にアリエッタを通わせているのは休きゆう暇かと一いつ般ぱん常識を学ばせるのが主な目的だ。

　何も他の者が遊んでいる間にまで鍛たん錬れんに打ち込まずとも、と私は思うのだが、どうもアリエッタには目標があるらしい。

　目標を達成するために、力はあるほどいい。そう言っていた彼女に私が提案して設けたのが、この時間だ。彼女は真面目すぎるので、休める時には休んだ方が良いと思うのだが、弟で子しの力になってやりたいのが師し匠しよう心というものだろう。

「来ると良い。目標は戦せん闘とう中に一度でも『凝ぎよう縮しゆく』の技術を使った魔法を放つ事だ」

「……行きます！」

　そうして、今回の修行が始まった。

　結界の中で戦闘を行い、魔力を『凝縮』する技術を使った魔法を放つのが今回の課題だ。

　宣言と共に、アリエッタの身体からだに魔力が漲みなぎる。

　が──一いつ瞬しゆんだけ、アリエッタは眉まゆを顰ひそめた。覚えた違い和わ感に眉を顰め、結界内で何が起きているかを理解するのに一瞬。我が弟子の素早い戦闘思考に満足を感じる。

「はっ！」

　そしてそのまま、距きよ離りを詰つめる事を選せん択たくするまでに瞬まばたきにも及およばぬ時間を。やはり、この子の頭の回転は速い。

　距離を詰める最中、アリエッタは私が与えた短たん杖じように魔力を纏まとわせる。火の魔力を通しやすい触しよく媒ばいのルビーに魔力が満ちると、突つき出した短杖から五つの火球が飛び出した。一つ一つ、それぞれが岩を砕くだく程度の力はあるだろう。

　私は立ったまま、軽く念じる事で魔力の力場を生み出した。威い力りよくは最小限に抑おさえたものだ。

　しかしその間に距離を詰めたアリエッタは、私の懐ふところに潜もぐり込んでいた。

　勢いを付けて振ふり払はらわんと構えられた腕うでの奥に、研とぎ澄すまされた瞳ひとみが見える。

「『ファイアネイル』！」

　魔術の名前を叫さけぶと、アリエッタの持つ短杖に炎ほのおが集つどい、刃やいばを成す。

『収束』の技術を使った魔力の武器化だ。特定の形に魔力を集中する事で、形状を固定し、通常使った側そばから失われていく魔力を安定させる『凝縮』の基もととなる技術である。

　これもそれなりには高度な技術なのだが、アリエッタはだいぶ前から使いこなしている。

　ともあれ、武器化された炎が勢いよく振り払われた。込こめられた魔力は多く、既すでに鋼鉄を焼き切る程度の力は持つだろう。

　それでも私に傷を付けるには遠く及ばないが、これは実戦を想定した模も擬ぎ戦だ。避よけるか防ぐかしなければ体ていをなさない。

　私は盾たてのように固めた魔力を発生させ、炎の斬ざん撃げきを防いだ。

　これが防がれると、アリエッタは大きく後方へと飛び退のく。もう一度短杖を振るえば、今度は炎の刃が杖つえから抜ぬけるようにして私に飛んできた。

　なるほど、よく考えるものだ。戦闘において、武器を投げるというのはそれなりには厄やつ介かいな行動である。

　しかも先のように『ファイアネイル』を使えば再び武器が復活する──が、アリエッタの目的はそこにはない。

　投げつけられた刃を防ぐという私の『隙すき』を利用し、既に次の魔力を構築し始めている。

　膨ふくれ上がった魔力が、シャープに、あるべき形に押し込められるように『凝縮』していく──思わず、私は口角が上がるのを感じていた。

「『フレイムランス』！」

　習ったばかりの技術を戦闘というハイレベルな思考と技術の連れん鎖さの中で、流れるように使ってみせる。その戦闘勘かんに、感心せざるを得なかった。

『凝縮』というのは魔力を定めた形に押し込める技術だ。同じ様に魔力を形成する技術である『収束』と違う所は、『凝縮』がより大容量の魔力を小さな形に押し込めるようにする事。

　この技術を用いる事によって魔術はより精密に、大きな力をコントロール出来るようになるのだ。

　例えば障害物の多い場所で狙ねらった位置に大火力を発揮したい場合。巨きよ大だいな火の玉を用いては障害物に触ふれてしまうだろうが、小さな火球ならば障害物の間を縫ぬって目標地点に到とう達たつさせる事も出来るだろう。あるいは、より一点に破は壊かい力を集中したい場合。

　今アリエッタが狙ったのがまさに後者であった。

　細い槍やりの形に『凝縮』された火の魔力。それは防ぼう御ぎよを一点突とつ破ぱするための鉾ほこだ。

　アリエッタが杖を振るい、炎の槍を投げ放つ。

　それは喩たとえるならば爆ばく薬やくで出来た槍だ。鋭するどく硬かたい刃は先さきで鎧よろいを突き破り、内部で爆ばく裂れつする、効率的に相手の防御を破るための武器である。

　投げ放たれた槍は私の眼前にある盾に突き刺ささり、炸さく裂れつする。轟ごう音おんと爆炎が吹ふき荒あれ、結界内に熱が満ちた。

「合格だ。技術そのものも然さる事ながら、運用方法も素す晴ばらしいものだった」

「……！　ありがとうございます」

　その爆炎が晴れる頃ころ、私は笑えみを浮うかべてそう告げる。

　アリエッタは恐おそらく私が無傷でいる事に驚いたのだろう、一瞬だけ目を見開いてから、柔にゆう和わな笑みを浮かべた。

「よく復習と実じつ践せんを繰くり返していると見た。流れるように扱あつかうさまは見事だったぞ」

「そんな……まだまだですよ。まだ複雑な形状を作る事は難しいですし、なにかに触れれば、込めた魔力も解き放たれてしまいますから」

　今の戦闘での技術の運用は見事だった。しかしそれでも完かん璧ぺきというわけではない。アリエッタは自分自身でそれを把は握あくし、今後の課題も見えているようだ。

　本当に優ゆう秀しゆうな弟子だ。まったくもって、可愛かわいらしくて仕方がない。

「謙けん遜そんする事はない。今は離はなれた所にいるというお前の師匠も誇ほこらしいだろうな」

「そ、それは褒ほめ過ぎですよっ……す、すごく嬉うれしいですけれど……」

「いいや私には解わかる。師であれば、何よりも勤勉な弟子が可愛いもの。お前くらい真面目な弟子を持ったお前の師匠は幸福者だな」

「う、うぅ……あ、りがとうございます……」

　またこの謙けん虚きよな事よ。アリエッタにはまだ学んでいない事も多いとは言え、基き礎そ力は既に超ちよう一流と言ってもいい。その上で弛たゆまぬ努力を続け、自らを未熟と言える向上心。彼女のような弟子を持った師匠が幸福でないわけがない。

　だというのにアリエッタは耳まで赤くして、俯うつむいている。誇らしげに胸を張るくらいしても、誰だれも文句は言わないだろうに。というか私が言わせん。

　だが、ある意味ではこの謙虚さも無理はない事かとも思う。この学園に来るまで、彼女が自らを比ひ較かくする対象は修行で戦った魔物の他には私しかいないのだ。自分を未熟と思うのも仕方がない。

「……ふむ」

　常に上があると考え、向上心を持つのは良い事なのだが──しかし、そればかりで成長を実感できないというのは良くない。

　修行を続けるには、やはりなんらかのモチベーションが必要だ。

「アリエッタ」

「なんでしょうか、テオさん」

　まだ顔は赤いが、呼べばちゃんと目を見て話すあたり律りち儀ぎな子である。

「何か、私にしてほしい事はあるか。あるいは欲ほしい物でも良い。学友として近づいた印として、言ってみるといい」

「え、ええ……!?　そ、そんないきなり、どうしたんですか？」

「一応は指導者の真ま似ね事ごとをしているわけだから、何か褒ほう美びでもと思い立っただけだ。同年代が言うには少し不自然かもしれんが、これがモチベーションになれば、私自身の後学にもなるかと思い立った」

　そんな律儀なアリエッタだからこそ、褒美の一つもやりたくなるというものだ。

　突とつ然ぜんの申し出にアリエッタは驚おどろいているようだったが、一つ大きく息を吸うと、少し気分が落ち着いたようだ。

「こうして稽けい古こを付けてもらってるのに、そんなの悪いですよ。それに真似事だなんてとんでもありません、わたしにとってテオさんは、立派な指導者です」

「ならばなおさらだ。そう思っているのならば、褒美の一つでも出させろ。弟子の頑がん張ばりに報むくいないようでは、収まりがつかん」

「そう、ですか……？　では、ううん……どうしましょう」

　立派な指導者という言葉につい嬉しくなる。そうした信しん頼らいもまた、余計可愛がりたくなってしまうのをこの子は理解しているのだろうか。

　だがそこまで言えば、真ま面じ目めなこの子だ。褒美について考え始める。

　一分ほど悩なやみ唸うなって、アリエッタは目を開けて私の顔を見つめる。最後に深呼吸をして、胸に手を置いた。

「で、ではその……先生とお呼びしても構いませんか？　テオさん、とわたしなんかがお呼びするのはなんだか恐れ多くて……それにテオさんはすごく『先生』って感じがするんです」

　まっすぐと見つめたまま、柔やわらかで温かな笑みを湛たたえて、アリエッタはそう願った。

「その方がやりやすいというのならば、好きにするがいい。恐れ多いなどと気にする必要もないと思うがな」

「……！　ありがとうございます。えへへ……何だかとても、気持ちが温かいです」

　正直に言えば、テオドールを縮めた『テオさん』という愛あい称しようは私にとって新しん鮮せんなもので、そう呼ばれる機会を失ってしまうのは惜おしかった。

　だが館やかたに居た時以来の先生呼び。これもまた私にとっては特別な響ひびきであるようだ。

　一応は別人という事になっている『テオドール』がそう呼ばれるのは少しばかり悔くやしい思いもあるが……若返っただけで大して弄いじる事もなかった姿だ、アリエッタもある程度私に『先生』を重ねているのだろう。

　そういえば、アリエッタはヴァレンスを『先生』とは呼ばない。彼女がヴァレンスを呼ぶ時には『教きよう諭ゆ』呼びだ。

　先生、というのは、彼女にとっても特別な響きなのだろう。

　……ならば、私もそれに応こたえねばなるまい。

「そう呼ばれたからには、これからも力になろう。何かあれば、遠えん慮りよなく言うと良い」

「はい、ありがとうございます！　今日も楽しかったです、先生っ！」

　楽しい、か。思い浮かべれば、私も確かに『楽しい』と感じていた。

　彼女と会う以前、私はどれだけそう感じた事があっただろうか。

　その温かな感覚に、目を細める。退たい屈くつで始めた師し匠しようの真似事だが、今ではすっかり退屈という事も無くなってしまったな。私も師匠として、少しはまともになってきた証しよう拠こだろうか。

「先生！」

「む」

　帰り支じ度たくを整えていると、背中からアリエッタの声がかかる。

　振り向くと、夕日に照らされた満面の笑みが見えて──

「これからずっとずっと、よろしくお願いしますね、『先生』」

　つい、心臓が跳はねた。

　少女らしい可愛さに満ちた満面の笑みが、尋じん常じようならざるほど妖よう艶えんに見えたからだ。

　ふと瞬まばたきをすれば、いつものアリエッタに見える。……夕日になにか別のものを幻げん視ししたのか。

「あ……ああ。よろしく頼たのむ」

「ふふっ、じゃあ帰りましょう」

　後ろ手に組むアリエッタの後をついていくように、私は寮りように向けて歩き始めた。

　夢でも見ていたような感覚を覚えながら、私はふと今アリエッタはどんな顔をしているのだろう、と考えるのだった。








第七話　街にて






　校外学習の日も近づいてきたとある日。

　我らがセントコート中央魔ま術じゆつ学園特待クラスは、全員で街へと繰り出していた。

　魔術師協会と呼ばれる機関で、職業魔術師の仮かり免めん許きよを作成するためだ。

　昔々の話だが、私もかつては依い頼らいを受けて魔物を狩かるというこの仕事をしていた時がある。と言っても生活のために、などというわけではなく単なる戯たわむれでの話だが。

　新たに学ぶ事もなくなった頃に力ちから試だめしというか、力示しというか──ちょうど今みたく身体を若くして、凄すご腕うでの冒ぼう険けん者として名を馳はせた事があったのだ。

　確か当時は『職業魔術師』という名前はなく『冒険者』という名前だった。

　懐なつかしい話だ。今ではもう数百年以上も昔の事だが、その頃はまだ賞賛を浴びるという事に喜びを感じていた気がする。

　もはや賞賛と怨えん嗟さは聞き飽あきてしまったが『冒険者』のシステムは嫌きらいではなかった。

　冒険者には、その実力や実績によりランクが割り振ふられるのだ。遊ゆう戯ぎ感覚で冒険者をする分には、これが中々遊び心を擽くすぐるものだったと記き憶おくしている。

　職の名前が職業魔術師と変わった今でも、この制度は残っているらしい。

　それを聞いた時、私は大人気なくも今日という日を楽しみにしていた。

　記憶の通りならば、魔力を測定してその魔力に応じられた等級が与あたえられるはずだ。

「これで職業魔術師の仮登録は終しゆう了りようです。皆みなさんお疲つかれ様でした」

　──だが、私達にランクが振り分けられる事はなかった。

　今日私達に与えられた等級は皆一様に同じもの。職業魔術師仮免許、という味気のないものだった。

「学生用の仮免許なので、出来る事は多くありませんが……皆さんが素晴らしい魔術師となって活かつ躍やくする日をお待ちしています」

　なんでも、職業魔術師に登録が出来るのは本来十八歳以上に限るらしく、今日与えられたのは飽くまでも職業魔術師としての一部の権利を利用するための仮免許だそうだ。通常、一いつ般ぱんの者の立ち入りが禁止されている地域などに足を踏ふみ入れる際などに利用されるらしい。

　要するに、私達はまだ厳密には『職業魔術師』ではないという事だ。そのため測定も無く、当然等級も与えられない。

　一般社会の測定も身分も私には意味のないものだとは言え、それがアリエッタのものとなれば話は別。手塩にかけた弟で子しが『最上級魔術師』の身分を手に入れる瞬しゆん間かんを是ぜ非ひ拝みたかったのだが。それは少なくとも、もう少し未来の話になるようだ。

「先生？　どうしたんですか」

「いや、なんでもない」

　寂さびしさというか、物足りなさを感じつつも、アリエッタの問いかけには問題ないと返す。

　この程度の行事で一喜一いち憂ゆう出来るようになったのは、感受性が豊かになったと喜ぶべきか悲しむべきか、さて。

　用事が終わり、ぞろぞろと魔術師協会から出ていく生徒達の流れに従って、外へ出る。

　今日は肩かた透すかしといった結果に終わったが、ちょっとした事で自分の感情が揺ゆれる事を確かく認にんできたのは収しゆう穫かくだったと言えよう。

　魔術以外の全すべてを低度な文化と切り捨てていた我が人生だが、最近では人の社会が育はぐくむ文化には、素す直なおに感心している。

「少し早いが今日は解散とする。学園に戻もどってもいいし、このまま街の散策をしても構わん。だが明日が休みだからといってハメを外しすぎないように」

　今日の授業はこれで終わり。そう告げるヴァレンスの言葉に沸わき上がる生徒達。

　半日で授業が終わりという特別感、街での解放。なんとも人の喜ぶツボを心得たやつだ。

「先生っ、一いつ緒しよに街を回りませんか？」

「いいだろう。たまには羽を伸のばさんとな」

　当然、私はアリエッタと時間を共にする事にする。

　娯ご楽らくを目的に行動するなんて、私自身久しぶりだ。

「最初は如何いかがしましょうか？　と言っても、これという目的はないんですけど……」

「ふむ。時間もいい具合だ、最初は食事がいいのではないか」

「そうですね。そう言えばお腹なかが空すきました」

　散策の最初に何をするか。その相談に、私は食事を提案した。

　食事は本来私には必要がないものだが、普ふ通つうの少年として振る舞まう以上は必要だし、娯楽としては楽しめる。

　ありえない事だが、最近は『もしかしてアリエッタに正体が勘かん付づかれていないか？』と考える事がある。心配しすぎだというのは言うまでもないが、本来私が必要としていない食事を積極的に摂とる事で印象をぼやかしておくのは悪くない。

「ならば最初は食事だ。気になるものがあったら言うといい」

　それでもアリエッタが作る食事以外に然さ程ほどの情熱はない。

　選せん択たくをアリエッタに一任し、歩き出した。

　街に来たのは、アリエッタを迎むかえた時が最後だ。

　その時は流し見にする程度だったが、こうしてじっくりと見ると、変化が興味を惹ひく。

　昔と比べ露ろ店てんが増えていて、中には飲食を扱あつかうものもある。昔は飲食店と言えば食堂だったのだが、持ち帰り専門の食事を提供する店というのは新鮮だ。

　街に活気が溢あふれているのはそのせいだろうか？　食堂の中の活気が、表に出ているのかもしれない。

「先生。サンドイッチなんてどうでしょうか。お行ぎよう儀ぎが悪いかも知れませんが、食べ歩きっていうのを少しやってみたかったんです」

「食べ歩き？　わからんが、興味があるのならそれで行こう」

　その中で、アリエッタが見つけたのはサンドイッチを専門に提供する店だった。

　購こう入にゆうしたのはそれぞれ、私がハムとマスタードのサンドイッチ、アリエッタが蒸し鶏どりとレモンのサンドイッチだった。

「ふむ。これなら歩きながらでも食べやすいな」

「露店の食べ物はそういう傾けい向こうのものが多いですね」

　感心してふと呟つぶやくと、アリエッタから補足が入る。

　言われてみると、アリエッタの言う通り。露店で売っている飲食物はサンドイッチの様に持ち運びしやすいものが多いようだ。

　さて、では味の方はどうだろう。

　一口齧かじってみると、パンのぱさつきを感じた。ハムも当然水気は少ない。その食感の硬かたさを、マヨネーズとマスタードで補っているようだった。

　噛かみしめる、という表現がよく合う食感に、ハムの塩気。シンプルながら中々の食べごたえを感じさせる。

「……中々だな」

「わたしの方も美味おいしいですよ。ひとくち交こう換かんしませんか？」

　アリエッタの提案に、頷うなずく。

　差し出されたサンドイッチを受け取ろうとするが、アリエッタの手は離はなれない。このまま食えという事か。

　気き恥はずかしさを感じながらも、私はアリエッタの差し出したサンドイッチを齧り、同じように私の方のサンドイッチをアリエッタへとやる。

　食感は、程よいジューシーさ。鶏とパンはぱさついているが、レモンの果か汁じゆうに塩を混ぜたソースが程よい汁しる気けを与えている。

　酸味が食欲を惹く。塩気もちょうどよく、レタスも新しん鮮せんで弾はじけるような食感がよい。

「美味うまいな」

「はいっ、美味しいです！」

　個人的な好みとしてはアリエッタが選んだものの方がうまいが、アリエッタも私の選んだものを気に入ったようだ。

　……ふむ。モノは持ち帰り用としてはそこそこ程度のものだが──アリエッタと食べながら歩いているという空気のせいか、より美味く感じる気がする。

　もう少し食事というものを重視すべきかもな。食事を必要としない私でもこれだけ楽しめるのだ、アリエッタを喜ばせるためにも、料理の一つも出来るようになるのはありかもしれない。

「ふふっ」

　その気になれば、時の流れから切り離された空間を造ればいい。そうすれば練習する時間は無限にある──と。そこまで考えた辺りで、アリエッタが私を覗のぞき込んで、笑っている事に気がつく。

「先生は、何事にも真しん剣けんですね」

「む」

　どうやら考え込んでしまっていたと気づいたのはその時だ。魔術の事ならば考えるまでもなく、何をどうすればいいのかわかるのだが──つくづく、これまでの人生を魔術に振り切って過ごしてきたのだと実感した。

「まあ、な。真剣である事、それさえできれば、後は時間の限り物事を修める事が出来る。私もそうして──」

　っと、危ない。ついテオ＝イルヴラムとしての素すが出るところだった。

　アリエッタはじっと見つめて言葉を待っている。

「あー……この学校に入った。とにかく、時間と最も相あい性しようが良いものは真剣さだという話だ。お前に今いま更さら言い聞かせる必要も無いが、頭の片かた隅すみにでも留とどめておけ」

「はい。わたしにも目標がありますから、頑がん張ばります」

　何な故ぜだか一つ、残念そうに息を吐はいてから、アリエッタは苦笑いを浮うかべた。

　反はん抗こう的な態度ではないのだが……ううむ、何か引っかかる。何を残念に思ったのやら。

　それから、私達は最初のアリエッタの要望通りに彼あ方ち此こ方ちを回って色々なものを食べて回った。

　私の方はいくらでも食えるしいくらも食わなくてもいい。が、アリエッタは特別な魔術は施ほどこしていないはずだ。何ど処こにこんなに入るのやらと感心する。

　街はやはり活気に満ちていた。一度大通りを離れれば奴ど隷れい商なども存在しているものの──なんとも、平和になった事だと思う。

　そもそも、この世界は長い間戦争をしていたのだ。その最中は勿もち論ろんこんな活気はなかったし、戦争前は前で文化が未熟で、人を喜ばせるような娯楽は存在していなかったように思う。

　別段、世界が平和であるかどうかなどに興味は無い。しかしそれでも──アリエッタが生きる世界が平へい穏おんであればいいとは、切に思う。

　だからだろうか。

　私の耳は屋台の近くで昼間から酒を飲む男達の話を拾っていた。

「なあ、聞いたか？　『降ごう魔まの森』のウワサ」

「聞いた聞いた。なんでも、見た事のねえ魔物が何人も凄腕の魔術師を殺やっちまってるとか」

「魔王の復活を企くわだてる魔術師がいる……という噂うわさもあるな。眉まゆ唾つばものだが」

　いや、それだけではない。

『降魔の森』というのは今度私達が校外学習に向かう場所だったはずだ。

　今の話はアリエッタの耳には入らなかったようである。

　……永い平和も三百年以上続けば、揺らぐものか。それを聞いて、私は──

「（これは使えるかもしれんな？）」

　そっとほくそ笑えんでいた。

　世界が平和であればいい。そう思うのは事実だ。が、得ようと思えばいくらでも得られるというのが現状だ。

　そもそもこの平和とて私が作ったものである。前は腰こしを上げるまでに百年かかったが、それがアリエッタの命を脅おびやかすものならば、戦争などその日の内に終わらせてみせよう。

　だから、今の私の関心は別のところにあった。

　降魔の森に手て強ごわい魔物がいるというのならば、今のアリエッタにはちょうどよい課題になるかも知れないと。

　そうでなくとも、私が手を加えてちょうどよい具合に調整すればいい事だ。

　しかし、随ずい分ぶんと──

　三界戦争の風景を思い出し、私は考える。

　魔王の復活を企てるなどと、随分と無む駄だな事を考える奴やつがいたものだ。

　戦争の顛てん末まつを知る者ならばわざわざ魔王を復活させるなどという奇き特とくな奴がいるとは思えんのだが──

「お、おい、聞いたかよ！　そのウワサの魔物が、城じよう壁へき前まで来てるらしいぞ!?」

「『協会』の方が迎げい撃げきの魔術師を集めてるらしい！　見た事も無い奴らだと！」

　どうやら、噂の真しん偽ぎはともかく珍めずらしい魔物というのは現実に存在するようだ。

　アリエッタに目配せをすると、頷きが返る。

「一つ見学に行くとしよう」

「はい、お供します」

　さて、今起こっている『何か』は世界を脅かしうるものか。

　上手うまく利用できればよいのだが。門から遠ざかる、慌あわただしい人々の流れに逆らうようにして、私達は騒さわぎの元へと向かうのだった。




　　　　◆




　門の位置までやって来ると、そこは混乱の渦うずに包まれていた。

　猿さるの身体からだに山や羊ぎの頭を合わせたような──醜しゆう悪あくな魔物が、群れでやって来ているようだ。

　そこに街に待機していた魔術師や、野や次じ馬うま根こん性じようでやって来た生徒が紛まぎれている形だ。

「なるほど、これは確かに見た事がない種だ」

「先生でも見た事がないのですか？」

「ああ。新種である可能性は否定できないが──魔造生物の可能性は高いな」

　遠巻きに騒ぎを見つめながら、魔物を観察する。

　合成獣じゆうに何らかの要素を加えた魔物と見るのが妥だ当とうなところだ。

　小こ柄がらな体たい躯くに詰つめ込まれた筋肉、そこにある程度の魔力を身につけている。数が集まれば、厄やつ介かいになるかもしれない。

「どうしますか？　わたし達もお手伝いしたほうがいいのでしょうか」

「この程度ならば街の魔術師に任せておけばいいだろう。城壁がよく機能しているようだ」

　が、評価としてはその程度だ。魔力を扱うとは言っても火球を投げる程度の簡単なもの、城壁をよじ登る事も出来るようだが、それがかえっていい的になっている。

　苦戦こそしているものの、私やアリエッタが出るまでもない。

「負傷者は下がれ！　我々が前へ出る！」

　この街の魔術師も、それなりには優ゆう秀しゆうであるようだ。

　同じマントを身に纏まとった魔術師達が、前線と入れ替かわるようにして前へ出る。

　おそらくは、騎き士し団や警備などの組織だろう。マントに国の紋もん章しようが刻まれている事を考えれば、前者の可能性が高い。

　山羊頭の魔物が、前線へ出てきた男性へと襲おそいかかる。

　嗄しわがれ震ふるえる山羊の嘶いななき。異形と合わせて見ると、醜悪だ。

　だが男性は落ち着いて剣を構え、魔力を纏わせる。

　蒼あおい光を湛たたえた剣が振ふるわれると、水の魔力が刃やいばとなって解き放たれた。

　即そく座ざに、山羊頭の魔物が防ぼう御ぎよを固める──が、いかに強きよう靭じんな肉体と言えど、魔力が粗そ末まつではどうにもならない。

　交差した腕うでごとその体を二つに分かつと、地面に落ちた魔物は激しくのたうち回る。

「負傷者の数は！」

　陣じん頭とうで指揮を執とっていた男が、剣を収め、声を張り上げる。

　見れば、騎士団が事態をあら方収束させていたようだ。ひとまず脅きよう威いを退けたので、被ひ害がいの確かく認にんを行っているのだろう。

　が、少しばかりツメが甘い。

「メェェェェッ！」

　山羊の嘶きが木霊こだまする。そう、魔物はまだ一匹ぴき残っているのだ。

　魔物の死体の山から飛び出した魔物の嘶きに、騎士団の視線が集まる。

　魔物は周囲をざっと見回して、手て頃ごろな相手が居ないか探している。

　やはり不自然な存在だ。仲間が殺され自分一匹になった今もなお、逃にげようともせず『人間』を探しているように見える。本能の存在する生物としてはあまりにも非合理的な動きだ。

　となると、造られた魔物という考えが俄が然ぜん信しん憑ぴよう性せいを増してくるか。単純な命令を与あたえられてそれに従っている。そういう動きだったからだ。

　しかし、一匹ではどうにもなるまい。

　見た所『凄すご腕うでの魔術師がやられる』ようには見えない。ごく普ふ通つうの魔術師でも時間稼かせぎ程度なら出来るだろうし、騎士団の者達ならば一人でも十分に倒たおせる相手だろう。

　すると『降魔の森』の魔物はこれよりも強い事が推測できる。

　駆かけ寄る騎士団と、道連れを探す山羊頭を無感動に見ながら、私はため息を吐き出した。

　このまま何もせずとも結果は見えている。

　踵きびすを返して街へ戻もどろうとした、その時だった。

「メェェェェッ！」

　一ひと際きわ大きく、山羊頭が哭なく。

　どうやら黄よ泉み路じの道連れを見つけたか。

　襲しゆう撃げきを受けて放置されていたであろう馬車を見つけ、山羊頭が跳はねた。

　馬車の陰かげに隠かくれていた人間を見つけたらしい。

　それを見て、私は笑う。

　馬車の陰に居たのが、シャーロット＝ソーニッジだったからだ。

　一いつ般ぱんの魔術師でもいい勝負をするくらいだ、特待クラスに在ってなお十分に優秀と言えるシャーロットが相手では、あの世へも一匹で逝ゆく事になるだろう。

　やはりつまらん結果だったな。

　そう思う私だったが──怪け訝げんに思い、眉を動かす。

　シャーロットが魔物を視界に入れてなお、動く気配を見せなかったからだ。

　如い何かに雑魚ざことはいえ、ろくな防御行動も取らずに筋力・魔力を合わせた動物的な攻こう撃げきを受けるのは危険である。

　その危険性をわからぬ彼女ではないだろう。……いや、分かっているのだ。

「あ……や……！」

　彼女は恐きよう怖ふしている。私がそれを怪訝に思ったのは、彼女ほどの実力があってなぜこの程度の雑魚に怯おびえているのか、という事だった。

　山羊頭が助走から飛び上がり、シャーロットにその爪つめを向けて振りかぶる。

　流石さすがに、見過ごすわけにもいかんか。

　私は魔力を身体に纏わせつつ『瞬しゆん間かん移動』の魔術を使う。

　これは『門』の魔術とは違ちがい、視界に収まる程度の範はん囲い内に一瞬で座標を移す魔術だ。

　門と比べると発動が速く、移動距きよ離りが短い。戦せん闘とう向きの魔術と言えるだろう。

「え……!?」

　私が転移したのは、シャーロットの目の前。

　そこに魔力を纏わせた腕を上げると、金属の砕くだけるような音が響ひびき渡わたった。

　山羊頭の爪が砕けたのだ。

　微び動どうだにしない私と、全体重を載のせた攻撃が防がれた事で体勢を崩くずす山羊頭。

　私は尻しりもちをついた魔物に手をかざし、火の魔力をそのままに放つ。

「ミッ」

　間ま抜ぬけな一息を残して、山羊頭は灰となって崩れ去った。

　実際に対たい峙じしてみると、見たまま攻撃力・防御力共に二級品だ。

　振り返ると、シャーロットは短く肩かたを震わせる。

「立てるか」

「あ……ありがとうございます。助かりましたわ……」

　手を差し伸のべれば、怯えながらに手を取るシャーロット。

　取った手は冷たく、震えが伝わってくる。

　うつむきがちになり、肩を抱だいているシャーロットからは、話は聞き出せないだろう。正気に戻ったとて、今度は気の強さが戻ってくるはずだ。

　小さく息を吐はく。騎士団が駆け寄ってくるのが見えたので、後は任せる事にしよう。

「また、学校で」

「あ……」

　駆け寄る騎士団に私の方も絡からまれるが、瞬間移動はそういう魔ま道具だと誤ご魔ま化かす。情報の提供は任意だ、傷がない以上は向こうも長く私を拘こう束そくする事は出来ない。

「お疲つかれ様でした」

「ああ。急に側そばを離はなれてすまなかったな」

「いえ、わたしも同じ事ができれば、そうしたと思います」

　まだ出来ませんけど。そう微笑ほほえむアリエッタに、私も頬ほおを緩ゆるめた。

　そうは言うが、この程度ならばアリエッタは然さ程ほど遠くない内に身に付けてみせるだろう。

　それから私達は馬車の運行が再開するまで街を散策した。アリエッタと過ごす──それ自体は珍しい事でもなかったが、街を散策するというのは刺し激げき的で良い。

　また今度誘さそってみよう。その時は本来の姿で回れる時が好ましいが、さて。
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第八話　暗がりに蠢うごめく者達






　街での騒そう動どうの翌日。私は授業を魔術で作った分身に任せ、一人学園を離れていた。

　今日は個人的な用事なのでアリエッタも居ない。思い返せば、アリエッタと居ない一日というのは久方ぶりな気がする。

　そうしてまで訪おとずれたのは、キャンプの予定地となっている『降ごう魔まの森』だ。

　先日の襲撃を受け、どう動くべきかを決めに来たのだ。

　街を襲った程度の魔物達しか棲すまないのならば、わざわざアリエッタの成長に絡めるほどのものではない。

　かといって噂うわさにある『凄腕の魔術師を倒すほどの魔物』がわんさかいるとなれば──アリエッタの遊び相手にはなるだろうが、今度は学友達の命が危ない。

　昔の私ならばアリエッタの成長につながれば何でもいいと感じただろうが、今では学友達の事も命を気にする程度には考えている。凄せい惨さんな場面になればアリエッタの心にも傷を残すだろうし、という考えはあるものの、だ。

　その辺りを踏ふまえて、森を見た結果は──中ちゆう途と半はん端ぱ、と言ったところだろうか。

「……少しばかり手を加える必要があるな」

　熊くまをスマートにしたような魔物を触さわりながら、呟つぶやく。

『認にん識しき阻そ害がい』を使っているので、触られながらも熊の魔物は私に気づく事はない。

　どうやらこれも改造生物……というより、現在の降魔の森はその生態系の殆ほとんどを異常な魔物に支配されているようだ。

　恐おそらくこれらも山や羊ぎ頭と同じ様な行動を見せるはずだ。

　ふと熊から離れ、周囲に視線を巡めぐらせる。

　皆みな、大きさはそれぞれだが体形は似通っている。ベースの生物が同じなのだろうな。

　人形の魔物に、現地の生物を掛かけ合わせているようだ。

　その質は、まさしくピンキリ。

　山羊頭の様な雑魚が殆どで、熊はアタリの部類。戦力で言えば昨日の騎士五人分ほどか。

　アリエッタならば問題は無いが、学生だと一班三人では厳しい相手だろうな。

「どうしたものか」

　まとめると──『アタリ』を引けばアリエッタの良い経験になるだろう。だが普通の学生がこの森で一晩過ごすのは難しい。

　中止するよう進言すべきなのだろうが──ふむ。

　実戦でちょうどよい相手と戦う経験は積ませておきたいのだが。

　ままならんものだと考えた所で、一際強い魔力の波動を感じ、思考を中断する。

　魔物が垂れ流すものではない、明確な意思で保たれている魔力だ。

　魔力をたどり、森を歩く。

　やがて私の眼前に現れたのは広場と、目ま深ぶかにフードを被かぶった男が一人。

　──かなりの魔力だ。ここ最近見た中ではガーディフに次いで高い。

「……？　気のせいか」

　フードの男は、私を『見て』そう言った。

　認識阻害を見破るほどではないにしろ、違い和わ感を覚えられるというのがこの男の実力を物語っている。この強度の認識阻害を見破れるのは、人間界ではガーディフ程度のものだろう。違和感に気付くだけでも、この男の実力が高い位置にあるのは明らかだ。

　思わぬ掘ほり出し物だが──アリエッタに当てるには、まだ早いな。

　興味が湧わいて、私は少しこの男の観察をしてみる事にした。

　よく見れば広場には小屋が立っており、男はそこへ向かう。

　側そばについて歩き小屋へと入ると、地下室へと降りていく。

　階段を降りた先に待っていたのは──想像通りの代しろ物ものだった。

　続く廊ろう下か、左右の壁かべに埋うめ込まれた牢ろう屋やの中には、改造生物の数々。まだ色々と断定するには早いが、この男が一枚噛かんでいるのは間違いないというわけだ。

　外で見た熊の魔物、まとめて置かれた山羊頭──大型の猫ねこ科や、鳥の要素が入っているのか翼つばさを持ったものもいる。

　それらは全すべて、動く気配がなかった。目は開けているが、何かを見る事もなく、男に対して何の反応も見せる事はない。

　生命活動は行っているが中身が入っていないと言うか、そういった空くう虚きよさだ。

　男はそれらに興味を向ける事もなく、廊下を歩いていく。

　やがて、廊下の最さい奥おうにたどり着くと、そこには扉とびらがある。

　男はたった一人で居ながらも勿もつ体たいぶるように、両手を使って押し開ける。

　そこに居たのはやはり魔造生物だが──

「……ほう」

　つい、声が漏もれた。そこに居た魔造生物は、外に居たものとも、牢に居たものとも格が違う存在だったからだ。

　最奥の改造生物もまた、男に対して敵意を見せなかった。

　山羊頭はあれだけ不利な状じよう況きようでさえ、たった一人でも道連れにしようとしていた。

　あの凶きよう暴ぼう性を見れば、今こうして改造生物が佇たたずんでいる事さえもおかしいのだ。

　そのあたりを考えると、魔造生物はこの男が作ったものなのだろう。

「これを量産できれば──」

　歓かん喜きに満ちた声が、薄うす暗ぐらい地下室に響く。量産、という言葉は決定的だ。

　恐らくこの改造生物は男の制作物──『成功作』とでも言うべき存在なのだ。

　一体の力はこの男よりも低いだろうが、魔物としてみれば相当のもの。命を厭いとわぬ怪かい物ぶつを量産できるのならば──

「人の世界を、終わらせられる」

　それも、可能だろう。目に映るものが全てであるならばの話だが。

『魔王の復活を企くわだてるものがいる』。その噂は所しよ詮せん酒場の与よ太た話ばなしかと思っていた──いや、実際にそうなのだろうが、そうする事で得られる結果を求める者がいた、というのは紛まぎれもない事実だったようだ。

　このレベルの魔物を千体も作る事ができれば、人の世界を終わらせられるというのも与太話ではない。人間界ではこれを倒たおせる魔術師は一ひと握にぎりだろうし、量産に成功すれば、人間界が再建不可能になるレベルの被ひ害がいを与あたえる事は容た易やすいだろう。

　ただこれ一体ならば、苦戦はするだろうがアリエッタでも十分倒す事が出来るはずだ。ある程度苦戦しつつも、実力を発揮すれば勝てるという、是ぜ非ひ一度経験させておきたい絶ぜつ妙みようなバランスの力関係だ。
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　遠足の下見程度のつもりだったが、中々面おも白しろいものを見られたな。

　初めは校外学習の開かい催さいを見送るようガーディフに言うつもりだったが──気が変わった。アリエッタの成長のためにも、生徒達には少し苦い経験をしてもらう事になるかもしれん。

　といっても、当然命がどうこうという危険に晒さらすつもりはない。そのあたりは学友のためだ、一ひと肌はだ脱ぬぐ事にする。歓喜の笑えみを浮うかべる男の横で、私もまたほくそ笑んだ。

　丁度いいレベルの魔物をつくってくれた事に感謝しつつ、私は改造生物を一いち瞥べつする。

「それにしても、随ずい分ぶんと古い生物を持ってきたものだ」

　その顔には、見覚えが有った。今ではもう居ない、古い魔物だ。絶ぜつ滅めつしたと思っていたが、この男が復活させたか、因子か何かを持っていたのを使ったか──どちらにせよ、面白い。

　改造生物に見み惚とれる男を置いて、私は地下室を後にする。

　忙いそがしくなるな。校外学習まではもう少し、それまでにやっておくべき事が増えた。

　来る『遠足の日』を楽しみに、私は口角を吊つり上げた。








第九話　降ごう魔まの森






「二十六……二十七。よろしい、全員揃そろっているな」

　薄暗い森。普ふ段だんはあまり人が近寄らぬ森。

　特に最近は黒い噂が広がっているせいで、訪れる者はほぼ居ないという。

　そんな森の入り口に、我々特待クラスの二十七名にヴァレンスを加えた総計二十八名は集まっていた。

　薄暗く、怪かい談だんじみた噂もある森は不気味な雰ふん囲い気きに包まれている──が、そんな雰囲気も気楽な学生の賑にぎやかさには勝てないようだ。

「静かに。このキャンプの過ごし方について説明する。これは校外学習とは銘めいを打っているものの、紛れもない実戦だ。説明を聞かん者には帰ってもらうぞ」

　とはいえ、そんな学生達も真ま面じ目めであるがゆえ、ヴァレンスの言葉には逆らえない。

　すぐさま静けさを取り戻もどす森の空気だが、やはり漏れ出る喜びが、不気味さを返してはくれなかったようだ。

　どことなく浮かれた空気にヴァレンスはため息を一つ吐はき出す。

「……では改めて説明しよう。何度か説明した事だが、このキャンプでは危険地域での調査を想定したものだ。調査地点を想定したチェックポイントを回り、魔ま物ものの棲む土地で寝ね泊とまりするのが今回の課題となる」

　ヴァレンスの説明は、本人が言う通り予あらかじめ何度か説明された事だった。

　その上で今説明する意味を理解しているのだろう、生徒達の口が挟はさまれる事はない。

「開始予定時刻は十時から。終しゆう了りようは二十六時間後の十二時だ、それまでにこの場所に集合しておく事だ。もしも体調不良等を感じた場合、異常を感じた時点でここまで戻ってくるように。それが出来ないような状況に陥おちいった場合や、トラブルが有った場合は念話の魔道具で連れん絡らくしろ。俺が迎むかえに行く事になっている」

　それは、この校外学習が実戦的で、ふざけていれば命に関かかわるという事を十分に理解しているからだ。

　腕うでに覚えがある特待クラスの面々だからこそ、力ちから試だめしの機会を楽しみに思っているようだが、真しん剣けんであるからこそこの場にいるというのもある。

　ヴァレンスとて、教師としてのキャリアがある。生徒達の真剣さは分かっているだろうが──それでも重ねて説明するのは、生徒達を想おもっているからこそだろう。

「あー──それで、だな。知っている者もいるだろうが、最近この『降魔の森』で新種が見られているという噂を聞く者もいるだろう。そこで、今回はガーディフ学園長より特別な魔術符が配付されている」

　しかし今回は──実のところ『命の危険』というものはまったくなかったりする。

　魔術符の配付という、今までの説明になかった要素に、生徒達もざわつきを抑おさえられない。

　荷物より魔術符を取り出したヴァレンスはこれ以上無いくらいに苦い顔をしている。

　その上で、私に抗こう議ぎの視線を送ってきた。

「これは『取命の護ご符ふ』という護符で、あー……ガーディフ学園長が手ずからお作りになったものだ。これを、一人一枚持ってもらう」

　私は知らん顔をしながら、ヴァレンスの説明を聞いていた。

　ガーディフが作ったという事になっている護符。

　ヴァレンスと私の関係を知る者が見れば気づくだろう。実際に護符を作ったのは私である。

　その効果は──

「これは破ったり、大きな怪け我がを負ったりとした条件を満たす事で発動する護符で、その瞬しゆん間かん、治ち癒ゆの魔術と転移の魔術が同時に発動するものとなっている。転移先は学園だ。つまり、緊きん急きゆう脱だつ出しゆつ用の道具というわけだ。なので、間ま違ちがえて破ったりしないように。その時点で、その者のキャンプは終わりという事になる」

　単純明快。要は死ぬような状況に陥った時、回復して学園まで送り戻すというものである。

　こういったものさえ用意しておけば、仮に生徒が危険な生物とあたっても死ぬ事はない。

「えっ……転移と回復って……嘘うそでしょ？」

「転移って普ふ通つう大きな魔道具で行う『儀ぎ式しき』でやるもんじゃないの……？」

「それをあんな小さな護符にって……学園長ってそんなに凄すごかったんスか？」

　その効果を聞かされた生徒達の反応は、懐かい疑ぎ的と言ったものだった。

　言う通り、転移の魔術は大きな据すえ置きの器具にじっくりと大量の魔力を注ぐ『儀式』という方式で発動するのが通常だ。

　紙切れ一枚に転移を込こめるというのは、一いつ般ぱん的にはありえない事とされている。

　が、私にかかればこの程度は容易い。

　ついでに付け足せば、『取命の護符』は属性のエッセンスを消しているので、魔術の発動を阻そ害がいする事もないし、死亡にも対応している。身体からだが消しよう滅めつしてしまっても魂たましいが残っていれば、復活させる事はそう難しい事ではない。

　とはいえそれを告げても、信用はされないだろう。敢あえて説明を省いたヴァレンスの判断は正しい。

「そういうわけで──命の危険というのはまあ、比ひ較かく的少ないだろうが、うむ……決して油断はせぬように。痛いものは痛いぞ」

　ヴァレンスの説明も何ど処こか投げやりだが──生徒達が油断する事はないだろう。殆ほとんどの者が護符を信用していないように見える。

　言い方は悪いが、全く魔術を知らない人々が居たとして、その者達に魔道具を説明するようなものだ。常識を外れた存在が受け入れられるのは難しいだろう。

「では、そろそろ時間だ。これより第一回校外学習を開始する。このキャンプが諸君らにとって実りあるものになる事を祈いのっている」

　いよいよお待ちかねの開催の宣言をしたヴァレンスだが、生徒達の反応は無理もない。

　護符を胡う散さん臭くさく感じているのだろう。

　しかし行動を起こす者が増えると、正気を取り戻したかのように出発していく。

「先生、わたし達も出発しますか？」

「そうだな。……シャーロット、行けるか？」

　それでは我々も、と考えている所でアリエッタがやって来た。

　傍かたわらにはシャーロットがいるが──

「ひっ……は、はい。大だい丈じよう夫ぶですわ」

　その姿は負けん気が強いいつもの彼女とは一いつ致ちしない、あの山や羊ぎ頭の襲しゆう撃げきの際に見た弱々しいものだった。

『大丈夫』というのはもう出発できるかという返答に対するものだという事はわかっているが──別の意味で大丈夫ではなさそうだな。

「では行くか」

「はい！　楽しみですね、先生」

　それでも彼女の実力ならば『アタリ』でも問題はない……はずなのだが。

　護符を持っている以上もしもの事は発生し得ないが、一応気にかけるくらいはしておいてやるとしよう。

　平均で言えば他の班よりも遅おそめに、私達の班は森の中へと出発した。




　　　　◆




「たっ」

　飛びかかってきた山羊頭に、アリエッタが火球を放つ。

　あまり気の入っていない、実際に全力からは程ほど遠とおいながらも密度は高く、正確な狙ねらいでそれは放たれた。

　火球は三つ──それぞれが飛びかかってきた三匹びきの山羊頭の頭部を撃うち抜ぬき、炸さく裂れつする。

　頭部を完全に破は壊かいされた山羊頭は、ぴくりとも動けなくなった。

「いい狙いだ。腕を上げたな」

「ふふっ、先生のおかげです」

　魔術云うん々ぬんよりも、その狙いの正確さがよい。高速で動く物体の、限定的な部位を撃ち抜くのは慣れぬうちは難しい。

　実戦でそれを容た易やすく行うのは、彼女の成長の証あかしだ。

　しかし、相手が相手。これくらいは出来て当然とも言える。

　この程度ならば、アリエッタで無くとも、特待クラスの三分の一程度は出来るだろう。

「さ、流石さすがですわね」

　それは未いまだに怯おびえてるシャーロットもそうであるはずなのだが──

　強がれる程度には気分が回復したようだが、声は震ふるえており顔色も悪い。

　もしもこのクラスでアリエッタの好敵手になりうるなら、この子だ。そのくらい、私は彼女を買っていた。

　この程度の雑魚ざこ、百匹ぴき集まっても彼女の相手にはならないだろう。

　だと言うのに──

「何を恐おそれている？」

「恐れてなんて！　いま、せんわ……」

　言葉で強がりつつも、態度は正直だ。

　優ゆう秀しゆうであるがゆえに負けん気が強い、彼女の印象はそう言ったものだったのだが、今では強がりさえままならないといった具合。

　彼女ほどのものであれば、力量もしっかりと把は握あくできているはずだが──

「む」

「ひゃっ」

　考え事をしていると、山羊頭が飛び出てくる。

　同時にシャーロットの小さな悲鳴が聞こえた事に、やはりと思う。

　私は睨にらみつける要領で火の魔術を発動し、山羊頭の身体を炭に変えた。

　脅きよう威いは退けた──いいや、脅威と言うほどでさえない襲撃。

　にもかかわらず、シャーロットは怯え、魔物が動かなくなれば胸を撫なで下ろす。

　臆おく病びようにしても、行き過ぎだ。

　抵てい抗こうの意志さえあれば、なんとでもなるというのに怯えるというのは、蟻ありを恐れる事に等しい。

　生理的な嫌けん悪おというのならばわかるが、命がかかっている場で動けなくなるほどのものなのだろうか？

　生あい憎にく恐れという感覚はわからない。故ゆえに、なんとももどかしい。

　勿もつ体たいないのだ。

　魔力に恵めぐまれなかったアリエッタも、今では世界中のエリートの中から更さらに一ひと握にぎり、その中で最も優秀とさえ言えるようになっている。

　確かに頭の回転の速さは重要だし、魔力は使えば使うほど容量が増していく。それでも下地の良さというのは、あるに越こした事はない。

　名門の家の出と言うだけあり、シャーロットの魔術の才は稀け有うなものだ。

　何よりも、潜せん在ざい魔力が高い。努力もしたのだろうが、現時点で使われていない魔力が多く眠ねむっているのは才能の証左だ。

　天才と呼べる存在が努力し、頭も悪くないと言うのに──たかが山羊頭程度にこのざまというのは、なんというか悔くやしささえ覚えるほどだ。

「……どうかいたしまして？」

「いいやなんでもない」

　だが──飽あくまでも私が最も優先するのはアリエッタだ。

　ジト目を向けて来るシャーロットにそう返すと、私は再び前を向く。

　そう、私にとってはアリエッタの成長こそが至上。弟で子しでもない者にかける時間はない。

　ないのだが、もしも彼女が戦う事が出来るのならきっとアリエッタにもいい刺し激げきを与あたえてくれただろうに。

　これは恐らく私しか知らない事だろうが、シャーロットにはまだ見せていない力がある。

　形式だけとは言え、命がかかった実戦ならばその力を披ひ露ろうさせ、アリエッタに見せる事が出来るかも知れないと思ったのだが。

　ままならんものだ。

　ふう、とため息を吐つく。

　だが目的の一つは達成できそうだ。

「アリエッタ」

「はい先生」

　既すでに気づいていたようである。流石だ。

　山羊頭ではない、もう二つはランクが上の熊くまだ。特待クラスにとってさえ十分に脅威になりうる存在が、此方こちらを捕ほ捉そくしている。

　示し合わせる私達に交こう互ごに視線をやるシャーロット。

　私達の様子に異常を感じ、一いつ拍ぱく遅おくれで『敵』の存在に気付く。

「ひぃっ！」

「ブホォォォォッ！」

　少女の悲鳴と、獣けものの荒息が森に響ひびき渡わたるのは、同時の事だった。

「アリエッタ。一人で行けるな？」

「勿もち論ろんです」

　ふん、と小さな胸を張って、笑えみを浮うかべるアリエッタ。

　明確に力量を把握しているが故の余よ裕ゆう。だがそれは、凶きよう暴ぼうな合成魔ま獣じゆうには『油断』に見えたらしい。

　腕うでを広げ、身体を大きく見せてから、すぐさま四足歩行へと切り替かえる。

『油断している小さな少女』から仕留めるべく、一匹の熊の魔物が駆かける。

　一般的な成人男性の、二十倍は重量がありそうな巨きよ体たいが、早馬よりも速く木々の間を縫ぬって走る──足場の悪さを物ともせず発揮する速さは、そのまま身体の頑がん健けんさと反射神経の良さを表している。

「行きます」

　だがアリエッタは慌あわてない。今の彼女ならば、この程度の速度は何ら問題にならない。

　静かな宣言と共に、駆け出すアリエッタ。

　地を滑すべるような、淀よどみない動きだ。身体の魔力強化と、意識の鋭化がちょうど良く釣つり合っている事の証左だ。

　単に速いだけではない──歩法と合わせた、視界から消えるための動きだ。なまじ目が良いだけに、熊の視線は、アリエッタの騙だます動きに幻げん影えいを追ってしまう。

　まんまと熊の背後に回ったアリエッタが、得意とする短たん杖じように魔力を込こめる。

　アリエッタが得意とする、炎ほのおの魔術だ。

　三つの火球が生まれ、捻ねじれながら『凝ぎよう縮しゆく』されていく──流石、少し教えただけで完かん璧ぺきに物にしている。

「『フレアディストーション』！」

　叫さけぶようなアリエッタの『宣言』により、捻れ固まった焔ほのおの槍やりが解き放たれる。

　その声に熊が振ふり返るが、もはや魔術は発動している。

　焔の槍は回転しながら、熊の魔物へと向かう。高速度で射出された『フレアディストーション』は、強きよう弩どで放たれた矢の如ごとし。この近きん距きよ離りでは回かい避ひは不可能だ。

「ブッ！　ゴォ！」

　放たれた魔ま槍そうは、熊を縫い止めるように角度を変えて突つき刺ささった。

　熊の因子を持つからだろう、この合成魔獣の身体は山羊頭とは比べ物にならぬほど頑がん強きようだ。が、焼き切りながら抉えぐる鋭えい利りな魔力の前では、無力に等しい。

　そしてそのダメージは、あまりにも決定的だ。物理的な損傷に加え、臓ぞう腑ふを焼く地じ獄ごくのような灼しやく熱ねつ。そして、再生さえも許さぬように焼き切りながら傷口を固めていく。

「ゴッ！　ゴォッ！」

　もはや熊の魔物に出来るのは、うめき声を上げるのみだ。

　強きよう靭じんな生命力ももはやこうなっては無む為いに苦しみを長引かせるのみ。

「アリエッタ」

「はい」

　私の声に、アリエッタが杖つえを掲かかげる。杖の先に強大な火球が膨ふくらみ、そして凝縮されていく。

　早さつ速そく実戦で『凝縮』を使いこなしているな。

　その上で捻れた槍という凝こった造形へと形成する技術。やはりこの子の要領の良さは素す晴ばらしい。

　何より──止とどめを刺そうとするこのアリエッタの目。

　冷れい徹てつ、が最も適当な言葉になるだろう。揺ゆれず、最短で目的を達成するための冷静さに徹てつする瞳ひとみ。なんとも美しい。

　かつて気高くも脆もろくあった少女から脆さは消え、今ではその気高さが、冷たく磨みがかれている。

　それでいて──優やさしさも持ち合わせているのだ。

　恐らくは人間に対する憎ぞう悪おと破は壊かい衝しよう動どうだけを与えられた改造生物。

　その悪意を感じ取りながらも、アリエッタは魔物がこれ以上苦しまぬようにと火球を放った。

　半径二マートルほどを飲み込む爆炎。

　破壊と焦しよう熱ねつの渦うずが膨らみ、去った後には何も残らなかった。

　小さく息を吐いて、アリエッタは目を閉じた。

　閉じた瞳を開くと、そこには元の柔にゆう和わな笑みが浮かんでいた。

「終わりました」

「素晴らしい。もう完全に魔力の凝縮も使いこなしているな」

「まだ少しだけ時間がかかりますけどね。それでも、ちゃんと扱あつかえるようになったのは先生のおかげです」

「いいや、このレベルの実戦で問題なく使えるのならば、ひとまず十分と言った所だろう。よく頑がん張ばった」

「はいっ！」

　目を細め、嬉うれしそうに笑う。この少女があれほど戦えるなど、誰だれが信じるだろうか？

　私からすれば未熟も未熟ではあるが、それでも同年代にはもはやアリエッタに比ひ肩けんする者もおるまい。はっきりとそう言えるほど、良い戦いぶりだった。

「……すごい」

　アリエッタの魔術がどれだけ素晴らしいか、と語るのにシャーロットの反応は良い指標となるだろう。

　世界で最高と言われる魔術学校の中でも、より選すぐられた者が集められる特待クラス。その中でもアリエッタを除けば間ま違ちがいなく最も優すぐれていると言える、負けん気の強い少女にこの様な反応をさせるほどだ。

　見み惚とれるままに呟つぶやいたシャーロットははっと息を飲んだ。

　悔しそうに唇くちびるを噛かみ締しめているのは、嫉しつ妬とからではあるまい。

　実力を出せない、というのは彼女にとってももどかしいはずだが。

　やはり勿体なく思う。……ここは少し強ごう引いんな手で確かめてみようか。

「ブルゴルアアアアッ！」

　背後から、熊の魔物の雄お叫たけびが響く。

　──二匹ひき目だ。

　私達の近くに居たのは、熊の魔物が一匹だけではない。此方の魔物は、息を殺して戦いを覗のぞいていたのだ。

　先頭のアリエッタ、私を挟はさんで後方にシャーロット──班の背後から現れた熊の魔物の最も近くにいるのは、当然シャーロットという事になる。

　さあ、力を見せてみろシャーロット＝ソーニッジ。さもなくば──

　山や羊ぎ頭の雑魚ざこには、その力を見せる事はなかった。何の理由があるかはわからぬが、戦いそのものを恐おそれている様子が見て取れる。それは相手よりも自分のほうが圧あつ倒とう的に優れていると知っていてなお戦えないほどだ。

　ならば、命がかかっていればどうか。

　熊の魔物の攻こう撃げきは、山羊頭のそれとは全くの別物だ。魔力の防ぼう御ぎよが半はん端ぱならば肉は裂さかれ骨は砕くだけるだろう。このまま魔力の防御を行わなければ、横よこ薙なぎの爪つめで身体からだは上下に二分割されるだろう。

　動かねば、死ぬぞ。

　目を鋭するどく細めて、シャーロットの動向を見守る──

「やはり無理か」

　が、シャーロットは動く気配を見せなかった。

　先日の焼き直しだ。転移の魔術でシャーロットを庇かばう。無造作に立てた腕で防御をすると、石壁を叩たたくような音が響いた。如い何かに山羊頭より強くとも、所しよ詮せんろくな意思も持たぬ作り物。この程度では羽虫が触ふれるほどにも感じない。

　熊からシャーロットへ視線を移し、私はため息を吐き出した。

　失望──というのとは少し違うな。その言葉を使うのならば、私自身に対して、だ。

　そもそも山羊頭を相手に動けない時点で、それよりも余よ程ほど強い熊の魔物を相手に動けるはずがなかったのだ。

「あ……あ……」

　その表情は恐きよう怖ふと絶望。涙なみだに塗まみれ、死を覚かく悟ごもできずにいる表情だ。

　特待クラス、という自信と希望に満ちた場所に居て、感覚が麻ま痺ひしていたのかも知れない。この年とし頃ごろの少女ならば、これも却かえって自然というものか。

　再び熊へと視線を移し、一ひと睨にらみする。

　そうする事で、無色の魔力を熊の魔物へ叩きつけた。

　最も簡素な魔力は力場となって熊を襲おそい、その上半身を消し飛ばす。

　揺れた熊の巨体──いや、頭部を失った今は醜みにくい亜人の様な──躰からだが、後ろへと倒たおれていった。

　決着とともにアリエッタが近づいてくるのを感じるが、今はひとまず。

「怪け我がはないか」

「ご、めんなさい。ごめんなさい……！」

　先日のようにシャーロットへと手を伸ばす──が、シャーロットは怯おびえ、周りが見えていないようだった。

　私は屈かがみ込むと、その瞳を覗き込んで見せる。びくりと震ふるえたシャーロットを押さえつけるように肩かたへと手を置いて──

「もう、大だい丈じよう夫ぶ、だ。落ち着いて息を吸うと良い」

　じっくりと言葉を区切りながら、言い聞かせた。

　呆ぼう然ぜんとしながらも言葉を飲み込んで、シャーロットは深く息を吸い込んだ。

　すると、驚きよう愕がくで引っ込んでいた涙がまた滲にじみ、溢あふれてくる。

「怖こわかったな」

「あ、あああ……わたくし、わたくし……！」

　また声が震えてくるが──取り乱しているというわけでもないようだ。

　すがるように胸に飛び込んでくるシャーロットを抱だきしめる。

　普ふ段だんの彼女からは想像出来ないような、弱々しい嗚お咽えつ。

　……ふむ。実戦への怯えには、何か根が深い問題があるのかも知れない。

「……」

　だからそんな顔をするものではない──アリエッタ。

　抱きとめたシャーロットの肩かた越ごしに見るアリエッタの表情は、見事なまでに無表情。虚きよ無むであった。

「お優しいのですね。わたし、そんなふうには──『テオさん』じゃない方の先生にも、された事がないです」

　この私が、圧を感じている──!?

　優しいという言葉を織り交ぜつつも、明らかに抑よく揚ようのない声！　というかこれは実は正体がバレているのでは!?

　冷や汗あせをかくのなど、何百年ぶりの事だろう。いや、もしかしなくとも千年以上は無かった事のような気がする。

　いや、焦あせるな。似てはいるが今の私は若返った、決定的な別人。これはきっと連れん鎖さ的に私との記き憶おくが思い出されただけだろう。通常、人は若返らないのだから。

「あー……いや、話を聞く限り、頼たのめば喜んでしてくれるだろうさ」

「そうですか？　じゃあ里帰りの機会に頼んでみます」

　弁明、というよりは弁護か。言えばする、と告げれば無感情が一転、笑みを浮うかべてアリエッタは言う。

　だが、そうだ。考えてみればアリエッタを抱きしめる、というのはまだした事がなかった気がする。

　父のように私を慕したう彼女に対して、娘むすめのように彼女を想おもう私の行動としては、不誠実だったかもしれない。里帰りの際には、思う存分甘やかしてやろう。

　と、心に決めた所で抱きとめたままのシャーロットに気がつく。

「でも、どうしましょう。休きゆう憩けいにしましょうか？」

　アリエッタもそれほど本気で怒おこっているわけではない。

　シャーロットの事を心配に思ったからこそ駆かけ寄った、というのは事実だ。

「そうだな、それが良い。シャーロット、少し離はなれてくれるか」

　言葉は返ってこなかったが、胸の中で小さく頷うなずいているのが感かん触しよくでわかる。

　なるべく優しくシャーロットを離してから、私とアリエッタは手て頃ごろな石を錬金で椅い子すに変える。

　すすり泣く少女をどうしたものか。こういった場面に困っていないのは、アリエッタも同じようで──

　私達は顔を見合わせて、肩を竦すくめた。




　　　　◆




「ご、ご迷めい惑わくをおかけいたしましたわ……」

　それから暫しばらくして。

　私はアリエッタと並んで、ようやく泣き止やんだシャーロットと向かい合う様にして座っていた。

　まだ声は濁にごり、時折しゃくりあげて震えているが、精神の方は大分落ち着いたようだ。

　しかし私達は、シャーロットの様子に言葉を選びかねていた。

　その姿は弱々しく、もはや強がってさえいない少女に対してどう声をかけたものかわからなかったのだ。

「構わん。あの程度なら手間にもならん」

「わたしも大丈夫ですよ。直接シャーロットさんをお助けしたのは、先生でしたから」

　結局迷った末、謝罪を素す直なおに受け入れられるくらいだった。

　シャーロットはそんな私達に、謝罪を重ねる。

　……あまりにもしおらしくてやりづらいが、このままでは話が進まんな。

「しかし、説明は欲ほしい所だな。実戦が恐ろしいという気持ちが存在する事は理解するが、お前の実力ならば山羊頭程度ならば蟻ありの一匹ぴきを怖がるようなものだろう。その必要があるとも思えんが」

　なので、シンプルに聞く事にする。

　言葉を飾かざり立てるのは苦手だ。あれこれと考えても、どうせ気の利きいた言葉は出ない。

「それは……ううん、そうですわね。ここまでご迷惑をおかけしたんですもの、お話しいたしますわ……」

　だがシャーロットは少し迷ったものの、素直にその理由を語り始めた。

　それが意外で、私はまたアリエッタと目を合わせる。

　シャーロットが語り始める事で、私達は視線を戻もどした。

「仰おつしやるとおり私わたくしは、実戦が怖くて怖くて仕方有りませんの。怯えている状態でも、相手の力量はなんとかわかりますわ。山羊の頭の魔物になら、普段の力を出せれば問題ない事もわかっております。それでも──怖くて、動けなくなってしまいますのよ」

　やはり、私が考えた通りだったようだ。力量は、把は握あくしていたのだ。

　優すぐれた魔ま術じゆつ師し、あるいはそれを目指す者ならば、戦せん闘とうの際互たがいの力量を測る事は必ひつ須すだ。

　大成するには何よりも決定的な敗北を回かい避ひする事が重要なのだから。

　それでいえば、臆おく病びようというのは悪い事ではない。度が過ぎなければの話だが──

「何か理由があるのか」

　だが力量を測れるというのならば、なおさら動けなくなってしまうほどの恐怖というのは想像し難がたい。

　蟻を相手に怯えるようなものだ。

　シャーロットは私の問いかけに、僅わずかな逡しゆん巡じゆんの後、答えた。

「……生来臆病というのもありますけれど、油断から大きな怪我をした事がありますの。と言っても、治ち癒ゆの魔法があれば痕あとも残らないようなものでしたけれど──その時の痛みを思い出すと、どうしても『敵に立ち向かう』という事が出来ませんの」

　返ってきた答えは、想像しうる中でも単純な部類のものだった。

　即すなわち痛み。だがそう言った心的な傷というのは、単純であるほど衝しよう撃げきも強いものだ。

「ふむ……なるほど。それは難しいな」

「克こく服ふくしようと、努力はしていますわ。でも、どうしてもあの時感じた死を打ち払はらう事が出来ませんの」

「死、ですか。わたしも、死ぬのは怖いです。何よりも」

「ですがアリエッタさまはあんなに強い魔物にも立ち向かっていけるではありませんか。私わたくしには、出来ない事ですわ……」

　死。それは誰だれしもが恐れる、あるいは恐れていたものだ。

　こればかりは、どうしようもない。恐ろしいものは恐ろしい。死を魔術でねじ伏ふせた私でさえ死の恐怖というものはわかる。

　私の場合、死の恐怖というのは決定的な時間切れとして存在していた。不老不死となる前から大おお凡よそ敵と呼べる存在は居なかったが、それでも近づいてくる終わりを恐おそれた日はあった。

　ろくな心の準備も無い子供の内から、死神に頬ほおを撫なでられる。そんなもの、心が耐たえられるものではないだろう。

「ソーニッジの家の者として、家名に恥はじぬよう努力してきたつもりですわ。ルールが整備された模も擬ぎ戦などの形式ならば、それなりに動けると自負しております。それでも、実戦というのは怖いのです」

　だが努力はした。それもまたわかる。

　彼女の身に秘ひめられた魔力は才能だけで身につくものではないと、私には解わかるからだ。

　心中で、私はシャーロットが気にかかる理由に説明が付き始めていた。

　一言で言えば、この子はアリエッタと逆の存在なのだ。

　魔術の才に恵めぐまれながらも、強い心を持つ事が出来なかった少女。その存在はアリエッタと真逆であるがゆえに、光と影かげのようにその存在が強調される。

「一通りは、わかった。それで、お前はどうしたい」

「どう、と言われますと？」

「死を恐れる気持ちはわかるし、咎とがめるつもりはない。この森にいる間は、私とアリエッタでお前を守ってやる事も出来る」

「えっ、ですが……」

「わたしは構いませんよ。怖いものは怖い、わたしにもわかります」

「アリエッタさま……」

　だからなんとなく、放ほうってはおけないのだろう。

「それでもこの森の環かん境きようは辛つらかろう。安全と分かっていても実戦が出来ないくらいだ、守られていると分かっていても、恐ろしい事に変わらないはず。もしも帰りたければ、護ご符ふを破っても構わん」

「あっ、先生は厄やつ介かい払ばらいをしたいわけではないですよ。純じゆん粋すいにシャーロットさんを思っての事です」

「は、はあ……」

　何な故ぜか補足するアリエッタになんとも言えない気分が湧わき上がっていたが、言っている事は間ま違ちがいない。強調してくれるというのなら、それでいい。

　ただその行動の異質さに、シャーロットの方が一歩引いてしまっているが。

　せり上がってくるため息を飲み込んで、続ける。

「だが一つ言わせてもらうと──私としては、お前の才能を眠ねむらせておくのは勿もつ体たいないと感じている。この実習を機に、少しずつでも恐きよう怖ふを克服していく気はないか。戦えとは言わん、まずは見ていようとするだけでいい。目を逸そらしてしまっても、それが出来るよう努力をするだけでも良い」

「えっ……」

　最初はその才能に興味を惹ひかれただけだったが、学生として過ごすうち、私にも人情というものが湧いたのだろうか。心的外傷に悩なやんでいるというのを聞かされた今では、一人の学友として、彼女の力になってやりたいと感じていた。

「……そう、させてくださるのならば、私わたくしとしては嬉うれしいのですけれど……よろしいのですか？」

「先さき程ほどアリエッタが良いと言っていた事だ。それが実りあるものになるというのならば、積極的にそうすべきだろう」

　だから、こういうおせっかいをするのもたまにはいいのではないか、と思う。

「そうですよ。折角今まで努力したんです、報むくわれてもいいじゃないですか。そのお手伝いができるなら光栄です」

「お、お二方……！」

　私としてはアリエッタに文句がないのならば、それ以上に問題などあるはずもない。

　私がそうすると決めた以上、シャーロットに危害が及およぶ事はありえない。そうなれば、後はシャーロットの気の持ちよう一つ。

「是ぜ非ひ、是非よろしくお願いいたしますわ！　またご迷惑をおかけしてしまうと思いますけれど……私わたくし、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりますわ！」

　こうしてやる気を出せば──また一つ、何かが変わるかも知れない。

　アリエッタと出会う前の私だったら、敢あえて寄り道のような事はしなかったろう。そもそも、学園に通うなどという発想には一生──これから先何千、何万と続いていくかも知れない人生の中でさえ一度も至らなかったはずだ。

　凝こり固まった考えを持っていた私でさえ変わりつつあるのだ、若い子達の変化というのは、きっと計り知れないものになるだろう。

「そうか。では──お前が克服する意志を見せる限り、私も協力すると約束しよう」

「わたしもです。先生に比べればずっと微び力りよくですけれど、視線の高さが近い分、何かわたしにだけ見えるものもあるかも知れませんしね」

「うう……テオドールさま、アリエッタさまぁ……っ！」

　また涙なみだぐむシャーロットだが、その涙は悲しみによって滲にじんだものではないだろう。

　こういうのもたまには良い。そんな思いつきから始めた『師し匠しよう』だが。現状を鑑かんがみるとこの子との付き合いも長いものになるのかも知れないな。

「ならば今から私達は『友達』だ。生あい憎にく弟で子しと言える存在は定員が過ぎているのでな」

「と……友達……！　なんて新しん鮮せんな響ひびきなのでしょう……！」

「じゃあわたしも友達、ですね」

　アリエッタの言葉で涙るい腺せんにとどめを刺さされたシャーロットが身体中を震ふるわせる。臨界点を超こえると同時に、シャーロットは堰せきを切って出てきた水のように、私達へと押し寄せた。

　私とアリエッタの二人を囲むように広げた腕うでで抱だき寄せると、シャーロットは声を上げて泣き始めた。

「あ……ありがとう……ありがとうございますぅ～……っ！」

　おん、おんと、抑おさえる事もなく声を上げて泣くその様に、私達はどうする事も出来ない。

　何ど処こか遠い思考で、なんとも癖くせのある泣き方だ、と考えつつ──私達は二人揃そろってなすがままにされるのであった。








第十話　友達






　シャーロットと契けい約やくを結んでしばらく。

　辺りもすっかり暗くなってきて、私達は火を囲んで身体からだを休めていた。

　まだ肌はだ寒ざむさの残る夜に、熾おこした火が染しみ渡わたる。時折爆はぜる木々の音が、なんとも風ふ情ぜいがあって心まで癒いやされるようだ。

「うふふ！　こういうのも、たまには楽しいですわね！　敢えて薪まきを燃やすというのが、いいですわ！」

「ほう、分かっているな」

　手をかざして火にあたるシャーロットの声は弾はずむように軽い。

　しかし若いながら中々分かっている娘むすめだ。時折外に出たときなどは、薪をくべた火が特別感を感じられてよい。

　魔力や魔道具を使えば、燃料が無くとも暖を取るには十分だ。

　だがこんな具合に薪などを使って熾す炎ほのおというのは、素そ朴ぼくながら妙みように優ゆう雅がと言うか、愛いとおしいと言うか──魔力で熾した火にはない『暖かみ』があるのだ。

「先生って、たまにそういうこだわりみたいなのがありますよね」

「ふ……譲ゆずれないこだわりの一つや二つ持っていなければ、物事に真しん剣けんに打ち込む事など出来ないさ」

　我が家の暖だん炉ろも、着火は魔ま術じゆつでも燃料は薪だ。見慣れたものではあるが、野外で熾す火はまた格別というもの。

　ようは空気だ。学友とのキャンプという特とく殊しゆな状じよう況きようが、この風情を生み出している。

　アリエッタとこういった行楽に出る事はなかったな。学校を卒業する頃ころにはもう彼女も十八歳だが──誘さそえば、喜んでくれるだろうか。

「あら」

「……どうした」

　こんな私にもアリエッタに見せたい景色の一つや二つはある。

　最初は何処へ誘おうか、なんて考えていると、シャーロットが私の顔を見て手を押さえる。

「いえ、テオさまはそういった顔で笑われるんですのね、と。いつも難しい顔をしていらっしゃるから、あまり笑わない方だと思ってましたの」

「笑っていたか？　……気が付かなかったな」

　気づけば、笑っていたようだ。

　いや、笑う事は自分で珍めずらしいとは感じないのだが──知らずにしていた事を指し摘てきされるというのは、初めてかも知れない。

「先生はよく笑われますよ」

「あら、そうでしたの？」

　だが自分では気づいていなくとも、アリエッタからすれば私はよく笑っているらしい。

　自分でも、アリエッタといる時は笑う事が多いと感じていたが……よく、という程では無かったように思う。もしや、自覚している以外にもよく笑っているのだろうか。

「いまのテオさまはとても雰ふん囲い気きがよろしいですわね！　一方的に敵視していたのが本当に恥ずかしいですわ……」

「ふふ、そうですよ。先生はとっても優やさしいんです。シャーロットさんの態度も、気にされていませんよね？」

「やめろ。何だか気き恥はずかしい。……まあ、なんだ。態度については気にしないでいい。あれはあれで、好ましく思っていたからな」

「そう、ですの？　そう仰おつしやってくれると、嬉しいですけれど……」

「……先生？　好ましく思うというのは、どの様な……」

「あ、いや、誤解するな。試験での私を見ていながら超えると宣言する向上心を評価してたという話だ」

「……お二方は、とても仲がよろしいんですのね」

　話を聞く限り、私は自分で知るよりも笑っているようだ。

　仲が良いのは、今いま更さらと言った所だろう。元より私からすればアリエッタは近しい仲であるし、アリエッタからしても私は師と似ている少年と言ったところのはず。親近感はあるはずだが。

「しかし明るいほうが良いというのならば、シャーロットの方もそうだろう。今のお前は話しやすいが、普ふ段だんの様子だと近づきがたいと考える者も多かったんじゃないか」

　普段と態度が違うというのならば、シャーロットの方こそそうだ。

　彼女はもう少し喋しやべりづらい者だと思っていたのだが。

「う……そうですわね。私わたくし自身どうかと思いますわ。けれど、あれにも理由がありますの……」

　今目の前にいるシャーロットは、感情表現がストレートでかつ、私とアリエッタへの好意を前面に出して接してくる。

　その様は懐なついた子犬のようだ。

　ヴァレンスの挑ちよう発はつに冷静さを持ちながら乗り、怯おびえた理由を聞いただけで声を荒あららげていた彼女からは想像しづらい姿である。

「ソーニッジ家の者として、私わたくしは弱みを見せる事が出来ません。魔術師の名門の娘が、最低ランクの魔物さえ恐おそれるなんて、お笑いですもの。……ですから、できるだけ深い人付き合いは避さけるようにしていましたの。こうしてあっさりバレてしまっているくらいですから、深い付き合いをしていたら、すぐに私わたくしの弱さが広まってしまうと考えていましたから……」

　しかしシャーロットのそれは、私のものとは違ちがって意図して身につけたものらしい。

　名門の娘として、か。結局の所最後は自分自身の話で、好きなように振ふる舞まえば良いと思うのだが、人の世にも色々と柵しがらみがあるらしい。

「ですが、お二人のおかげで、今はこうしてありのままの自分でいられる。学校で同じ様にするのはまだ出来ませんけれど……気負わずに過ごすのは、良いものですわね」

　そう言うと、シャーロットは空を見上げた。

　森の中ではあるが、広場になっているここは良く空が見える。

　暇ひまをしていた時期は星々を見上げる事に凝っていた時期もあったが──こうして改めて見てみると、やはり良いものだ。

　皆みな、案外苦労しているのかもしれんな。

　ここ千年は苦労という感覚は無かったので、少しばかり尊敬する。

「ならば定期的に羽を休めると良い。これからは何時いつでもそんな時間が取れるのだから」

「そうですね。平日は放課後も魔術の修行をしていますけど……お休みの日なんか、一いつ緒しよにでかけてみたりしたらどうでしょう。きっと楽しいと思いますよ」

「テオさま……！　アリエッタさま……！」

　微笑ほほえみとともに差し出されたアリエッタの手に、シャーロットの肩かたが小刻みに揺ゆれる。

　その様子に困こん惑わくするアリエッタだったが──すぐさま、シャーロットが飛びついてくる。

「私わたくしは……！　世界一の幸せ者ですわぁ～っ！」

「え、え……!?　しゃ、シャーロットさん！　離はなれてください～っ！」

　慣れぬ距きよ離りの近さに困惑するアリエッタが、視線で助けを求めてくる。

　今まではこういうストレートな接せつ触しよくを経験する機会は無かったので、どう扱あつかったものか考えあぐねているのだろう。

　仲良き事は素す晴ばらしきかな。アリエッタに良い友が出来て、私は嬉うれしい。

「まあ落ち着け。私もアリエッタも、こういうスキンシップにはまだ慣れていないのだ」

「あら、そうでしたの……？　それは申し訳ございませんわ」

「い、いえ……驚おどろいただけですから、お気になさらず」

　割とあっさり解放されたアリエッタは、胸を撫なで下ろしている。

　しかしこのシャーロット、随ずい分ぶんと人ひと懐なつこいと言うかなんと言うか。

　孤こ独どくであるというのは、苦しい事なのだろう。昔の私は苦に思わなかったし、今の私にはアリエッタがいるので、その苦しみがどのようなものとはわからんが。

「ふう……あ、そろそろお夕食を作りますね」

「私わたくしもお手伝いいたしますわ！」

「ありがとうございます。よろしければ、先生はご覧になっていてください」

「そうさせてもらおう」

　シャーロットから解放されたアリエッタ。

　そう言えばそろそろ良い時間だ。これ以上の追つい撃げきを加えられないようにと言う打算も織り交ぜつつ、夕食を提案する。

　どうせなら班員全員で動くべきかとも思うが、本来料理はアリエッタが好んで自分でする領分だ。見ていてくれ、と言われたので大人しくそうするとしよう。

　私も一人暮らしが──それはもう長かったのである程度料理は出来るのだが、あまり拘こだわる事はなかったし、所しよ詮せんは男の一人料理だ。

　可愛かわいいアリエッタが私のために作る料理とは、比べようもない。

　なので、基本的には料理はアリエッタに任せるようにしていた。アリエッタの料理は、学生寮りように入ってからは久々だ。この機会に楽しんでおきたい。

「ふふ、お料理は久しぶりです」

「私わたくしもですわ。アリエッタさまは、お料理をされるのですわね」

「ええ。先生──ああ、ずっとわたしを育ててくださったお師し匠しよう様がいるのですが、その方が喜んでくださるので、お料理は趣しゆ味みだったんです」

「まあ！　それは素す敵てきですわね」

　淑しとやかな笑えみを浮うかべつつ、語るアリエッタ。

　少し気恥ずかしさもあるが、この場に居ない『私』の事をよく言ってくれるのは嬉しい事だ。

　まな板を叩たたく包丁の音と、葉野菜が断ち切られるザクザクとしたリズムが心ここ地ちよい。

　アリエッタの料理が美味うまい事は知っていたが、シャーロットもこういった事は得意のようだ。彼女も中々手て際ぎわが良い。

「二人共手際がいいな。シャーロットは名門の出と聞いていたので、意外だ」

「うふふ、そうでしょう？　これで家事は好きですの。お裁さい縫ほうなんかも得意ですのよ」

「へえ、いいですね。今度、わたしにもお裁縫を教えてもらえますか？」

「大だい歓かん迎げいですわ！　お友達とお裁縫をするなんて、なんて素晴らしいのでしょう」

　二人共趣味が合うようだ。同年代の、同性の友人とアリエッタがこうしたやり取りをしている──何な故ぜだか、それが無む性しように嬉しい。

「あ、すみません。それだと少しお塩が足りないので、足しても良いでしょうか？」

「？　別に構いませんけれど……強めの味付けですのね」

「先生がこの方が好きなので。ですよね？　先生」

　二人のやり取りに頬ほおを緩ゆるめていると──思わぬ所から弾たまが飛んできて、息を詰つまらせた。

「あ……ああ。確かに私は濃こい味が好きだが、何故それを？」

　確かに私は濃い味が好みだがそれを話した覚えはない。まさか、正体が……？

「この間、一緒に食べ歩きをした時に、濃い目の味付けを好んでいたなあって」

「なるほど。そういう事か……」

　……どうやら、私の心配は杞き憂ゆうであるようだ。

　思い返せば街では濃い味のものを好んで食べていた気もするが──いや、よく見ている。こういう気配りが出来るのは、彼女の凄すごいところだ。

　……いや、本当にそうか？　最近心配になる事が増えた気がする。

「……ん、私わたくしの実家ですと味付けは薄うすめでしたけれど、濃い味も素敵ですわね。安心するというか、何故だか懐かしい味がいたしますわ」

　私の心配をよそに、料理の味見をするシャーロット。

　これ以上この話を続けるのは危険な気がする。ここはさっさと話を進めてしまおう。

「いい香かおりだ。流石さすが、得意というだけはある」

「そう言ってくれると嬉しいです。食べたいものがあったら言ってくださいね、先生の好みは把は握あくしていますから」

　私の事をよく知ってくれているというのは嬉しいが──妙みような寒気が襲おそう。

　こんな感覚は、久方ぶりな気がする……

「さ、出来ました。キャベツとベーコンのシチューです。バゲットと一緒にどうぞ」

　しかしアリエッタが作ったシチューは、見るからに温かだった。

　湯気に乗ってコンソメの匂においが漂ただよってくる。美味そうだ。

「見事なものだな。材料は揃そろっているとはいえ、これだけのものを作るとは」

「結構簡単なんですよ？　でも、褒ほめてくれるのは嬉しいです」

「アリエッタさまの手際は素晴らしいですわ。私わたくしの料理は趣味程度のものですけれど、アリエッタさまはまさに手慣れていると感じましたわ」

　シャーロットは小さな胸を張って、アリエッタを称たたえている。アリエッタが褒め称えられるのは私も嬉しい。

　うむ、シャーロットは良い子だな。

「ふふ、ありがとうございます。冷めない内にいただいてしまいましょう」

　アリエッタに言われ、私達は食事を始めた。

　白いシチューは、先さき程ほどから食欲を煽あおってくる。食事をしなくとも生きていける私には空腹感というものはないが、これは匂いだけで腹を鳴らして来そうなほどだった。

　シチューを一口掬すくうと、とろけて羽は衣ごろものように透すける、キャベツが持ち上がる。

　柔やわらかな食感を予感しながら口に含ふくめば、コンソメの香り高さをたっぷりと吸い込んだキャベツがほろほろと崩くずれていった。

　温まる濃のう厚こうな味に導かれるようにして二口目をとれば、そこには厚切りのベーコン。キャベツと対照的なちゃっきりとした歯ごたえが素晴らしい。だがこれはバゲットと一緒にいただきたい──

　シチューの絡からんだベーコンをサクサクとしたバゲットに載のせて食べれば、もう天国だ。心地よい歯ざわり、パンの甘みで丸く調和された味は素晴らしいの一言である。

「美味い」

「お口に合って嬉しいです」

　美食の限りを尽つくした──なんて経験はないので基準はあやふやだが、これは相当美味い気がする。

　当然アリエッタが作ってくれたという付加価値はあるが、味覚に嘘うそはないはずだ。

「これは……疲つかれているからか、身体からだに染しみ渡わたるようですわ」

　ゆっくりと息を吐はくシャーロットからはリラックスしているさまが見て取れる。

　火を囲んで、食事と共に語らう。

　まるきり初めての経験というわけではないが、前にした時は人々がぴりぴりしている時代だったという事もある。こうしてにこやかに語らうというのは、いいものだな。

　その後も雑談をしたり、あるいはシャーロットの苦手を克こく服ふくするためにどうすればよいかを話し合ったりして、夜は更ふけていった。

『友人との時間』が良いものである事を実感しながら就つく眠ねむりは、非常に心地よいものだった事を記しておこう。








第十一話　予感






「ふむ……やはり、戦せん闘とうが絡まなければ大したものだな。一いつ般ぱんの学生レベルならば技術、魔ま力りよく量共に大きく水準を超こえていると言えるだろう」

「本当に、シャーロットさんの魔術はクラスの皆さんと比べても丁てい寧ねいでかつ高速、高威い力りよくですね」

「お二人に言われてもという感じがしますが……それでも認めてくださっているのですね。私わたくしなど未熟な者ですが、素す直なおに嬉しく思いますわ」

　翌日──チェックポイントを回った私達は、出口へと戻もどる合間に雑談がてら、シャーロットに修行を付けていた。

　アリエッタは、シャーロットの魔術を高く評している。シャーロットも小こ恥はずかしそうだが、悪い気はしていないだろう。

「謙けん遜そんはいらん。多くの魔術師がその慢まん心しんから立ち上がれなかったのだ。今こうしているだけでも、称しよう賛さんに値あたいする」

「そうですよ。わたしが今この学園の特待クラスに居られるのは全すべて先生──お師匠様のおかげですけれど、シャーロットさんは殆ほとんど独学でそこまで至ったのでしょう。わたしにはとても真ま似ねできません」

「あ、アリエッタさままで……もう」

　アリエッタには遠く及およばないとは言え、彼女の潜せん在ざい能力は本物だ。素すの性格は好ましいものだったし、やがてはお互たがいに刺し激げきを与あたえ合う関係になるやも──などと考えると、感覚的には娘むすめの友人を見たような気持ちというか。私としてもシャーロットには好意的になってしまう。

　飽あくまでもアリエッタが私の一番という事に変わりはないが、それでも出来る限りの手助けをしようと考える。

「ですが……私わたくしからすればアリエッタさまこそ、すごいと思いますが。仮に全力を出しても、私わたくしでは熊くまの魔物に楽勝とはいきませんでしょうし、お師匠様が良いとはいえ、十二分に稀け有うな才能ではありませんか」

「いえ、本当にわたし自身は普ふ通つうなんですよ。詳くわしく説明するわけにはいかないんですけど、わたしのお師匠様は世界一なんです！」

　ヒトに明確な序列を付けるのはどうかと考えないでもないが、こういう事を言う弟で子しだ。可愛いのは仕方があるまい。

　だが、一つ聞き捨てならんな。

「そうは言うが、高度な教育に付いていくのもまた素質と言えよう。それも立派な才能だ」

「そうですか？　……いえ、そのお言葉、ありがたくいただいておきますね」

「ああ」

　私は中ちゆう途と半はん端ぱである事が好きではない。故ゆえにわからない事はわかるまで教えてから次に行く。

　アリエッタが今の位置にいるというのは、それだけ彼女が歩みを止めず進んできた証あかしだ。

　傲おごらぬに越こした事はないが、謙けん虚きよすぎるというのもいかんな。

「……と、そろそろ集合の時間ですね。移動を始めておきましょうか？」

「置いていかれては困りますものね」

　今回の校外学習は、思わぬ収しゆう穫かくになった。

　しかしそんな所で、このキャンプにも終わりが近づいていたようだ。

　このキャンプでアリエッタはそれなりに高いレベルでの実戦を経験する事ができ、シャーロットと出会い、希少属性を知った。

　その全てが、これからのアリエッタを強くするだろう。

「本当に……楽しかったですわ。テオさまとアリエッタさまのおかげで、魔物の溢あふれる森も怖こわくありませんでしたし、何より友人との語らいなんて諦あきらめていたものでした。重ねて、お礼を申し上げますわ」

　だがそれはシャーロットにとっても同じだったようだ。

　直接の戦闘こそ出来ないものの、目の前で繰くり広げられる戦いから目を逸そらさずにいられる様になっている。これも彼女にとっては小さいが確実な一歩となっただろう。

　友人という話は、アリエッタや私にとっても同じだ。

「礼はいらん。新しい友人が出来た事が嬉うれしかったのは私達も同じだ」

「そうですよ。わたしにとっても、実りある体験でした」

「お二人とも……！」

　お互い様だという事を伝えると、シャーロットは俯うつむいて震ふるえ始める。

　……いかん、あれが来る。

　新しい友人はどうにも涙なみだもろく、感情表現が豊かという事が分かったのも収穫といえばその一つだろうか？

　抱だきつかれると反応に困るし、かといって避さけてしまうのも何だか申し訳ない気がするのだが──

　結局少女の涙には勝てずに、諦めて覚かく悟ごを決めようとする。その時だった。

　──森の彼あ方ち此こ方ちで、邪じや悪あくな魔力が膨ふくらんだのは。

「アリエッタ」

「はい……感じてます」

「えっ……？　あ……！　な、なんですの……この魔力……っ」

　私の僅わずかな後にアリエッタが。少ししてからシャーロットが、森の彼方此方に現れた魔力を感じ取った。

　充じゆう実じつしているあまり、忘れていた。元々の目的は、あれとアリエッタをぶつける事だった。

　そう──アタリとした熊の魔物を遥はるかに超える存在『大当たり』である。

「こ、こんなの……！　熊の魔物とも比ひ較かくになりませんわ……！　み、みんな殺されてしまいます……！」

　その魔力に、シャーロットが絶望を口にする。

　なまじ力を測る能力が優すぐれているばかりに、発はつ露ろした魔力を感じ取ってしまったのだ。

　言う通り、突とつ然ぜん現れたのは特待クラスの生徒でも相手にならない凄すさまじい魔力だった。

　だが一つ彼女は勘かん違ちがいをしている。

「彼方此方で戦闘が起きているな。アリエッタ、お前はここから南へ向かえ。そこが一番近い。私は周囲の救きゆう援えんに向かう」

「はい、先生」

「そ、そんな……いくらお二人でも！」

　救援を命じる私に頷うなずくアリエッタ──そんな私達を止めるシャーロット。

　恐おそらくは、『大当たり』の解放された力を感じ取ったからだろう。私達でさえ、この魔力の持ち主の相手は厳しいと感じているのか。

　珍めずらしく、見誤っている。確かに『大当たり』の魔力は高い。それに比較すれば、熊の魔物との戦いでアリエッタが見せた力も及ばないと考えているのだろう。

「案ずるな。アリエッタも私も、まだ本気は出してない」

「で、ですが……っ!?」

　シャーロットの心配を打ち払はらうように、アリエッタが魔力を纏まとう。

　その力に、シャーロットは抗こう議ぎを止めた。

「う、あ、なんて、力ですの……!?」

　気け圧おされているのだ。

　友人だから、温厚だから。アリエッタを知っていてなお、一歩足を退けるほどに押し寄せる魔力を、感じ取ったのだ。

「シャーロット、お前は護ご符ふを破るといい。今なら安全に学園に帰れる。他の者も命の危険はないが──まあ、痛い思いをするのもしのびないからな」

　既すでに学園の生徒が出てくる幕ではない。暗にそう告げると、シャーロットは歯は噛がみする。

　私はアリエッタに魔術師の眼めを付けて、その場を後にするのだった。




　　　　◆




「と、言った所で素直に帰るものでもないか……」

『大当たり』の内一体の首なし死体を見下ろしながら、私は魔術師の眼を通して見える光景に、ため息を吐いていた。

　シャーロットは臆おく病びようだが優やさしく──気高い。いくら逃にげられると告げられても、それを実行するかどうかは微び妙みようなところだと、予感はしていた。

　実は『取命の護符』には私が強制的に発動させる機能もあるのだが──

　案外、それが発動するような状じよう況きようがショック療りよう法ほう的な役割になるかも知れない。

　あるいは、土ど壇たん場ばならばシャーロットの心境に変化が訪おとずれるか、など。

　様々な考えを巡めぐらせつつ、今度はへたり込む生徒に自身の目を向ける。

「て、テオドール……さん」

「護符を破るといい。先さき程ほども見たが、少なくとも転移の機能はあるようだからな」

「わ、わかりました……！　あ、ありがとう……」

　礼を残し、生徒達は護符を破り捨てる。すると、三人の生徒は光に包まれ、その場から姿を消した。今いま頃ごろは校庭に放ほうり出されている頃だろう。

「これで一通り始末は付けたか」

　私達を含ふくめた特待クラス九班のうち六班の救護は、これで終わりだ。

　間に合わなかった者達もいるが、その彼らも痛い目にあっただけ。今頃は校庭で呆ぼう然ぜんとしているか命がある事を感謝しているかのどちらかだろう。

　だが森に放たれた十体の『大当たり』の内九体はこれで片付けた。後はアリエッタが相手をしているものだけだ。

　さて、今はどの様な場面か。私は徒歩でアリエッタの元へ向かいつつ、魔術師の眼へと意識を向けた。








第十二話　咆ほう哮こうする力






　アリエッタに付けた魔術師の眼。それに意識を向けると、今まさにアリエッタが接敵する、という瞬しゆん間かんだった。

　我ながら完かん璧ぺきなタイミングの良さだ。

　森を駆かけ、巨きよ大だいな魔ま力りよくの元へと向かうアリエッタ。

　最後の被ひ害がい地点は、広場になっている場所だった。戦いやすいおあつらえ向きの場所だ。

　まるでスポットライトに照らされたかのように木々が退けられたその場所に居る、この劇の悪役──

「ドラゴン……？　いや、違う……これは……？」

　山や羊ぎ頭でも、熊頭でもない。

　そこに着いてアリエッタが見た『敵』の姿。

　それは、一言で言えば、凶きよう悪あくなものだった。

　魔造生物の攻こう撃げき性を余す所無く表現するような切れ長の瞳ひとみ。発露した凶きよう暴ぼう性の象しよう徴ちよう、閉じられた口から飛び出たいくつもの牙きばに──爬は虫ちゆう類を思わせる鱗うろこの皮ひ膚ふ。

　これは、太古に生きた凶暴な生物だ。今ではもう図ず鑑かんにすら記されていない、絶ぜつ滅めつした種類である。

　と、言ってもこの種類が絶滅したのは、七、八百年ほど前という、割と最近の事だ。

　異常なまでの凶暴性は放っておけば全すべての生物を喰くらい尽つくすほど。一つの土地を不毛のものに変えては、また次の土地へと向かう──

　そんな生態が目め障ざわりで、私が滅ほろぼした『怪かい物ぶつ』である。

　その名は暴君。ドラゴンに似て非なるもの、巨大で凶悪なその外見から通つう称しようは『蛮ばん竜りゆう』──正式な名をタイラント・リザードと言われていた古代生物である。

　かつて私が滅ぼした古代生物と魔界の魔物を掛かけ合わせて造ったのがこの『大当たり』の正体だ。

　その『格』は十二分。既に失われたという神秘性、太古に生まれたという存在としてのキャリアに、近きん縁えん種が絶滅していく中、最後まで暴君で有り続けた実績。

　生物としての史上で三指に入る怪物に、魔界の生物の魔力を足した魔物──その強きよう烈れつさは、表の世界を滅ぼしうる脅きよう威いを秘ひめている。

「あ、アリエッタさん!?　来るな、コイツ、他のとは違ちげぇッ！」

「確か、シュリオさん？　いえ、ここはわたしが代わります。貴方あなたは、負傷者の救護を」

　だが、アリエッタ以外の生徒にも、その格に耐たえうる存在が居たらしい。

　シュリオだ。呻うめく二人の生徒を庇かばうように立ち、タイラントと対たい峙じしている。

　その才能には一目置いていたが、まさかこれほどとは思わなんだ。

　意外な活かつ躍やくに口笛でも吹ふきたい気分だったが、まずは生徒達のケアが必要だ。

『取命の護符』の強制発動で、負傷した生徒を還かえす。しかし、これは少しまずかったようだ。

「トーマス!?　ロニー！　……畜ちく生しようッ！」

　発動の条件を満たしたと──学友の二人が絶命したと誤解されてしまった。

　シュリオは普ふ段だん、軽い笑えみを貼はり付けた顔を激しく歪ゆがませて、魔造生物タイラント・リザードマンへと向かおうとするが──

「落ち着いてください」

「っブゥ!?」

　急接近したアリエッタに頬ほおを叩たたかれ、二マートルほどの距きよ離りを吹き飛ばされた。

　風船を割ったような激しい音だ。いくら魔力で防ぼう御ぎよしていても、痛いものは痛いだろう。

「な、何するッ……」

「激げつ昂こうして、あれに勝てるのですか？　それも消しよう耗もうした状態で。先に送り還された二人も無事ですよ。消える寸前まで、魔力を感じましたから」

「ほっホントか！」

　アリエッタに食ってかかろうとするシュリオだが、冷静な分ぶん析せきを聞かされて、頭が冷えたようだ。

　見ればシュリオは既に怪け我がだらけで、アリエッタが介かい入にゆうしなければ今送り還した二人よりも先に学園に戻もどる事になっていただろう。

「シュリオさんも護符を使って還ったほうがよろしいかと。お気づきでしょうけど、今はまだ、アレには勝てないと思います」

　突然の闖ちん入にゆう者に様子を窺うかがう暴君を視線で牽けん制せいしながら、アリエッタは極きわめて合理的にそう告げる。

　シュリオは何かを言い返そうとしていたが、彼も頭は悪くない。アリエッタの提案が最も合理的だと気づいてしまっている。

「け、けどよ……」

「なるべく早めに──いえ、もう遅おそいですね。隙すきを見て離り脱だつする事をおすすめします」

　だがそう提案されても、可か憐れんな少女を一人残して去る事はためらわれたのだろう。

　中々男気のある奴やつだ。が、判断力は今ひとつか。この様な敵を前にすれば無理もない事ではあるが。

「グロアァァァァァ──ッ！」

「いぃっ……！」

　恐るべき竜が、吠ほえる。

　太く力強い両腕うでを広げ、太古の兵器が駆く動どうするような、不気味な嗄しわがれ声を轟とどろかせる。

　暴君はアリエッタではなく、尻しりもちをついたままのシュリオへと攻撃を試みた。

　太い脚あしには力が込こめられ、更さらに太く怒ど張ちようする。

　その力で地を蹴けると、砲ほう弾だんでも炸さく裂れつしたかのように土が爆はぜる。

　だがそれは発射だ。巨きよ体たいを高速度で飛ばすための、反作用に過ぎない。

「──っ」

　仲間のためにボロ布の様になるまで戦ったシュリオは、しかし死を覚かく悟ごする事さえ出来なかった。その猶ゆう予よが、無かったのだ。

　だがアリエッタは眉まゆ一つ動かさずにシュリオの前に立ち、短たん杖じようを突つき出す。

　すると、円形の魔力の盾たてが生成された。直後に響ひびくのは、丸まる鍋なべを叩いたようなブ厚い重低音──

「残るのならば、お気をつけて。無様な戦いは出来ないので、今のわたしでは最低限しか守れません」

「……！」

　そうして声をかけられて、シュリオは初めて自分が守られたと気が付いた。

　己おのれへの不ふ甲が斐いなさが、噛かみ締しめた唇くちびるから赤い雫しずくとなって溢あふれる。

　これ以上は僅わずかでもアリエッタの邪じや魔まとならぬよう、シュリオは口を結んだまま戦線を離脱した。

　逃げる獲え物ものを追おうと試みる暴君。だが、アリエッタの視線が、そうさせなかった。

「来ないとは。明らかに他の魔物よりも賢かしこいですね……」

　他の魔物であればそうしていただろう行動が無かった事に、意外性を口にするアリエッタ。もしもその通りになれば勝負は早々に大勢が決まっていただろう。

　が、暴君はそれをしない。理由はアリエッタが口にした通りであった。

「ですが、もはや敵はわたしだけ。……来るのでしょう」

　しかし、いくら賢くてもこれは魔造生物だ。与あたえられた命令を本能として動くしか無い。

『敵』は一人。それが零ゼロでないのならば戦う事は必定だ。

　暴君は前ぜん傾けいに身を屈かがめる。束ねた縄なわを張り詰つめさせるような音が、筋肉から静かに響いた。

　限界まで力と魔力を込められた筋肉が、爆ぜる。

　先程シュリオにとどめを刺さそうとした時以上の力が、小こ柄がらな少女一人に向けられた。

　その速度は──変わり者が造った──絡から繰くりの、銃じゆうとやらの弾だん丸がんの速度を優に超こえている。巨体、固さ、速度。三さん拍びよう子しが揃そろった暴力的が過ぎる単純な『力』の攻撃だ。

「（これは、即そく席せきの盾じゃ防げませんね。ですが……）」

　その攻撃に対し、アリエッタは即そく座ざに回かい避ひを選せん択たく。足の裏に集めた魔力を弾はじけさせて、瞬発的な移動を可能にする。

　紙かみ一ひと重えで避よけるとともに、アリエッタは杖つえをかざした。火球が生まれ、捻ねじれていく。『フレアディストーション』である。

　熊くまに見せたそれとは違ちがい数は一つだが、難易度に十を掛けるような無発声による魔術だ。まさかもうここまで使いこなすようになるとは。

　捻れた槍やりが暴君を後ろから狙ねらい、穿うがたんと迫せまる。

　だが魔力を察知したのだろう。暴君は地面に腕を突き立てて、支柱にするような動きで回転し、炎ほのおの槍をいなしつつアリエッタへと向き直る。

　そうして突とつ進しんの勢いをも殺しつつ、再び身を屈める事で、自らという砲弾を装そう填てんしたのだ。畜生なりに中々考えられた攻撃である。

　防御は困難で、直線的な軌き道どう故ゆえに回避は容た易やすくとも、次じ弾だんが早い。かわし続けていれば決定的な隙はやってこない。

　しかし──それを成り立たせるには、一つ前提が必要だ。

　力を込める暴君に対し、アリエッタもまた魔力を集中させていた。

　暴君が爆ぜる。アリエッタは──再び短杖を前に突き出した。

　防御の構え。先さき程ほど回避を選んだのは、防げる攻撃では無かったからだ。だが──

　鈍にぶい鐘かねを衝つくが如ごとき轟ごう音おん。それは魔力の盾が破れた際に響く、ガラスを割るような音とは決定的に違う音だ。

「すこし溜ためられれば、足ります」

　そう。先程防御を諦あきらめたのは、魔力を練る時間が足りなかったからだ。

　アリエッタの魔力を練る技術は高い。僅かなタメがあれば、あの程度の攻撃くらいは防いでみせるだろうな。

「……！　……!?」

　暴君の瞳が驚きよう愕がくに見開かれる。

　と言っても元々小さな瞳だ。大した差はない。

　しかしなまじ知能があるからこそ、目の前の存在がどういうものか気づいてしまったようだ。

　それでも逃にげる事を選べないのは悲しいな。もう少し上等な生物であれば。

　元々タイラント・リザードの知能は低かった。恐おそらくは魔ま界かいの亜人『レッサーデーモン』と掛け合わせている故か随ずい分ぶんと頭がよくなったみたいだが、折角の知能も融ゆう通ずうが利きかないのでは意味がない。

　私ならばもう少し亜人に寄せ、命令も融通が利くものにしたがな。軍隊としての運用を考えるのならば、より単純な方が使いやすくはあるが。

「グッカ……」

　突進の勢いは、そのまま暴君へのダメージとなっている。壁かべに全力で激げき突とつしたようなものだ。いくら攻こう防ぼう共に高めるために身体からだに魔力を纏まとわせているとはいえ、これだけの物理的なダメージはただでは済まんだろう。

　事実、暴君は動けなかった。

　小さな脳は振しん動どうに打ち付けられ、筋肉には電流が走る。

　アリエッタは行動不能に陥おちいった暴君へ、杖を振ふった。

　無属性魔力の力場が、無防備を打ち付ける。

　凄すさまじい勢いで一度、二度。激しく地面に叩きつけられてから、暴君は倒たおれ伏ふした。

「『スカーレットメイデン』──」

　そこへ──無む慈じ悲ひな追つい撃げきが宣言される。

　魔力の反応に、暴君が跳はね起きた。が、既すでに刑けいは確定しているのだ。

　即すなわち、串くし刺ざし。暴君を中心とした半球状の全方位を、凝ぎよう縮しゆくされた炎の槍が取り囲んでいた。

　アリエッタはゆっくりと短杖を天へ掲かかげ──指揮棒の様に、振り下ろした。

　術者の合図を機に、数十本の炎の槍は、一いつ斉せいに中心の暴君へと収束する。

　回避など出来るわけもない、身体に纏わせた程度の魔力で防げるはずもない。

「カッ……」

　為なす術すべもない。硬かたい鱗うろこを突き破った炎の槍は、内部から焼き焦こがし、満まん遍べんなくその肉体を熱していく──瞬まばたきの内に、暴君は焦げた肉にく片へんへと姿を変えていた。

「ふうっ……」

　完全な決着だ。私にとっては予想以上の結果と言える。

　このレベルの魔物ならば、アリエッタの勝ちは揺ゆるがずとももう少し苦戦すると思ったのだが。

　蓋ふたを開けてみれば、アリエッタの完勝だ。当然気を抜ぬけばただでは済まなかったとはいえ、冷静かつ的確な戦せん闘とうの運び方で結果は無傷。見事と言うしか無いだろう。

　私の思おも惑わくを外れた。こんなのはどれだけぶりか。

　口角が上がるのを抑おさえられなかった。

　少なくとも、もう少し時間がかかるとは思っていたのだ。

「ペルティア、レントハイム！　無事……か……!?」

　ヴァレンス＝アイヴォン。やがて駆かけつけるであろうこの男が介入する事が、私にとっては一番面おも白しろくなかった事だと想定していたくらいには。

　生徒が危機に陥れば、教師としてヴァレンスが助けに入る事は間違いがなかった。そうなればアリエッタと暴君の一いつ騎き打うちは成立しない。

「はい、今終わったところです」

「はは、は……助けられちまったんで、俺は無事ッス……」

　が、結果はこれだ。もう終わっている。

　ヴァレンスとて同じ事は出来ただろうが、その顔は驚愕に染まっていた。

「こ、この魔物をたった二人で倒したのかね!?」

「いや……俺はなんにもしてないッス。全部アリエッタさんの手て柄がらですよ……」

「手柄という事もありませんが、わたしがやったのは事実です」

　シュリオの言葉に、ヴァレンスの驚愕は強くなる。

　それはそうであろうな。太古の魔物と、『レッサー』と名がつくとは言え悪魔と呼ばれる高位の魔物をかけ合わせた合成獣じゆうを打ち破ったのだ、学園でもこれを一人で達成できるのは、ヴァレンスとガーディフを除いてはそうおるまい。

　それは、アリエッタが既に魔術学園の多くの教師達をも超えている事を意味していた。いつか超えられる日が来る、とは思っていただろうが、それがいつの間にか目の前とあっては、驚愕も無理はない。

　この状じよう況きようを覗のぞき見て、私は未いまだかつて無い喜びに打ち震ふるえていた。

　私の魔術の道というものは、その殆ほとんど全すべてが想定の範はん囲い内、ただの確かく認にん作業だった。

　それがどうだ。アリエッタは私の想定を超えてみせた。それは千年以上の私の人生でも、二度あったかわからない事だ。

　さっさと合流し、たっぷりと褒ほめてやる事としよう。

　にやつきを抑えられぬまま、近くに転移すべく、門を開──こうとして、私は手を止めた。

「（……ふむ、これは想定外。警けい戒かいして退くかと思ったが）」

　想像を超えた──いや、下回ったと言うべきか。

　アリエッタ達に近づきつつある反応を感じ取って、作りかけた『門』の魔術をかき消す。

　──魔造生物なぞを量産して世界転てん覆ぷくを企たくらむ者だ。もう少し頭でっかちなやつかと思ったが。

「まさか俺の『ダイノゴーレム』を倒す者がいるとはな……」

　闖ちん入にゆう者。この場の誰だれでもない大人の男性の声に、アリエッタ達が振り向く。

　視線の先に居たのは、フードを目ま深ぶかに被かぶった男だった。

　魔力はまだ抑えている──が、男はそれを一気に解放した。

「……！」

「こ、こいつはまさか……！」

　アリエッタが驚愕し、ヴァレンスは目を見開き、口を開けて戦せん慄りつする。

　男がフードを取り去る──そこから現れたのは、土気色の肌はだと長い耳。

「魔族……！　バカな、何な故ぜこんな首都の近きん郊こうに……！」

　歯は噛がみし、ヴァレンスが呻うめく。

　その額には、玉のような汗あせが噴ふき出していた──








第十三話　災さい禍かの力






「答えろ。俺のダイノゴーレムを倒したのはどいつだ？　小こ僧ぞうではないな。小こ娘むすめか、それとも──そこの同類か」

　突とつ然ぜんの闖入者──いや、この森で暗あん躍やくしていた魔族の男が、アリエッタ達の間に視線を動かしながら尋じん問もんする。

　威い圧あつのために解放された魔力は凄まじい。葉が騒さわぎ、木が揺れる。自然と放出される力だけで、暴風を生み出すほどだった。

　だがアリエッタ達をそれ以上に驚愕させたのが、魔族の男が『同類』と口にした事だった。その際の視線はヴァレンスに注がれており、二人の視線が集められる。

「……ちっ」

　ヴァレンスの舌打ちが、その真しん偽ぎを語っていた。

　魔族。平和な人間界ではもはや伝説のみに姿を残す存在が二人も現れた事は、アリエッタさえ驚愕させる。

　ヴァレンスが異質で強い魔力を持っているという事は感じていたようだが、まさか魔族だとは思わなかったようだ。

「わたしです。だとしたら、どうしますか」

　だが今はそんな事を気にしている場合ではない。その場の全員がそれを感じ取っていた。

　魔族の男が急激に熱される事を防ぐため、アリエッタが男の問いかけに答える。

「殺す。おかげで面めん倒どうが増えて不快な気分だ。それに試験用の量産型といえど『ダイノゴーレム』を破は壊かいする人間を捨て置く事は出来ない」

　しかしその問答に意味はない。ダイノゴーレムというらしい、タイラント・リザードの魔造生物にあんなろくでもない命令を刻み込むような男だ。

　まともな会話が出来るはずもない。

「量産型だと……!?　貴様、あんなものを作ってどうするつもりだ！」

「貴様も魔族だろう？　知れた事ではないか。復ふく讐しゆうだよ。人間の世界を破壊する。それ以外にあるか？」

「……！」

　なにせ、これから世界を破壊しようとしているのだ。

　ここでアリエッタを殺すという意思も、後か先かの違ちがいしか無いはずだ。

　……わかりきった事だとはいえ、やはりこうなってしまうか。

　こうなると、私にとっても少し困った事になったと言わざるを得ない。

　本当の事をいえば、このまま何もせずに帰ってくれるのがベストだったのだ。今の段階では、アリエッタに私の力をあまり見せたくないからだ。

　最近では何やらテオとテオドールを大分強く重ねているようだし、ある程度以上の力は見せないつもりだったのだが──

　殺意と共に吹き荒あれる魔族の男の魔力は、アリエッタとヴァレンスを合わせてもどうにかなるかならないか、というレベルのものだった。

　これに対処するとなると、私が見せる力はここまで、と考えていたラインを大きく超こえてしまう。

「す、凄まじい魔力だ……！　ここでやるつもりか……!?」

「無論そのつもりである。どうやら貴様は腑ふ抜ぬけているようだからな、我ら魔族の再興に必要ない人材と判断した」

　話はもう収拾がつかないところまで進んでおり、後は何時いつ始まるかという段階まで来ている。

　長く生きているのだからヴァレンスの奴やつがもっと強ければ、なんて思うのはただの八つ当たりだ。

「くっ……不本意だが、手を貸せアリエッタ＝ペルティア！　悔くやしいが、俺一人ではどうにもならん……っ」

「元よりそのつもりです。先生が来るまで、時間を稼かせぎましょう」

　男の魔力に対たい抗こうすべく、アリエッタ達も魔力を解放する。

　もはや、表の世界で生きる人間ではどうしようもない戦いが始まろうとしていた。

　この男の実力は、紛まぎれもない『裏』のものだ。

　光当たらぬ裏の世界に埋まい伏ふくする魔ま術じゆつ師しの力は人じん智ちを超えている。

　が──この男は精々裏の入り口といった程度。今のアリエッタがヴァレンスと組めば、あるいは。

　もしかすると、これがアリエッタを大きく躍やく進しんさせる一因になるかも知れない。

　そんな予感を覚え、私は少しの間静観する事にしてみた。

　反はん抗こうの意思を感じ取り、魔族の男の顔が歪ゆがむ。

　時間の無む駄だと憤いきどおっているのだろう。傲おごりもあり、と。これはもしかするともしかするかもしれん。

「雑魚ざこどもが……！　やはり愚おろかな人間とそれに毒された腑抜け！　四し肢しを千切り造魔共の餌えさとしてくれる！」

　男の殺意と共に爆ばく風ふうが吹き荒れ、収まる。

　戦いの始まりに、アリエッタ達が構えた。

　最初に動いたのは、激げつ昂こうする男だ。

　腕うで、いや、爪つめを振ふり上げ、魔力を込こめて振り下ろす。

　たったそれだけの動作だが、放たれた五本の魔力刃じんは地を裂さきながらアリエッタ達へと向かう。

　たとえ一本でも、アリエッタの即そく席せきの盾たてを破るだろう威い力りよくのものが、五本。回かい避ひを強要され、アリエッタとヴァレンスは分断される。

「小娘にも腹が立つが、より苛いら立だつのは貴様だ、腑抜けめ！　魔族の面つら汚よごし、生かしてはおけん！」

　跳とんだヴァレンスに追従し、魔族が跳はねる。

　瞬まばたきの間に肉にく薄はくするスピードに、ヴァレンスは目を見開いた。

　だが流石さすがは特待クラスの教師、交差させた腕に魔力の盾を纏まとわせ、魔ま爪そうの一いち撃げきを耐たえる。

　それでも小石を弾はじくように、ヴァレンスの身体からだはすっ飛んでいく。

「ぐっ！」

　地面に叩たたきつけられる寸前、ヴァレンスは身を翻ひるがえし、両足に加えて片方の手を支点に着地してみせた。

　だが既すでに魔族の男は追撃へと入っている。より魔力を練られた爪が怪あやしく光る──

「『フレアディストーション』！」

　そこに、アリエッタの妨ぼう害がいが入った。

　放たれた炎ほのおの槍やりは十本。たっぷりと魔力が練られ、数も奮発されている。

　──いい選せん択たくだ。抉えぐるような回転は、格上の相手の防ぼう御ぎよを貫つらぬくに適した挙動だろう。

「小こ賢ざかしい！」

　怒いかりで反応が遅おくれつつも、魔族の男は爪を薙なぎ払はらい、炎の槍を打ち払う。

　だがこの炎の槍の目的は、ヴァレンスへの救きゆう援えんだ。救援のみが目的ならば捻れの形状は必要なかったのだが、そこはあわよくばという思いが混じったのだろう。

「『サンダーボルト』──！」

　しかし目的は果たした。

　振り返った男に、ヴァレンスの放つ雷かみなりが落ちる。

　ヴァレンスへの攻こう撃げきのために充じゆう填てんした魔力は消費され、体勢までも崩くずした。そこに放たれる神速の『雷属性』の魔術だ。攻城兵器の砲ほう撃げきを思わせるような音と共に、衝しよう撃げきと電流が男の身体に走る。

　ダメージは──それほどでもないだろう。が、更さらに男の体勢が崩れる。

　それを確かく認にんし、ヴァレンスは勢いよく飛び退のいた。

　アリエッタの魔術に巻き込まれないようにだ。

　手を添そえて掲かかげられた杖つえの上に火球が膨ふくらみ、凝ぎよう縮しゆくされる。その上に更に火球が生まれ、また押し込められる。

　やがて高密度になった西瓜すいか大の火球は──荒れ狂くるう炎ほのおの力を無理やり凝縮した、小さな太陽のようだった。

「『メテオフォール』……っ！」

　強きよう烈れつな熱量を込めた火球が、唸うなりを上げて魔族の男へと投げつけられる。

　まともに炸さく裂れつすれば、範はん囲いを限定された灼しやく熱ねつが膨らみ上がり、小さな範囲を考えうる限りの暴ぼう虐ぎやくで焼き尽つくすだろう。

　それはまるで滝たき壺つぼ。まるで竜たつ巻まき。あらゆる力の流れの具現を、高密度のエネルギーそのものである炎でいっぺんに行う、混こん沌とんの体現。

　恐おそらくこれは、アリエッタがこの男を倒たおしうる唯ゆい一いつの攻撃。

　だが──より速く、より強くを意識して作られた魔術であるがゆえに、そこには穴がある。

　未いまだ雷の衝撃に動けぬ男だが、睨にらみつけるようにして無色の魔力を放った。

「……！」

　アリエッタが、歯噛みする。

　男が放った魔力は、一いつ般ぱん的な学生の初歩魔術ほどの威力だったが──

　接せつ触しよくにより火球は起爆。極きわめて限定的な範囲を破壊し尽くす魔術は、虚こ空くうを灼やいて消えた。

　ゆらり、と男が立ち上がる。

　とっさに距きよ離りを取るアリエッタとヴァレンス。

　静けさ。しかし穏おだやかさとは正反対の空気が場を支配する。

　男の幽ゆう鬼きの如ごとき動きは、粘ねばつく油のような怒りを体現していた。

「雑魚共が……っ！　雑魚共が！　もはや許さん！　造魔共の餌でさえ、貴様らには上等が過ぎるわ！」

　汚お泥でいのような怒りは、突とつ如じよとして着火。業ごう火かとなって燃え盛さかる。

　男が両腕に魔力を集める。戦いが始まって、初めて宿る属性の魔力だ。

　その属性は氷。とっさにアリエッタが炎の魔力を焚たくが──

　無駄だろう。これで決着だ。

　男の両手には、既に森ごと生命を凍いてつかせるほどの魔力が集まっていた。

　無色の魔力でさえ地を裂さく威力を持っているのだ。二人にこれを防ぐ手立てはない。

　ガーディフから、という建前でアリエッタにも護ご符ふを持たせていたのが幸いした。

　とはいえ、だ。何が起きても死ぬ事はないのだが──アリエッタが痛い思いをするのは、本意ではない。一足先に、アリエッタ達には学園へと帰っていてもらおう。

　と、そう思っていたのだが。

「う、あああああああッ！」

　少女の声が、森に響ひびく。アリエッタのものではない。だが他の女子生徒は、全員学園に戻もどっている──？

　いや違う。ただ一人、残っていた者が居るのだ。

「シャーロットさん……！」

　叫さけびとともに乱入してきたのは、シャーロット＝ソーニッジだった。

　隠かくれて様子を見ていたのだ。それが、飛び出してきた。

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、シャーロットの手に魔力が集つどう。

　操あやつれる者の少ない希少な力──『光属性』の力が。

「なっ……」

　その手に集う力の本流に、魔族の男が初めて焦あせりの色を浮うかべた。

　手に集う魔力は、シャーロットの持つ魔法具である剣けんへと流れ込み──

「『ヘブンズソード』──！」

　光の刃やいばとなって、振り下ろされた。

　美しい光が走る。地を削けずり、木々を薙ぎ倒しながら。

　シャーロットの真まっ直すぐで気高い心を表すかのように、悪を打ち砕くだく義ぎ憤ふんの力と化して。

「く、おおおおおっ！　これは！　バカな……！」

　神こう々ごうしいその光に、魔族の男は叫ぶ。

　何な故ぜならば──それは三百年前に勇者と呼ばれた魔術師が使った力に酷こく似じしていたから。

　昔を思い出す。『三界戦争』において、英えい雄ゆうと呼ばれる人間は三人いた。大魔術師ガーディフ＝ゴードリック。この私テオ＝イルヴラム。そしてあと一人が『光の勇者』と呼ばれる少女だった。

　光の属性は、使用者の少ない稀け有うな力だ。その光は、勇者の再来を感じさせた。

　使い手は臆おく病びような少女だが、紛れもない勇気によって放たれたものだ。時代が時代ならば、今この時が新たな勇者の誕生と記されていたのかも知れないな。

　だが──飽あくまでもこれは目覚めだ。大いなる力の一いつ端たんが、一ひと握にぎりの勇気によって絞しぼり出されただけ。

「ぐ……く……羽虫が、まだ居たというのか……！」

　光が過ぎ去った後には、魔族の男が立っていた。

　力の奔ほん流りゆうに飲み込まれてなお、健在な姿のまま。

　彼あ方ち此こ方ち傷がついてはいる。ダメージも明確だ。だが──まだ、立っている。

　その凶きよう悪あくな瞳ひとみが、シャーロットを射い貫ぬく。

　限界を超こえた一撃による消しよう耗もうと、恐きよう怖ふからシャーロットは腰こしを抜かしてへたり込んだ。

　死。かつて彼女を脅おびやかした存在が、より近くで彼女を睨みつけている。

　だがシャーロットは涙なみだを浮かべつつも、口を震ふるわせつつも、蛇へびのようなその瞳を睨み返してみせた。

　激昂する男。しかし、アリエッタとヴァレンスが、シャーロットを守るように並び立つ。

「形勢逆転だな」

　そう、男はまだ立っている。立っているが、その消耗は尋じん常じようではなかった。

　シャーロットの魔術が、それだけ凄すさまじかったのだ。

　威力だけならば、アリエッタの全力の魔術にも比ひ肩けんしうる一撃と言えるだろう。

　実際に戦いとなればあれだけのタメは中々通るものでもないし、打ち合いまではまだ出来ない。だが、俗ぞくに『砲台魔ま術じゆつ師し』と呼ばれる、足を止めて強力な魔術の行使に特化したスタイルもある。破は壊かい力一点突とつ破ぱの攻こう撃げき魔術専門の魔術師としては評価せざるを得ない。

　雷に打たれてもぴんぴんしていた男が、今では肩かたで息をしているのだ。もはや余力は僅わずかにしか残されておらず、魔力の総量ではアリエッタとヴァレンスを足した数値に及およばないだろう。

　シャーロットの介かい入にゆうは、はっきりいって予想外だった。

　言うまでもなく、予想の上の出来事だ。まったく、この少女達は楽しませてくれる。

　……しかし、形勢逆転は早計ではないかヴァレンスよ。

「まさか……人間如きにこの力を使う事になるとはな……」

　この男の魔力は確かに限界だ。

　だが私は、この男の魔力とはまた別に、魔力の反応を感じていた。

　アリエッタが形勢逆転と、それに準じる言葉を発さなかったのはそれが理由だ。

　魔力の感知能力は、アリエッタの方が優すぐれているらしいな。

「この力、だと……!?」

「そうだ。貴様もその歳としの魔族ならば『三界戦争』は覚えているだろう……！　あの『天魔』を倒すための力よ……！　人間風ふ情ぜい、造魔如きでなんとかなるだろうと高をくくっていたが──私がこの力を使う以上、全すべて終わりだ！」

　天魔。まあ懐なつかしい名前を聞いたものである。

　三界戦争の英雄。大魔術師、勇者、そして『天魔』。勇者に比べてなんともな名前だと、今では思う。

　それはさておき。なるほど。自じ慢まんの魔造生物を十体あまりも倒されてのこのこ顔を出すとは、仕事の割に浅はかな男だと思っていたが──隠し玉があったというわけだ。

「見るが良い……！　俺が『天魔』テオ＝イルヴラムに克かつために生み出した力を──！」

　ぞわり、と。男の髪かみが逆立っていく。

　私はその時、男の左胸に魔力が収束していくのを感じた。

「く──！　させるか……！」

「遅おそいわ！」

　どうやら左胸に埋うめ込んだ何かにより──男の身体からだは変質していく。

　土気色だった肌はだは病的な白さに、爪つめと牙きばが伸のび、目は裂さけるように広がり──

　変化を止めようとしたヴァレンスが飛びかかる。だが男が爪を振ふるうと魔力が吹ふき荒あれ、その力場はヴァレンスを軽々と舞まい上げ、大木へと打ち付けた。

「ヴァレンス先生っ！」

　シャーロットが悲痛な声を上げた。

　今の所、男と対たい峙じしている中で最も強いのはヴァレンスだ。そのヴァレンスが──変化後の姿ではなく、変化の途と中ちゆうに近づく事さえ出来ない。

　……頃ころ合あいか。これ以上は、見ていても仕方がない。

　ヴァレンスとアリエッタを足しても、変化した男とは勝負にならないだろう。

　私は今度こそ『門』を発動し、身体を埋めた。

「どうやら、何か取り込み中のようだ」

　そして、先さき程ほどまで魔術師の眼めで視みていた場所で、そう発した。

　その場の視線の全てが、私に集う。困こん惑わくが二つ。呆あきれが一つ、憎ぞう悪おが一つに──屈くつ託たくのない笑えみが、一つ。

「テオさま……！」

「先生っ！」

　二人の少女の声が、私を出で迎むかえた。

「ち、そういえば貴様が居たんだったな……遅いぞ」

「文句を言うな。これで色々忙いそがしいのだ」

　ヴァレンスからは悪態が飛んでくる。

　私だって色々とやる事があったのだ。弟で子しの成長を見届けるとか、な。

「テオさま……私わたくし……」

「先程の魔術はお前だな？　……立ち向かえたのだろう、よくやったな」

　シャーロットの頑がん張ばりを褒ほめれば、涙ぐむ声が聞こえる。

　腰が抜けていたのは幸いだ。抱だきつかれる雰ふん囲い気きでもないし──

「そして何より、よく頑張ったな、アリエッタ。強力な魔造生物を倒たおし、遥か格上の相手を追い込み本気を引き出した。私がこの課外授業の点数を付けるならば、お前は百点満点だよ」

「──！　はいっ！　勿もつ体たいないお言葉です……！」

　一番の目的は、アリエッタを労ねぎらう事だ。

　本当によく頑張った。数多あまたの成長に、今私は感動している。

　抱きついてこられたので、つい癖くせで頭を撫なでてしまった。

　お互たがいあまりにも動きが自然だった気がする。まあ、こうされれば誰だれだって頑張った少女の頭くらい撫でてやりたくなるだろう。決して不自然な動きではない、と思う。

「は、え？　テオドール……？　今どっから……もうワケわかんねぇ……」

　ちなみにというとシュリオは混乱していた。

　無理もない。機会があればこいつの面めん倒どうもみてやりたいが、さてどうなるか。

　まあ、今は置いておこう。

　それよりも、今は後片付けだ。

「貴様──何者だ？　羽虫ではないな……？」

「羽虫か。見くびられるという感覚は久々だな」

　私の姿をみとめた男が、静かに問いかけてくる。

　先程まで激げつ昂こう状態だったが、落ち着いている。余程『例の力』に自信があるのだろう。

　明らかに舐なめてかかられるという貴重な体験に、こんなのは何時いつぶりだろうかと目を閉じ、逡しゆん巡じゆんする。……少し考えてみたが、思い出せなかった。入学試験の時のものを含ふくめれば最近にも体験しているが、本格的に見くびられたのは大分前の話かもしれないな。

　……ふむ。何やら三界戦争の頃の私を知っているらしいが、やはりこの姿では同一人物とは思わないようだ。あの頃はローブを目ま深ぶかに被かぶっている事が多かったし、そもそも三界戦争絡がらみだと私の姿を見もしないで恨うらんでいる奴も多い。

　どれ、少しどの程度知っているか見てみるか。

　目をゆっくりと開き、僅かな魔力を右の手のひらに乗せる。

　そして、掲かかげた。無色の魔力に私の得意とする属性を通す。すると──黒い風の竜たつ巻まきが、赤い灼しやく雷らいを伴ともなって、吹き荒れた。黒い竜巻は遥か天まで届き、最上部は森を飲み込むほどに広がり──赤い灼雷は竜巻の回転に従って常に巻き起こっている。

「……貴様、いや……思い出したぞ！　貴様は！」

「覚えている事が確かく認にんできればその先は言わんで良い。一度は姿を見た事があるようだ」

　灼雷を伴う黒い竜巻は、やがて収束していき、私の手へと集まっていく。

　やがて手を握にぎり込むと──そこには、赤い線の走った黒い剣が握られていた。

「祀し神しん器き──！」

「『災さい禍かの剣つるぎ』か……！　まさかまたそれを見る事になるとはな……！」

　男が『災禍の剣』と呼んだもの。それが、私の手に握られた剣の名だ。

　かつて私が戯たわむれに造った武器のうち幾いくつかが『祀まつられる神の武器』──祀神器と呼ばれ、闇やみの力を宿した雷と風を打ち上げた剣を、災禍の剣と呼ぶ。

　私にすれば仰ぎよう々ぎようしいのは名前だけ、大昔に戯れで乱造した魔道具のうち一つに過ぎないが──三界戦争を三日で終わらせる程度の力は持っている。ヒトからすれば、それに神の力を重ねたのだろう。

　男は震えていたが──

「く……ははははははは！　ツイている！　まさか、貴様とこんな場所で出会えるとはな！　あの戦いくさで一いち撃げきのもとに降くだされるという屈くつ辱じよくから三百年間！　この時を待ったぞ！」

　怯おびえていたわけではない。どうやら興奮の発はつ露ろであったようだ。

　こういってはなんだが、稀有な存在だ。再会を願われるというのは私の人生でも数えるほどしか無い経験であるがゆえ。

　特に敵として出会った者には二度と会いたくないと言われる事もざらだったのだが。

「見ろ……！　私はもうあの時とは違ちがう！　見よ、この究極の力を！」

　何がこいつをそうまでさせたのか。つい興味が湧わいて、私は男を観察していた。

　拳こぶしを腰の横に構え、魔力を溜ためていく。

　魔力の風圧が木々の形を歪ゆがめていた。

「こ……こんな奴やつが居たというのか……！」

「あ、わ……」

　シャーロットが、その力に恐怖している。

　確かに、この魔力は表の世界ではガーディフ以外に比肩しうる者は居るまい。これと合成獣じゆう達で世界を征せい服ふくするつもりだったというのも、与よ太た話ばなしと笑い飛ばす事は出来ない。

　この男がガーディフを足止めし、世界中へ合成獣達で同時攻こう撃げきを行う。それでもガーディフの戦力を考えればやがて暴動は鎮ちん圧あつされるだろうが、世界へ再建不可能なダメージを与あたえる事は出来るだろう。

「っはあぁーッ！　……どうだ、この力は！　もはや俺に敵かなうものは居ない！　三百年前の贖あがないをもって、世界の終わりの幕を開けてやるぞ……！」

　それを考えれば世界を終わらせるというのも与太話ではないが──それは裏の魔術師達が全員黙だまっていてくれた上での話だ。

　……この世界は、表の世界の代表であるガーディフによって秩ちつ序じよが保たれている。が、裏の世界にはガーディフ以上の魔術師がごまんと存在している。ならば何な故ぜ世界が平へい穏おんを保っているか。

　いい加減な話ではあるが、裏の世界も裏の世界で割と秩序立っているのだ。なんだかんだといって、世界がなくなれば困る。だから野心を抱いだくやつというのは邪じや魔まで、出る杭くいは打たれている。それだけの話である。

　所しよ詮せんはこの男も『出る杭』だ。

「……はっ」

　鼻で笑う。よくもまあこの程度でここまで増長できたものだ。

　男の顔に、青筋が走った。その怒いかりに呼応して風が吹き荒れる。

「く、くっくっく……その態度が前から気に入らなかった……！　終わりだ天魔！　消え失うせろ災さい厄やく！　今この瞬しゆん間かんが、我ら新しい魔ま族ぞくの歴史の幕開けだァーッ！」

　思い切り振りかぶった手を、前へと突つき出す──動作にのせて解き放たれたのは氷の魔力だ。魔力が突き進むごとに鋭するどい氷柱つららが地面より突き出ていく様は、獣けもののアギトを思わせる。

　魔力の量は多い。込こめられた氷の魔力が着ちやく弾だんすれば、大陸一つをまるごと凍いてつかせるくらいはするだろう。

　そうなると、私は無事でもアリエッタやヴァレンス達が無事では済まない。

　迫せまりくる零れい度どの珠たまを見み据すえ、私は──小さく、ため息を吐ついた。

　──結局は、この程度か。




　魔力球に臨のぞんだままに、私は『災禍の剣』に僅わずかな力を込めて、無造作に振るう。
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　剣から、赤雷と黒風が解き放たれる。厚い鉄を紙の如ごとく引き裂さくような音と共に、災厄が解き放たれた。

「は、馬ば鹿かな」

　解き放たれた災禍は木々を、土を、男の放った魔術を飲み込みながら突き進む。

　そして男さえも飲み込もうとしたその瞬間に、男はたったそれだけを呟つぶやき──




　それで、魔族の男は消しよう滅めつした。




「……えっ」

　背後からアリエッタの声が聞こえる。

　振り返るとぽかんとした顔をしていて、私の顔を見てから、男の居た場所を見る。

　が、そこにはもうなにもない。

　男の姿も、草も、木も、地面も。

　ただ、なにもないというわけでもない。大地には、山脈ほどもある巨きよ大だいな穴が出来ていたのだから。下を覗のぞき込んで見れば、底に広がるのは暗くら闇やみだけ。

「え……ええええええっ!?」

　シャーロットが素すっ頓とん狂きような叫さけびを上げる。

　ヴァレンスが、魔族のような真っ青な顔色になっている。まあ実際──魔族なのだが。

「も……森が……谷になってしまった……」

　あんぐりと口を開けて、ヴァレンスが呻うめく。

　……いかん、少しやりすぎたか。

　油を差し忘れた絡から繰くりのように、ヴァレンスが、シャーロットが、忘れかけていたシュリオが私を見た。

　何が起きたかを理解したのだろう、アリエッタの顔が輝かがやく──が、私は合理的な男。多数決には素す直なおな方だ。

　それによると、やはりまずいらしい。

「後で直しておく」

「直せるわけねーじゃんッ！」

　反省の意も込めて、そう告げると、シュリオから激しいツッコミが寄せられた。

　いや出来るのだが。勝手に動けばそれはそれで問題になるのだろうなあ。

　直せばいいというわけではないのは、人の世の柵しがらみと言ったところか。

「……とりあえず、テオ……ドールは後日、ガーディフ学園長を尋たずねるように。それでは……」

　ヴァレンスはそうそうに諦あきらめたようだ。

「これにて、第一回校外学習を終しゆう了りようとする……」

　なんともしまらない空気の中、キャンプの終わりが宣言された。








エピローグ






「まったく……何が精々大人しくしている、なのですかな。早さつ速そく！　とんでもない事を！　しでかしてくれておるではありませんかッ！」

　校外学習から三日ほどが経過した放課後。

　私は呼び出された学園長室でガーディフに小言を食らっていた。

　まあ一ヶ月もすれば真ま面じ目めだった生徒達にも一部ボロが出るというもので、時折校内放送で生徒が呼び出されるのを聞いたりもしていたのだが。

　まさか特待クラスで一番に呼び出されるのが私になるとは予想できなかった。

　この歳としで問題児かはっはっは。

「反省はしている。もう少し加減すべきだったな」

　と傍ぼう若じやく無ぶ人じんで居られるほど私も若くなく。

　素直にそう謝罪を述べるのであった。私もアリエッタを教育する身として、常識の一つも身に付けねばならんのは分かっている。

　人は間違いを重ねて成長する生き物だ。間違えてもそれを糧かてにし、もう間違えないようにすればよい。人生とはそういうものだと思う。恐おそらく。

「ほんとに……？　ほんとに反省しておられます？　はああー……魔術師協会のほうは大おお騒さわぎですぞい。まあテオ殿どののお名前を出したら向こうも泣き寝ね入いりするしかなかったようじゃけど……」

「本当だ。私も教育者としてアリエッタに誇ほこれる自分でいたいからな」

「それはまた……世界の命運があんな子供に握られているとは、皮肉なものじゃな……」

　む、今そんな話をしていたか？　と思いつつも、口は挟はさまないでおく。

　学園長の小言というのは黙って聞くのが礼れい儀ぎだと聞いたからだ。

　小言と言うよりは、愚ぐ痴ちなのだが。今回は弟で子しの前でちょっと良い格好を見せたいというのもあり、やりすぎてしまった事は自覚している。

　自分への罰ばつと思い、ガーディフの愚痴をしばらく聞いていると、ガーディフはおもむろに大きく息を吐き出した。

「ですが……世界を救っていただいたのは、お礼を言いませんとのう。魔造生物は十分な脅きよう威いであり、量産が成功していれば世界も危あやうかったとか。平和を享きよう受じゆする者に代わり、そして平和を愛する者として、お礼を申し上げますぞ」

「あの程度は私がやらずとも事態が表面化すればお前が動いていただろうし、そうでなくとも何ど処こかの誰だれかがわからせていただろう。が、一応は受け取っておこう」

　転てん換かんされた話題から飛び出したのは、意外にも謝辞の言葉であった。

　他ほかの誰かがやっていただろうというのは事実だが、述べられた礼をはねのける必要もないので素直に受け取っておく。

「しかし──魔族の復活とはのう。実のところ、ここ最近はそういったきな臭くさい話も多いのですじゃ。『奈な落らくの谷』事件が無くとも、魔術師協会は慌あわただしく動いておりますわい」

　奈落の谷事件と呼ばれたのは、今回の一件の事だ。『降ごう魔まの森』が一晩の内に、底が見えないほど深い谷になっていたという事でついた名前のようだ。

　ここまで騒さわぎが大きくなってしまっては下手に埋うめ立てたりしないほうがいい、と後片付けを免めん除じよされたのは私の記き憶おくに新しい。

　……と、まあ。喜劇のような終わり方をしたこの一件ではあるが、ガーディフの憂うれいは深い。

「のうテオ殿、そちらの方では何かわかりませんかの。小心者に昨今の世界の動きは不安でしてな」

　それは私に対してだけではなく、きな臭い動きを見せる魔族が主な理由となっているそうだ。

　……基本的に、私が動く際というのは受け身だ。

　昔は魔術の力を試ためすために自分から動いていたのだが、それに飽あきてからは問題が起こってから動くのが普ふ通つうになっていた。

　三界戦争がその最たる例だろう。百年続いた戦争が一週間で終わった──というのが、事情を知る者にとっての真実なのだから。

「さて、気にした事もなかったのでな。何かわかれば教えるが、期待はしないでおけ」

「テオ殿の仰おつしやる事となれば期待してしまうのが凡ぼん人じんの性というものですぞ。……はあ、せめて話の聞ける当人か、地下にあったという施し設せつだけでも残っていればよかったのですが」

「地下施設に関しては申し訳なく思っているが、大したものは無かったはずだ。男の方に関しては、扱あつかえるのはお前くらいになるだろうな。簡単には口を割らんだろうし、教育者が拷ごう問もんというのはあまりよろしくないように思えるが」

「そのようですな……ああ全く、胃が痛い」

　だが、今は私もその様な考えでは居られない。

　やはりそれにはアリエッタの存在がある。あの子が悲しむ事は、極力遠ざけたいというのが私の思いだ。……そればかりでも、あの子の成長の機会を奪うばう事になってしまうので、悩なやましいところなのだが──

　なんだ、世界の命運を握にぎるのがあの子というのは、そういう意味か。

「まあ安心しろ。学費として、身の回りの問題くらいは解決してやろう」

「なんとも心強いお言葉ですな」

　身の回り。それは長らく自分の近くの事であり、三年前からはアリエッタと私を取り巻く環かん境きようの事になった。だが今では、その範はん囲いは少しだけ広い。

　シュリオに、シャーロット。その他学友達も、今の幸福には必要不可欠のものだ。

「……変わられましたなあ」

「私もそう思う。……と、そろそろ小言は終わりだ。アリエッタを待たせているのでな」

「それはもう願ったりかなったりですぞ」

　今にして思えば、この男とのこういう関係に愉ゆ快かいさを覚えていたのも、今の幸せに連なるものなのかも知れない。

　だとするならば、少しは思いやりというものを見せてやっても良いかも知れない。

「ではまた。何かあったら呼べ。うまい菓か子しでも土産みやげに用意しておけば、話は聞いてやる」

「おやそれはそれは。なるべくその機会は無いように祈いのっておりますがのう」

「ほざけ」

　しかしそれも今は予定の話だ。

　何も無い方がいい、というのは退たい屈くつで仕方なかった私が聞けば、それだけで笑うだろうな。

　くつくつという笑いに見送られて、席を立つ。

「ああそうだ。生徒を代表して伝えておこう。お前の話は長い。もう少し短くまとめろ」

「うぐ……最後に毒を残していくんじゃからもう」

　ちょっとした意い趣しゆ返がえしを添そえて、私は学園長室を後にする。

　扉とびらを出て教室に戻もどると、夕暮れの中、私を見つけたアリエッタが駆かけ寄ってくる。

「先生！　お話は終わったんですか」

「ああ、まあ大した用事でもなかったさ」

　今日は彼女と夕食を共にする約束がある。放ほうっておけば喋しやべり続けるガーディフからさっさと逃にげてこられたのは幸運だった。

　遅おそい下校をする生徒の一部に紛まぎれつつ、街へと出る。

　夕暮れで焼けた石いし畳だたみの街も、中々風ふ情ぜいがあっていい。

「今日はシャーロットさんも残念でしたね。彼女も来たがっていましたけれど」

「家の都合というのでは仕方なかろう。大きな事件の後ではな」

　そう。本来はここにシャーロットも加わっているはずだったのだが、三日前の森で起きた事件が予想以上に大きくなってしまったため、家族に一時呼び戻されているらしいのだ。

「そう言えば、聞いたか？　『奈落の谷』のウワサ」

「聞いた聞いた！　何でも、魔ま王おう復活の企たくらみっていうのも、あながち遠からずだったとか言うぜ。穴は兵器の実験だとかなんとか……」

　流石さすがにまだ三日目という事も有り『奈落の谷』の話題で持ちきりだ。

　地形が変わるというのは現代の人々にとってはちょっとした──というのもはばかる様な、大事件にあたるらしい。

「まあ、アレで魔物ごと犯人も居なくなっちまったってんだから、間ま抜ぬけな話だよなあ」

「あの穴が街にできていたらと考えれば、ぞっとしませんがね」

　噂うわさの内容は、簡単に説明すればこのようなものだ。

『魔王の復活を目論もくろむ魔族が、魔造生物を使って世界転てん覆ぷくを目論んだが、実験機材の暴走で施設ごと消え去った』。

　要は魔物の心配も、魔族の心配ももう無い、と公開したのである。

　細かい部分は違ちがうものの、重要な情報は真実だ。

「この中に真実を知っている方がどれだけいらっしゃるんでしょうね。先生の事を知らなければ、あの穴を一人の魔術師が開けたとは考えられないでしょう」

　声を顰ひそめて、アリエッタが事件を語る。彼女の言う通り、事件の真相を知る者は少ない。

「ふふ、二人だけの秘密ですね、先生」

「……くく、そうだな」

　だが少ないだけで、真相を知っている者が私達以外に居ないわけではない。

　それでも私達だけの秘密というのがなんとも学生らしくて、否定できず笑ってしまった。

　ああ、楽しいじゃないか。くだらないと断じていた事が、今では一つ一つが楽しく感じられている。それも全すべてアリエッタのおかげだろう。

　彼女と出会ってはじめて、私の『人』としての生が始まったのだ。

「あの日の先生は本当に、凄すごかったです。わたしも、いつか先生の様になれるでしょうか？」

　だからこそ、彼女が望む限り、できるだけ力になってやりたいと思っている。

　──彼女が魔術を手にして望む事には、薄うす々うす気づいていた。

　恐らくは、不老不死。この子は優やさしいから、永遠を生きる私に寄り添ってくれようとしているのだろう。

　本当の所を言えば、あの退屈と虚きよ無むをあの子に味わわせたくはなかった。
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　しかし──私にとっての彼女に、私がなれるならば。彼女が不老不死となっても、退屈なんて無いのかも知れない。

「なれるさ。目的と、真しん剣けんさがあればな」

「ふふっ、そうですか？　……じゃあ、その時までよろしくおねがいしますね、先生？」

　アリエッタは魔術師としては未熟だ。だが私は──人として、未熟であると思う。

　だから二人で成長していけたらと、そう考えている。

　人生、何があるかわからんものだ。

　そんな当たり前の事に気がつくのが、千と数百年も生きた今だとはな。

「これからもよろしくたのむ」

「はい、先生っ！」

　ああ今この時が永遠に続けば。……違うな。永遠の停滞不老不死を得た私が求めたのは、永遠に続く今ではなかった。

　明日はもっと素す晴ばらしい日になるだろうか？　アリエッタといると自然とそう考えている自分に気がついて──

　私は、そっと目を細めるのだった。








あとがき






　はじめましての方もそうでない方も、まずは『我が弟子が最も強くてカワイイのである』を手にお取りいただきありがとうございます、赤石あかし赫かつ々かくです。

　こうして本を手にお取りいただいた皆みなさんのおかげで、なんと三作目のあとがきを書くに至っております。本当にありがとうございます。




　そして担当編集さん、校正など、この本に関かかわってくださった皆みな様さま、イラストレーターの夜ノみつき様……多くの方の力をお貸しいただいて、この本を送り出すことが出来ています。本当にありがとうございます！




　先述いたしましたが、なんと赤石もこれで三作目の本を出版するに至りました。これもご愛あい玩がんいただいている皆様のおかげでございます。

　放っておくと延々と感謝の言葉を述べてしまいそうなのでそれは敢あえてこのあたりにしておいて、心境の方を語ってみようかと思います。

　正直に言いますと、自分でも驚おどろいております。そろそろ職業モノカキを名乗っても良いのかな、なんて思ったのが一作目五巻の頃ころ。腹をくくって肩かた書がきのモノカキ見習いから見習いを取とっ払ぱらったのが二作目を出した頃。そこから今やなんと通算十六冊目のあとがきを書いているのだから、小心者としてはやっぱり驚くと言うか、おっかないというか。ひええ。

　漠ばく然ぜんといつか慣れるかなあ、なんて思っていたのにまだ慣れない現状を鑑かんがみると、果たして慣れる日は来るのだろうか、と不安になる今日このごろでございます。




　しかしそれでも新作を世に送り出すことが出来たのはこの上ない喜び。

　より一層精しよう進じんしていくので、よろしければ皆さま是ぜ非ひお付き合いいただければ幸いです。

　それでは、今回はこのあたりで筆をおくことにいたしましょう。

　願わくば、二巻でお会いできることを祈いのっております……！





赤石赫々





















我わが弟で子しが最もつとも強つよくてカワイイのである








赤石あかし赫かつ々かく
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